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は じ め に

基礎生物学/iJf究所は昭和52年 ( 1 977年）に生物学における基礎的研究を椎

進する大学共 I司利）II機関として設立され， 平成 9 年にその創立20周年を迎え

ている。現在の基礎生物学研究所は，設立当初より計画され拡充されてきた

細胞生物学，発生生物学，制御機構の三研究系と，分子生物学の知識と技術

の急速な増大に対応するためにその後に設附された形竹統御実験施設よりな

る 17部門 （ うち客員 6 部門） で構成されている 。 また平成10年度には ， 所全

体の研究を支えるための形’質転換生物研究施設が設附：され， さらに平成11年

度には同じ岡崎国立共同研究機構の分子科学研究所および生理学研究所と協

カして研究を椎進する生命閑境科学研究センターの設岡が認められた。

幸いにもこれまで本研究所は活発な研究活動を維持し ， 国際的にもその名を知られて高い評価を受けてきた。 しかし

各地の大学が大学院直点化を行っている今日，基礎生物学研究所が大学共同利川機関として従来以上の役割を果たして

いくためには，より一陪の改善，努力が必要である 。 特に昨今の行財政改革で， 文部省と科学技術庁の統合は もとより ，

独立行政法人化の大紙が示され， 大学と共に学術基礎研究を担う中核としての大学共同利用機関のあり方が問われてい

る現在では尚更である。

基礎生物学研究所ではここ数年将来計画委旦会において「斑境」および「多様性」をキー ワードに，さらには神経生

物学の発展も含めた将来構想を構築して き た。 し か しわが国の科学行政の変化や，今年度に生命環檄科学研究センター

が設磁されたことに伴い，砧礎生物学研究所の将米構想も変更を余像なくされている 。 現在研究所全体の今後の研究に

欠＜ こ とのできないゲノム解析やポスト ・ ゲノムの時代に対応するための， また「多様性」も視野に入れた「ゲノム統

合生物学研究センター （仮称）」 や新しいスーパ一スペクトログラフの設爵を中心とする「光環境研究センター」 の新

設などの将来計画をまとめつつある 。 これらの方針については評議具会， 運営協議且会でもお認め顧った とこ ろであり ，

今後の概坑要求などに生かして行 く 所存である 。

国際交流に関しては，こ れまでのオーストラリア国立大学， ＇隙国基礎生物学研究所に加えて ， II乍年度新たにハンガリ

ー科学アカデミー生物学研究センターと学術交流に関する協定を締結した。 文部省外国人研究員 ， 日本学術振興会招ヘ

い外国人研究且外国人特別協力研究員等で長 ・ 短期滞在する者を始め ， 基礎生物学研究所コ ン ファレンスや研究集会，

セミナー等で来所する外国人/iJf究者の数は益々坪iJJII している。ー方所員の海外渡航も盛んで， liJf究成果を憔界に間うて

いる 。

人事面では， ·rz成10年 9 月に形質統御実験施設 ・ 種分化機構第二/iJf究部門の諸低磁一郎教授が発生生物学研究系 • 細

胞分化研究部門に配骰換えとな っ た 。 また新設の形質転換生物研究施設の助教授に渡邊栄治助手が昇任して活動を聞始

している 。 さらに昨年度から今年度初めにかけて ， 7 名の助手， 技官が他大学の助教授等として昇任， 転出または辞職

するとともに， 12名の助教授， 助手，技官が新たに転入， 採）廿 または （井任とな っ た。

この他， 「COE支援プログラム」の一塚として非常勤研究員の制度が発足しており ， 日本学術振判会の奨励研究且や

各植のポストドクトラルフ ェ ローあるいはリサーチ • アシスタントなど，若手研究者1杓も益々厚みを増している 。 研究

所が基盤とな っている聡合研究大学院大学の分子生物機構論馬攻では，平成10年度に外国人留学生を含む 4 名が理学柚

上の学位を収得した。 同専攻では平成10年lOJJ に 3 名，平成11年 4 月に 11名の新たな大学院生を迎え ， 他大学からの大

学院生 （特別共同利用研究貝および辿携 ・ 協力協定に基づく大学院生） 19名を加えて，本研究所でliJf究を行っている大

学院生は総勢55名となった。 今や基礎生物学研究所には若い力がみなぎっており，これからの発展に大いに期待を抱か

せている 。

基礎生物学研究所長 毛 利 秀 雄



沿 革

昭和37年頃から生物学研究者の間に研究所設立の要望が高まり， f½I辿学会 （ 日本動物学会， 日本植物学会等） を中心に

種々検討がなされた。

昭和41年 5 月 日本学術会談は，第46回総会において，生物研究所 （仮称） 並びに生物科学研究交流センター （仮称）

の設立について内閣総理大臣に勧告した。

昭和48年10月 学術稲議会は， 分子科学研究所，基礎生物学研究所（仮称）及び生理学研究所（仮称）を緊急に設立す

べき旨，文部大臣に報告した。

昭和50年 4 月 昭和50年度予算に岡崎基礎総合研究所 （仮称） 調査費が計上された。

昭和50年 5 月 事務次官裁定により，岡崎基礎総合研究所（仮称） 調査会賊が設似された。

昭和50年12月 岡崎基礎総合研究所 （仮称） 調査会談から文部大臣に報告が行われた。

昭和51 年 5 月 昭和51年度予符に分子科学研究所調査室経投が計上され， 5 月 10 日，文部大臣裁定により分子科学研究

所に調査室 （定員 5 人） 及び岡崎総合研究機構調査会議が設附された。

昭和51 年 6 月 岡崎総合研究機構調査会議においては， 昭和50年度の岡賄基礎総合研究所 （仮称）調査会賊の報告を踏

まえ，岡崎地区における総合研究機構はさしあたり基礎生物学及び生理学の 2 研究所より構成すること

とし，その具体的事項について調査検討した。

昭和52年 5 月 生物科学総合研究機構 （基礎生物学研究所，生理学研究所）創設

国立学校設置法の一部を改正する法律 （昭和52年法律第29号） の施行により生物科学総合研究機構が創

設され，機構に基礎生物学研究所及び生理学研究所が設侶された。

甚礎生物学研究所創設と同時に 3 研究系， 3 研究部門， l 研究施設及び技術課が設骰された。

細胞生物学研究系 （細胞機構研究部門）

発生生物学研究系 （生殖研究部門）

制御機構研究系 （情報制御研究部門）

培蓑育成研究施設

技 術 課

分子科学研究所の管理部が管理局とな り ，生物科学総合研究機構の事務を併せ処理することとなっ た。

3 研究部門が設岡された。昭和53年 4 月

細胞生物学研究系 （細胞融合研究部門）

発生生物学研究系 （細胞分化研究部門）

制御機梢研究系 （感党情報処理研究部門）

昭和54年 4 月 3 研究部門及び1研究施設が設四された。

細胞生物学研究系 （細胞内エネルギー変換機構研究部門）

制御機構研究系 （計時機構研究部門｀行動制御研究部門）

アイソトープ実験施設
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昭和57年 4 月

昭和55年 4 月 細胞生物学研究系に細胞情報研究部門が設骰された。

昭和56年 4 月 岡崎国立共同研究機構創設

国立学校設附法の一部を改正する法律 ( IIH和56年法律第23号）の施行により，分子科学研究所及び生物

科学総合研究機構 （基礎生物学研究所， 生理学研究所） は ， 昭和56年 4 月 14 日をもって総合化され， 3

研究所は岡崎国立共同研究機構として一1本的に迎営されることとな っ た。

細胞生物学研究系に細胞増殖研究部門が設骰された。

発生生物学研究系に形態形成研究部門が設悩された。

昭和58年 4 月

昭和63年 4 月

昭和63年10月

平成元年 5 月

平成 4 年 4 月

平成 8 年 5 月

平成10年 5 月

平成11 年 4 月

発生生物学研究系に発生生物学研究部門が設附された。

制御機構研究系に迫伝子発現統御研究部門が設i代された。

総合研究大学院大学が創設され，基礎生物学研究所に同大学生命科学研究科分子生物機構論専攻が骰か

れた。

追伝子発現統御研究部門が廃止され， 形質統御実験施設 （遺伝子発現統御第ー研究部門，遥伝子発現統

御第二研究部門）が設骰された。

形質統餌l実験施設に種分化機構第ー研究部門が設協された。

形質統御実験施設に種分化機構第二研究部門が設似された。

形質転換生物研究施設が設骰された。

生命環境科学研究センターが設似された。

3
 



概 要

目 的 大学における学術研究の発展に脊するため ， 基礎生物学に 1及lする総合研究を行うことを目的とする 。 生命

現象の基礎的事項の究明 を 1」椋とし ， 動物 ． 植物 を対象に ， 生物の基本単位である細胞の構造 ・ 働き ・ 妍

殖 ・ 分化， 器官の形成，外界からの刺激に対する生休の反応 ・ 制御等について総合研究を行う 。

設置形態 国立学校設骰法の一部を改正する法律の施行により ，分子科学研究所， 基礎生物学研究所及び生理学研究

所を一ィ本的に迎営する文部省所車，しの大学共同利用機関 として岡崎国立共同研究機構が設置された。

この機構は， 3研究所がそれぞれ/iJf究目的に則して述‘陪上の独立性を生かしながら，有機的な辿携を保つ

体制が取られている。

組 織 3 研究系， 13研究部門及び 5 研究施設 （ うち l 施設内に 4 研究部門） と技術課を骰いている。

共同利用 全国の大学の教員その他の者で ， fiJf究所の目的た る /iJf究と同ーの研究に従事する名の利用に供するととも

に共同TiJf究を行う 。

総合研究大学院大学 総合研究大学院大学に参加し，同大学と緊密な泄係 ・ 協力の下に分子生物機構論馬攻を担当し ，

孝久'ffliJf7); を行う 。

大学院教育協力 大学の要訥に応じ，当該大学の大学院における教府に協力する。

国際交流 基礎生物学の分野の国1祭的な学術交流を活発化するため ， 研究者の交流や国1;祭シンポジウ ム等を開佃する 。

運営組織 研究所の事業計画その他の狩理迎営に関する重要事項について所長に助言する評議貝会を置き，共同/iJf究

計画に関する事項その他の研究所の連営に関する重要') i項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮

問に応じる運営協謡員会を附く 。

事務組織 研究所の事務は ， 岡崎国立共同 !iJf究機構管理局が処理する。

4
 



運 営

■評議員会
(iJf究所の ·Ji-業計画その他の舒理迎‘院に関する屯災']~項について所長に助， iする 。

＇『· 木 消 上智大学生命科学研究所長

石毛直道 国立民族学 i導物館長

府槻邦男 立教大学理学部教授

大崎 仁 罪I立学校財務セン タ ー所長

岡 Ill 益吉 筑波）く学名符教授

/11 JJII部梢哉 滋賀県立琵琶蘭Jl t専．物館艮

小 平桂 一 匝l立天文台k
志村令郎 （梱生物分了. I旦学 /i)f究所長

鈴木 11/1 惑 秋田県立大学艮

竹内郁夫 呻ノパルテイス科学振典財団理市長

田代 裕 関西医科大‘・；i: 長

中村桂了 （即JT生命誌研究館闊lj飴長

阻j- 依良治 名 古届）く学）く学院理学研究科長

蓮 1忙巫彦 東京大学総長

堀 用 凱樹 国立逍伝学研究所長

本 11:J :b支 世 ／成城栄l~il b支

〇松 ）j孔 謙 ー (Iり肛11:!S'紅：j等;-li)f究所i1\I]所長

◎丸 1 1 1 工作 大学人試センター所長

LI I [LI 康之 奈良先端科学技術大学院大学長

■ 運営協議員会
共同研究計画に関する事項その他の研究所の迎営に関する重要*項で，所Liが必要と認めるものについて所Liの諮間に

応じる。
石川 統 東京大学大学1浣理学系研究科教授

磯貝 ．形Iゾ 奈良先端科学技術）⇔学院大学バイオサイエンス /i]f究科教授

小川晃男 名占屈）ゞ学生物分子応答研究センター教授
里， ．． 、 石'―,.』 厚 名古）至大学大学院理学研究科教授

郷 辿．． 子 名古／冦大洋：大学院理学研究科教授

佐藤矩行 以都）ぐ学人学院理学研究科教授
〇束中川 撤 早稲 lllk学教有学部教授

I Li 4>: 」じ幸 東成）く学大学院理学系研究科教授
渡邊 昭 東京大学）く学院理学系研究科教授
和田敬四郎 金沢大学理学部教授

飯田 滋 形質統御実験施設 辿伝子発現統御第一/iJf究部l"J教授
上野直人 発生生物学研究系 形態形成研究部門教授
大隅良典 細胞生物学研究系 細胞内エネルギー変換機構研究部門教授
勝木元也 細胞生物学(i)f究系 細胞増殖研究部門 （東床・人学医科学研究所教授）

◎辰濱 -嘉孝 発生牛物学研究系 生殖研究部l"J教授
西 村 幹夫 細胞生物学(i)「究系 細胞機構M究部門教授

野 I ll 昌 llj'f 制御機構{iJf究系 感‘此情報処理研究部l"l教授
堀 内 Tr ,_ .. ,_ず, , 形質統稚II ~験施設 辿伝子発現統御第二M究部l"l教授
村 IJJ 紀夫 制御機構/i)f究系 計時機構研究部l"J教授

諸橋愁一郎 発生生物学liJf究系 細胞分化liJf究部門教授
山森哲雄 形質統御実験施設 種分化機構第ー/iJf究部l"J教授

◎は会長 、 〇は副会長
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定 員・予 算

■ 定
— 
貝

（平成1 1年度）

区 分 所長 教授 助教授 助手 小計 技官 社

所 長 l l l 

系
(3) (3) 

8 
(6) (6) 

細 胞 生 物 涅· 研 クブヒしヨ— 2 2 12 12 

(l) (1) 
8 

(2) (2) 
発 生 生 物 、子~,. 研 'l)'-' L 系

3 3 14 14 

系
(2) (2) 

8 
(4) (4) 

制 御 機 構 研 クブしし
2 2 12 12 

(1) (1) 
16 

(2) (2) 
研 クブし 施 音奴l し

6 , 31 31 

技 術 課 33 33 

(7) (7) 
40 

(14) 
33 

(14) 
計· l 

13 16 70 103 

( ） 内は客貝で，外数である 。

■ 予 算
（平成10年度決符額）

区 分 計· 人件翡 物件乳；

千円 千円 千円

基礎生物学研究所 1,643,167 716,159 927,008 

6
 



組 織

■ 岡崎国立共同研究機構

評識員会
' 

機戸言→ [ 

基礎生物学研究所

生理学研究所
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形質転換生物研究施設

生命環境科学研究セ ンター

技術課
※は客且研究部門
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研究体制の概要

■各研究部門における研究
基礎生物学研究所は 3 つの研究系に分かれた13の研究部

門 （ うち 6 は容貝研究部門） 及び形質統御実験施設の 4 つ

の研究部門を主体に成立っている 。 研究系は，細胞生物学，

発生生物学，制御機構の 3 つであるが，形質統御実験施設

を含めこれらを厳密に区分することは学llり上から困難であ

り，事実相互の関連は辿続的なものである。 各部l"J は，研

究の単位でありいわば研究の現場であるが，それらの研究

活動の実紹と現状は「M究活動」の項に述べてある 。 設立

後20年以上を経た現在，部門の名称と研究活動の内容は必

ずしも 一致しない。 当研究所の 目的は，生命現象の裳みの

基礎となる諸現象について，主として真核生物を対象とし

て，それらの物質的な基盤を追究することにある。 しかし ，

一口に基礎的な現象といっても細胞の附殖や分化，生物の

形の成立ち，環境の変化や，外界の刺激に対する生物の反

応など実に多様である 。 また，この一つ一つを追究するた

めには，それらにふさわしい実験システムや研究材料 （研

究に）11 いる生物種） が選ばれなければならない。 各部l"J に

おいては，その取り扱う現象に応じて具体的なプロジェク

トを立案して，教授のリーダーシップの下で研究を強力に

椎進している。

しかしながら，咋今の生命科学の新しい進展に伴って ，

生物学はいわば新しい統合時代を迎えつつあるといえる 。

例えば， 形質転換生物の利用やDNA ・ タンパク質のデー

タベ一スの活用などによって，その取り扱う現象，実験シ

ステムの違いにもかかわらず，そのアプローチの在り方に

共通部分が開かれつつあるのが現状である。 また追伝子の

シーケンスから，辿伝子産物の働き，さらにはそれらの統

合としての生命現象の理解へと道が拓かれつつある。 この

ような状況のもとで，各部門の研究上の特色を生かしつつ，

互いに連陪感をも っ た払礎生物学研究所の新時代が到来し

っつある 。

■ 共同研究等
国 ・ 公 ・ 私立を l lil わない大学の共同利用機関として，基

礎生物学及びその1渕辿分野で次の 4 つのカテゴリーの共同

利川/iJf究を実施している。

グループ共同研究 ・ 個別共同研究

研究所の教授又は助教授と共同して行う共同事業で，グ

ループIll! で行うグループ共同研究と各研究者個人間で行う

個別共剛iJf究がある。

研究会

基礎生物学及びその関連分野での緊急かつ重要なプロジ

ェクトについて現状分析を行うと共に，将来の具体的研究

計画を討議し， M究拙進のための国内 （及び国際的） liJf究

休制確立に寄与する。

共同利用実験

研究所の大型スペクトログラフ，形質統御実験施設等を

用いる特定実験計画に基づく実験 . /iJf究であり ， 大型スペ

クトログラフは昭和56年度から llr-l始し，形質統御実験施設

は平成 2 年度から試行し，平成 7 年度から本格的に実施し

ている 。 さらに平成 7 年度からは環境耐性植物共同利川実

験も実施されている。

施設利用

研究所の施設は個別に利用できる。

分析室については，平成8年度からその有する機器をよ

り有効に活用するため，公募によ って も利用の巾込みを受

け付けている。

上記の共同研究 （グループ共同研究，個別共同研究） 及

びM究会は年 2 回，共同利用実験，施設利用は年1 回， /ijf

究課題を公募している 。
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■ 基礎生物学研究所コンファレ
ンス
基礎生物学研究所では一昨年度まで特定研究経府によ

り，国際研究狼会として「基礎生物学研究所コンファレン

ス」を侮年開催して40回に及んだ。 しかし特定研究が平成

9 年度限りで打切られたため， II乍年度からは国際シンポジ

ウム (COE ) 及びリーダーシップ支援経費を活用して，

「基礎生物学研究所コンファレンス」を続けて行くことと

な っ た。 すでにこの線に沿って第41111I. 第42回が国内外多

数の研究者の参加を得て行われている 。

■ 総合研究大学院大学
基礎生物学研究所は，総合研究大学院大学に参加し，同

大学と緊密な連係 ・ 協力の下に，屁l立辿伝学研究所及び生

理学研究所とともに生命科学研究科を裔IL織し，分子生物機

構論専攻を担当し教育研究を行う 。（国立学校設似法第3条

の 3 第 4 項，第 4 項 ， 国立学校設附法施行令第 2 条の 2,

第 2 条の 3)

同大学は，学部を持たない大学院だけの大学である 。 大

学院の課程は後期 3 年の栂士課程で，平成元年度から学生

を受け入れており ，また平成 3 年度より理学t導士の学位取

得者をだしている。

■ 大学院教育協力
基礎生物学研究所は，大学共同利川機渕として，広く基

礎生物学及びこれに関連する分野における研究者の共同利

/IJ に供されるとともに，研究者の殺成に関しては ， 国 ．

公 ・ 私立大学の要詰に応じて，「特別liJf究学生」を受け入

れ，大学院における教育に協力を行ってきた。

近年における，研究所の研究活動への大学院学生の参画

の犯要性に鑑み ， 平成9年度からは当該大学院学生を「特

別共同利用研究貝」として受け人れ，併せて研究指蔚を行

い大学院教育の協力を行うこととした。

, 



研究部門における研究活動

■ 細胞生物学研究系 グリオキシゾームが光合成に関与する緑葉パ一オキシゾー
細胞機構研究部門 ムヘと変換する 。

発芽子葉は 1傷にあたると緑化し，ま た木の業は秋になる 本・liJf究グループでは，このマイクロボデイの機能変換に

と紅葉する。 こ うした植物の営みには， 細胞内オルガネラ 焦点を附き，その分子機構を明 らかにする こと を目指して，

の機能的および形態的変動が密接に結びついている。 f!ll ち， 研究を進めている 。 こ れまでに，グリオキ シゾームが直接

前者では工チオプラストからクロロプラストヘの ， また後 緑葉パ一オキシゾームに変わっ てい＜ こ とを明らかにする

者ではクロロ プラストからクロモプラ ストヘの転換が起こ とともに，その変換が，光照射による 1 ) グリオキシゾー

り ， 植物の色が変わっ ていく 。 この ようなオルガネ ラの変 ム酵索の生合成の抑制， 2 ) 緑菜パ一オキ シゾーム酵素の

動は， 植物細胞の成長 ・ 分化に伴って頻繁に観察される現 生合成の誘諒，さ らに 3 ) グリオキシゾーム酵素の分解促

象であ り ，植物細胞分化の柔軟性を支える基本機構の 1 つ 進に起因している こ とを明 らかにした。 また，植物を II存所

（ オルガネラの分化） と考えられる 。 本研究部門では，以 に骰いて ， セネッ セ ンス （老化） を起こさせると， 全 く逆

下に述べる 2 つの実験系を解析するこ とにより ， オルガネ のマイクロポデイの機能転換つまり緑葉パ一オキシゾーム

ラ レベルから植物細胞分化の柔軟性を理/rJ印することを目指 からグリオキシゾームヘの変換が起こることを見いだし，

している 。 このマイクロボデイの機能変換が可逆的であることを証明

1 . マイクロボディ機能変換機構 した。 現在， こ のマイクロポディ 機能変換の可逆性を支え

暗所で発芽させた種子は光照射により緑化し，光合成に る分子機構を明らかにすべく研究を進めており， これま で

よ っ て幼植物の生宥のエネルギ一を得ることになる。 この の研究から ， マイクロポデ ィ 酵素の追伝子発現， mRNAの

緑化過程には， クロロプラス トの発達のみな らず，他の構 ス プラ イ シ ング，オルガネラヘの輸送，オルガネ ラ内での

成オルガネ ラ の機能も大きく変動する。ー巫Jj岱に囲まれた 分解という各段階で調節されていることが明らかとな っ て

オルガネラであるマイクロポディでは，糖新生に関与する きている 。 特にシロイヌナズナの変異株を用いたマイクロ

c̀ 
図 1. シロイヌナズナのマイクロポディ機能欠損変異株

シロイヌナス＇ナの野生株は吸水により発芽生育できる (A) 力〈グリ オキシゾームの脂肪酸f3酸化欠

乏変異株pedl は生育するためにシ ョ糖を必要とする (B) 。 脂肪酸の分解を担うグ リオ キシゾームは．

野生株では直径1µmの単膜オルガネラである (C : 矢頭） が, pedl変異株のグリオキシゾーム (D:

矢頭） はより大きく ，内部に管状の構造を含んでいる。
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ボディ機能変換の解析 （図 l , 文献 l ) や局在部位の異な 成タンパク質は未Ji而小胞体で前駆体として合成され液胞ヘ

るタンパク質を生成させるオルタナテイプ • スプライシン 輸送される 。 液胞のbiogenes i sに関わる高等植物に特有の

グによる新たな光応答調節系を発見し（文献 4 ) ' そ の解 機構の解明について F記の 2 点の研究を進めている 。 l )

析に取り組んでいる。 更に，植物細胞構築の仕組みを解明 登熟期の種子細胞ではこの輸送に特殊な小胞が関与してい

するために ， プラ スチド，ミトコンドリア，マイクロポデ る こ とを見出 し PAC (urccu rsorーfil:Cumulating) 小胞と 命名

ィ等のオルガネラに局在する分子シャペロンに苅目し，夕 したが （文献 2) , この小胞の膜構成タンパク質を解析す

ンパク質の細胞内輸送，アセンプリー及びオルガネラ分化 ることにより輸送のための新たな装t社の発見を目指してい

におけるこれらの分子シャペロンの役割を陪析している る （図 ）。 2 ) 液胞タンパク質の成熟化に関与する酵素を

（文献 5 ) 。 見出し，液胞プロセシング酵素 (VPE) と命名したが，ア

2. 液胞の機能変換機構 ラビドプシスでは器官特躾性の異なる 3 種類のVPEが存在

高等植物の液胞は形態的にも機能的にも大き＜変動する する 。 種子タイプのYPE は， PAC小胞中に局在する 100-

能力を備えている 。 一般的に液胞は分解刑液胞とタンパク kDaタンパク質を複数の液胞機能タンパク質に分断するこ

'酋諮m那液胞の 2 種類に分けられているが，種子の成長過 とが最近明らかにな り ， YPEが様々な液胞タンパク質の活

程で両者は相互に変換していく 。 登熟期の種子の液胞は夕 性化を伴う成熟化に関与 している ことが示唆されてきた

ンパク質密梢型のオルガネラとして機能しているが，種子 （文献 3 ) 。 YPEは液胞の機能獲得のための鍵酵素と考えら

の吸水発芽に伴い， 分解型液胞へと変化していく 。 この両 れる 。 YPEに焦点を当て，植物細胞の持つ高い分化転換能

液胞の変換系を横軸として，各段階での液胞の機能分化を 力あるいは細胞死についての理解を深める こ とを目指 して

股タンパク質を指標にして解析し ようと している。 液胞構 いる 。

図2. 登熟期のカポチ ャ種子細胞の電子顕微鏡像

(A) 登熟中期の種子細胞におけ る, PAC小胞 (Precursor-accumulating vesicles, PV) と ． 粗面小胞体 (ER) 内腔の種子貯蔵タン

バク質のアグ リ ゲー ト （矢印） 。

(B) 貯蔵タ ンバク fi2Sアルプ ミンの特異抗体を用いた免疫電子額微鏡像。 ERで合成されたプロ2Sアルプミンが. ER内腔でアグ

リゲート を形成していることが分かる （矢印） 。 プロ 2SアルブミンはPAC小胞 (PV) を経由 してタンパク質吾積型の液胞 (V) に

給送されて ． 成熟型の2Sアルブミンとな り 蓄積される 。

cw. 細胞壁 ； lb, 脂肪体。 パーは500nm。
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細胞内エネルギー変換部門

本研究部l"J は {iJf究室の立ち上げから 3年日が経過し研究

も軌道に乗り ，細胞生物学の残された課題であるオートフ

アジー （ 自食作川 ） の機構とその生理的な意義のi帷明を目

指して研究を進めている。

栄蓑飢餓ストレス

自然界に生息する生命体にとって栄投源をいかに確保す

るかは，最も重災であるに追いない。 外界には'i化に充分な

栄投源が保証されている訳ではない。 従って自己をとりま

＜棗境の様々な栄投条件を感知し，内部の活性を制御し ，

さらに飢餓条件下にいかに生存率を維持するための機構を

獲得するかは進化上で ， きわめて重要な選択圧の1つであ

ったに違いない。 オートファジーはそのような栄脊飢餓に

対する適応機能の1つであるが， その生理的慈義はさらに

多面的であることが予想される 。

自食作用とは

外界の栄投源が枯渇したとき細胞は自己の構成1戊分を分

解する 。 このオートファジー ( autophagy) と呼ばれる細

胞応答は，兵核細胞に枡―·遍的であり，生理的にも重要な役

割を担っているものと考えられる 。 我々の肝細胞では，食

事の間の空｝腹時に活発なオートファジーが採り返されてい

る 。 神経細胞においてもオートフアジーが盛んに進行して

いることが報告されている 。 植物細胞では，個体の老化し

た部分を分解し，分解産物を新しい組織へと転流する事が

日常的に行われているし，いわゆる老化 (senescence) に

伴ってきわめて大規梃な自己分解が進行する 。酵 1吐細胞は，

窒素源の枯渇を引き金として減数分裂過程，すなわち胞子

形成を誘禅する。 この細胞分化過程には ， 既存のタンパク

質の大規模な分解が不可欠である 。 オートファジーは，無

秩序な分解ではなく，高度に組織化された過程であるに違

いない。

1955年にde Duveによってリソソームが発見されて以来，

細胞内分解コンパートメントの役割と分解機構は，多くの

研究者の典味を駆り立ててきたが，今日に至ってもその分

子レペルでの理解はほとんど進んでいない。 その理山はオ

ートファジ一を検出する方法がなかったこと， リソソーム

系を梢成する )j必系が複雑であり，かつダイナミックな動態



を伴うために，解析の手がかりが得られなかったことによ 構によってオートファジ一を訪祁していると思われる 。 i立

るものと思われる。 近我々はフォスファチジルイノシトールキナーゼのホモロ

酵母の自食作用の発見 グである Torが栄投源の I紺知に重災な役割をにな っ ている

我々は，酵封：細胞が種々の栄義飢餓に応答して自己の細 ことを見いだ した。

胞質成分をリ‘ノソームと相同な液胞に送り込み ， 大規校に 自 食作） I J の木解決の問題の1つはオートファジーに伴う

分解すること，その機構が嵩等動物細胞で広く知られてい 大規模な）l岱動態の機構に関するものである 。 オートファゴ

るオー トフ ァジーと同様な複雑な）j如現采によっていること ソーム形成は細胞内に新たに閉 じた空間，コンパートメン

を見いだした ( I叉I 1 ) 。 酵母のオートファジーは窒素，炭索， 卜を形成する機構であり，これま でに i帷析されてこなかっ

リン酸，硫毅源など様々な飢餓によ っ て誘~q._ される 。 多様 た膜現象である （図2) 。 細胞質の ·部を取り囲む二巫!I岱の

な飢餓条件による対応したシグナル伝達系を想定するより 構造休，オートファゴ‘ノームがどのように形成されるのか。

も細胞が外界の栄投飢餓を 1月知し，共辿のシグナル伝逹機 オートファゴ‘ノームがいかにして液胞／ リソソームと特異

図1. 飢餓条件下の液胞蛋白分解酵素欠揖株のフリ ーズレプリカ像

（上） 液胞内に細胞到の一部を囲んだ球形の膜構造，自食体が多数蓄積する。

（右） 細胞質に形成された二重膜構造． オートファゴ‘ノームはその外膜で液胞膜と忌合し液胞内に自食体 （才ートファジックポデ

ィ ） を放出する。 オートファゴ‘ノームの膜は． 内膜にほとんど膜内粒子が認められない特異な構造をしていることが判る 。

Dlgc、llng
ヽhecontents 

Dls1111pcarancc or 
nn inner membrane 

11uslon 

図2. 自食作用の膜動態の摸式図． 栄蓑飢餓シグナルの伝達． オートファゴソームの形成． リソ ‘ノームとの融合など．まだ分子レ

ペルではまったく未解決の課囲である。
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的に融合するのか，オー トリ ソ ソーム 内でなぜオートファ

ジックポディ膜が容易に分解されるのか， 自食作用がどの

ように制御されているのかなど，典味深い課題が未解決の

ま ま 残されている 。

オートフ ァ ジーに関与する遥伝子群

酵母は これまで細胞周期や分泌などの複雑な過程を分子

レベルで理解する上で先祁的な役割を担ってきた。 それは

遺伝子学的な手法 と分子生物学的な手法によ って ， それら

の素過程に関与する分子を明らかにする こ と ができたから

に他ならない。 我々はオ ー トフアジーに関わる分子機構を

解明する こ とを目的 と してこの分野にはじめて遺伝子学的

な手法を祁入した。 形態学的な指標に基づき分離されたオ

ート ファジー不能変異 (apg) が多数分離さ れた 。 これら

の株はいずれも飢餓条件下にタンパク分解を誘諒できず，

飢餓条件下に生存率を維持できない。 これらの形質の相補

を指標として ， 現在 ま でにオー トファジーに閑わる 14個の

追伝子を同定した。 これらの自食作用辿伝子APG群はその

ほとんどが未知の追伝子であった。 現在 こ れらの辿伝子産

物 (Apgp) の系統的な解析が進み，オ ー トフアジーにお

ける個々のタンパク質の機能が明らかになりつつある 。 現

在 こ れらの辿伝子間相互作用 ， 逍伝子産物の同定， 発現調

節， 物理的相互作用 さら に細胞内局在などについて解析を

進めつつあり，ネットワークが構築されつつある 。 これら

言↑ATP AMP+PPi 
C 三G~ c三ら竺

の追伝子逝物の構造と機能を明らかにする こ とによ って オ

ートファジーが分子レベルで理解できると期待している 。

オー トファジーに必須な新 しいタ ンパク質結合反応
系の発見

昨年Apgpの内4つのタ ンパク質が新しいタンパク質の結

合反応に関与している こ とが明らかとなった。 Apgl2pは

186アミノ酸からなる親水性のタンパク質であるが，こ の

タ ンパク質はcー末端のグリシン残基を介してApg5pの中

央にあるリジン残基の側鎖に イ ソペプチド結合を形成す

る 。 この結合体の生成は自食作用の進行に必須である 。

Apgl2pはユピキチ ン と相同性はないが， その反応はユピ

キチン経路と類似の反応からな っ ており， Apg7p , ApglOp 

はそのApgl2pの活性化と結合反応に関与している （図3) 。

こ の全く新しいタンパク質結合反応系はヒトに至るまで真

核生物に広く保存されている 。 現在こ の結合体の形成が自

食作用のどのステップで機能しているかに関して解析が進

んでいる 。

自食作用の更なる理解を 目指して

細胞内分解コンパー トメントにおける分解機構は，我々

が解析を進めている非選択的でバルクな分解のみならず選

択的な酵素やオルガネラの除去機構も存在することが近年

明らかになってきた。 その機構としてオ ー ト ファゴソーム

形成が関与するマクロオートファジーとリソソーム／液胞

三G
I? 
C 

〕→三→ （

三G
~ 

Apg5p 
ヽ
ー
ー
ノ

ATP AMP+PPi ◎呵
C 

さGG —v_→► c二二色

図3. Apgl 2pシステム とユピキチンシステム

Apg12pのCー末端グリシン残基は ， Apg7pによ ってATP依存的に活性化され， Apg7p, ApglOpのシステイ ン残基にチオエステル

結合を形成 した後. Apg5pの 149番目 の リジン残基とイ‘ノベプチド結合する。 この結合システムは オート フ ァジーに必須である。

一連の反応ぱ ユビキチンがEl, E2, E3 を介 し て標的タンバク団に結合するの と よ く 似ている 。
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股の陥入によるミクロオートファ ジー も存在するらしい。

液胞酵素アミノペプチターゼ I の液胞内移行に自食作川追

伝子群が必須である こ とが最近明らかとなった。 非選択的

な分解と液胞酵索の生合成経路が共通の分子装硲を利用し

ている点は極めて穂味深い。

我々は自食作）I I を辿伝学， 生化学，細胞生物学， 分-r生

物学，形態学などを駆使して総合的に解明することを LI 指

している 。 細胞内の）l岱動態を担う基本的な分子装i在は，酵

母からヒトに到るまで梵＜ほど進化の過程で保存されてい

る 。 実際APG追伝子の中には高等動植物生物にも明らかに

相同遺伝子が存在することがゲノ ム解析の進展とともに明

らかになって来た。 酵址で得られた新しい知見は，高等動

植物細胞のオートファジー機構の解明にも有力な手がかり

を与えるに辿いない。 細胞にとって重要な細胞内分解のメ

力 ニズムは単ーな経路によっているとは考えられず， ,•,':j等

真核生物に固有の機構や多細胞系に特有の制御系が存在す

るものと思われる 。 酵局をモデル系としつつ，高等動柚物

の示す栄投飢餓応答， 細胞分化における細胞の再構築，ア

ポトーシス，老化などの過程での自食作用の役割を明らか

にすることを目標にi帷析を進めている 。
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細胞増殖研究部門 （客員研究部門）

当 {iJf究部門は1998年6月から新グルー プによる研究を開

始した。

分＋生物学の辿歩で，脳機能に関わる追伝子が数多くク

ローニングされる ようになった 。 ある追伝子が脳で呆たす

役割を理解するには，辿伝子自体の解析だけでなく，その

辿伝子を発現する細胞がどのような神経回路に属し，どの

ような情報処理機能を担い， どのように発生してくるのか，

またその辿伝子を発現していないすぐ隣の細胞とはどのよ

うに辿うのか，などを知る こ とが欠かせない。 しかし この

ような精緻な情報を ， 高等脊椎動物の脳の膨大な神経細胞

それぞれについて揃えるのは，現時点では非-m· に困難であ

る 。 そこで当研究部門では，脳本休の細胞数が約4万と少

ない‘，別に複雑な梢報処理を こ なしており ， しかも辿伝学的

な解析が進み， 辿伝子工学を活用したM究が盛んに行われ

ているモデル動物として，キイ ロショウジョウバ工の脳に

消目し，脳の回路構造 ・ 機能分担 • 発生過程を従米のよう

な領域レベルでなく細胞レベルで， しかも解析の容易な一

部の脳領域だけでなく，脳全域について網羅的かつ体系的

に解析する，脳神経回路網の分子発生解剖学の研究を実施

している 。

1 : 脳の構造の解析

特定の細胞群をラベルする分子マーカ一を効率的に作成

できるGAL4エンハンサート ラップ法を利川して，日本の8

つの研究グループの協同プロジェク トを組織して ， 4000を

越えるGAL4系統を作成 した 。 また，こ れらの系統でラべ

ルされた細胞の軸索全体を検出する UAS- 1,111系統と，出力

シナプスの位 i位のみを検出する UAS- シナプトプレピン —

GFP系統を実用化した。

この方法を用いて，すでにショウジョウバエ胚神経系に

おいて，神経細胞に比べ数が少なく判別が容易なグリア細

胞を網羅的に解析し， ほぽ全ての同定と分類を完了してい

る 。 さらに，次のステップである脳内の神経回路網の網羅

的な解析の手始めとして ， 記悟 ・ 学習の座として活発な分

r生物学的研究の対象になっているにもかかわらず，回路

構造や入出力の経路についてはほとんど調べられていなか

っ たキノコ体とよばれる脳領域について ， 詳しい解析を行
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った 。 その結果，嗅覚感槌系からの入力を主に受けるキノ

コ体の出力は，従来考えられていたように運動中枢へ直接

向かうのではなく ， 脳のさらに詞次の辿合野に投射してい

ることが分かった。この回路構辿は，キノコ体が記臆を諮

え，それに従って運動を制御する中枢そのものではな<.

感虹野からの情報を整理して，さらに高次の脳領域に伝え

る前処理回路に過ぎない可能性を示唆する 。

このように神経回路網の構造を梢緻に調べる ことによ っ

て，脳の機能分担について，より客観的な知見を得ること

が可能になる。今後は研究対象を各種感‘此系の1甘報処理経

路や連合野における神経回路網の構造に広げ，脳における

情報の流れの総合的解明を目指している。

2 : 脳の椴能の解析

GAL4系統を利用すると，細胞機能を阻害 ， 転換する辿

伝子を一部の脳細胞で特異的に発現させ，脳機能に与える

影押を解析できる。とくに性別決定辿伝子transformerを発

現させてオスの脳内の特定の細胞群のみをメス化する技術

を使うと，オス ， メスという同じ生物の中の2つの異な っ

たタイプを比較し，雌雄で異なる行動を脳のどの部分が制

御しているかを調べることができる 。 従来雌雄の交尾行動

の差は，キノコ体の機能に苅目して研究されることが多か

った。 しかし我々は，これまで作成したGAL4系統を用い

た大規模な行動スクリーニングによって，定説と異なりキ

ノコ体は交尾行動の制御にはほとんど諏要ではないという

データを得た。現在は，これまで無視されていた周辺脳領

域に探索範囲を広げることにより，この行動の制御に関わ

る神経回路網の同定を目指して解析を進めている 。

3: 脳の発生の解析

脳を構成する細胞の膨大な数に比べ，ゲノムに存在する

辿伝子の数ははるかに少ない。 従って神経細胞は何らかの

方法で，自らの直径の数百， 数千倍離れたところまで正確

に線維を伸ばす道筋を ， 効率的に見つける方法を持ってい

るはずだ。 脳を構成する神経細胞は ， 限られた数の幹細胞

が何度も不等分裂を緑り返すことによって作られる。 幹細

胞は単に未分化の細胞集団を作るだけで，子孫細胞は出自

に関係なく，多様な回路網の形成にばらばらに参加してゆ

くのだろうか？ それとも，ある幹細胞から作られた子孫
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細胞の一族は，出自に応じて特定の回路の形成に参加する

のだろうか？ これは脳の神経l且l路網がどのように作られ

るのかを理解する上で，非常に基礎的な問いの一つである。

しかし細胞ラベル法の技術的制約から，複雑な脳を持つ生

物においては，細胞系譜の解析はほとんどが胚発生期に限

られていた。

しかし我々が実用化したFRT-GAL4法を利用することに

より，胚ばかりでなく成体の脳においても，細胞系譜の解

析が可能になった。 ショウジョウバ工の任窃の発生ステー

ジにおいて，神経幹細胞のごく 一名I\に追伝子組み替えを誘

禅して辿伝的にラベルし，子孫細胞の位骰と線維投射パタ

一ンを成体で解析することができる 。 すでにこれまでの研

究で，片半球85個 （平均） の神経幹細胞が作る系譜の約

30% を解析したが， 興味深いことにlつの幹細胞に由来す

る子孫細胞のクロ一ンは，ほとん どの楊合脳内の特定の 1

つか2つの領域のみに投射して，決ま った回路を形成して

いた。 つまり脳のかなりの部分は，細胞系読に依存した神

経回路モジュールの組み合わせで構成されているというこ

とになる 。

このようなモジュール構成では，あとから作られた細胞

は隣接する既存の細胞 （兄細胞） に沿って線維を伸ばすだ

けで，はるか遠くの標的部位まで容易に到達することがで

きる 。 兄細胞と異なる部位に投射する楊合でも ， 最初は同

じ経路をたどり ， 一定距離進んだら分岐することにより，

投射経路の探索は3次元でなく 1次元の問題で済み，よりシ

ンプルな辿伝子メカニズムで，複雑な回路構造を作れるこ

とが予想される 。 現在はさらに成虫脳の全細胞系譜の群明

と ， 各系譜における回路形成過程の経時的な解明を目指し ，

解析を続けている 。

4 : コ ミュ ニテ ィーヘの貢献

脳神経系に関する網羅的かつ体系的な知識が集和するに

つれ，そのデータを効率よく他の研究者に公開する手段の

開発が重要になってくる 。 このために当研究部門では米独

の研究者と協力し，昆虫脳神経系に関する膨大な画像梢報

をインターネットを通じて提供するデータベ一ス

"Flybrain" を梢築 ・ 運営している 。 また全国に倣在するシ

ョウジョウバエ研究者の間で最先端の研究梢報の交換を図



る ため ， 研究支援データペー ス と メ ーリング リ ストである

"Jfly" を設立 ， 連営している。
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細胞情報研究部門 （客員研究部門）

すべての細胞の内部には， 染色体の分配や朕小胞の輸送

などの連動現象が見られる 。 また ， 多くの単細胞生物や白

血球，梢子などの細胞は細胞休の変形や鞭毛栽毛の波動に

よって水中や基質上を迎動する 。 こ れらの多様な細胞運動

は ， いずれの場合もモーター蛍白質と総称される蛋白質複

合休 （ ミオシン ダイニ‘ノキネヽ．、ノノ）が2種類の細胞骨

格繊維 （ アクチ ン繊維， 微小管） 上で発生する滑り力を基

礎としている 。 しかし ， 細胞骨格とモーター蛋白質がどの

ように組織 ・ 調節されて多彩な運動現象が発生するのか

は， 多くがまだ不明である 。

本部門では単細胞生物クラミドモナスをモデル材料にし

て，ダイニン一微小管系運動器官である縦毛の運動機構と ，

普遍的な細胞骨格蛋白質アクチンの性質を研究している 。

クラミドモナスは遺伝解析が比較的容易に行える生物であ

る 。 そのために古＜からミュータントを使った研究が多く

行われていたが， 般近形質転換などの分子生物学的手法の

適用が可能になり ， 広く注目を梨めるにいたった。 鞭毛迎

動の分野ではこの生物を使った研究が最も進んでおり ， わ

れわれの研究至でも，古典追伝学と分子生物学の両而から

のアプローチを使って ， 先端的な研究を進めている 。

鞭毛 ・ 裁毛が規WJ正しい波動を生じる機構は謎である。

本部l"lではミュータントと微細生理学的技術を用いて，屈

ill l i皮を発生する過程でダイニンと微小管の間の滑り迎動が

どのように規則正しく制御されているのか，鞭毛軸糸内に

多数存在するダイニン分子はそれぞれどのような機能を持

つのか， といった問題の解明をめざして研究している 。 そ

の目的のために，特定のダイニンを欠失した変異株を多数

単離して ， その鞭毛の運動特性を測定してきた。 その結呆，

鞭毛ダイニ ン には特性の異なるものが複数種存在するこ

と ， 鞭毛内に異質のダイニンが共存することが運動機能の

発現に重要であることを明らかにした。 また ， 鞭毛運動機

構の理解のためには鞭毛の機械的性質の解明が必要である

が，これまで十分な研究は行われていなかった。 われわれ

は ， 微小ガラス針を用いて鞭毛内部の弾性率を測定する実

験を行い ， 微小笠同—卜をつなぐ弾性要素を直接検出するこ

とに 111.-界ではじめて成功した。
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33 
野生株 (A) と ida5 (B) の接合管の電子額微鏡像。 野生株配偶子

（接合型＋のもの） ではアクチン束を含む接合管が形成されるが． ア

クチン欠室変異株ida5の配偶子では丸い突起しか形成されない。 右下

のパーは0.3µm。

鞭毛運動機構と平行して ， クラミドモナス • アクチンの

機能を研究している 。 アクチンは細胞骰分裂や接合管の形

成に関わるほかダイニン複合体中の蛋白質としても存在す

る 。 最近われわれが単離したダイニン内腕欠失変異株id.15

が，思いがけないこ とに，アクチンの追伝子を欠損し，通

常のアクチンを全く発現していないことが明らかにな っ

た。 この株の配偶子は接合管を作ることができないが，甜[I

胞質分裂は正常であった。ー方，さらに詳しく調べたとこ

ろ，この株では，通常のアクチンとはアミノ酸配列が非常

に異なる新奇なアクチンが発現していることがわかっ た。

このような例外的構造を持つアクチンはこれまで他の生物

ではほとんど見つかっていない。 特に，単一の生物中で一

般的アクチンと例外的アクチンが共存する例が発見された

のはこれがはじめてである 。 現在この新アクチン様祇白質

と旧来のアクチンの性質の相辿と，生体内におけるそれら

の機能分担を明らかにする研究を行っている 。 それらの研

究によ って，これまでよ くわかっていなかっ た微細泌類に

おけるアクチンの役割がliff明 さ れるだけでなく ，アク チン

分子の機能ドメイン構造や発現調節機構．に関する重災な知

見が得られることが期待される 。
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細胞融合研究部門 （客員研究部門） ナーゼを探る 。 更にRhoの役割を解明する ため，これまで

細胞の分裂と運動は生物の生育，発生，分化に必須な生 に分裂酵母， ウニ，アフリカッメガエルのrho辿伝子をク

命活動である 。 それらの分子メカニズムを明らかにするこ ローニングした。 今後，逍伝子破壊や変異祁入を行ないこ

とを目的として研究 している 。 れらのRho働きを明らかに していく 。 また分子生物学的手

1 . 細胞質分裂の分裂構造の研究 段と生化学的手段を JI] い，これらの細胞の I中のRhoのター

細胞が分裂する際にはくびれ部分（分裂溝）の細胞朕直下 ゲットタンパク質を明らかにしてい＜予定である 。

にアクチン繊維を主体とする収縮環と呼ばれる構造が形成 3. アクチン調節タンパク質の構造と機能

され，ミオシンとの相花作用による収縮によ っ て細胞が分 アクチンは細胞運動を担う最も重要なタンパク質で，そ

裂する こ とを明らかにしてきた。 しかし収縮環の形成，収 の細胞内での動態は様々なアクチン調節タンパク質 （脱重

縮， 収縮後の消滅のメカニズムはよくわかっ ていない。 私 合タンパク質，繊維端結合タンパク質， 繊維切断タンパク

達はウニ卵とイモリ卵から分裂溝を単離することに成功 質， 架低タンパク質） によって制御されていると考えられ

し，いくつかの典味深い特異構成タンパク 1'tを見いだした。 る 。 上に述べた収縮環の形成 ・ 消滅も直接的にはこ れらの

現在， こ れらのタンパク質の実体と分裂における役割を研 タンパク質によって制御されていると思われる 。 私達はこ

究している。また収縮棗を蛍光顕微鋭，屯子顕微鋭により れまでに卵細胞から多くのアクチ ン調節タンパク質を単離

観察し，こ れらのタンパク質の局在を探る 。 してきた 。 そこでこれらのタンパク質の抗体をウニ卵に祁

2. 細胞質分裂のシグナル伝達のメカニズム 人することにより，また分裂酵母からもこれらのタンパク

l に述べた分裂溝は星状体から細胞表附に伝逹される分 質のホモログを単離することにより，細胞内機能を研究し

裂シグナルによって話母されると考えられているが，分裂 ている 。 特に細胞質分裂におけるそれらの役割を探ってい

シグナルの実体はイ叫l」である 。 私逹は分裂溝誘麻の過程に る 。 また蔽近発見されたActin-Related Proteins (ARPs, アク

タンパク質リン酸化と低分子砿G タンパク質Rhoがそれぞ チンに50% ホモロジ一を持つ） もウニ卵から見い出 したの

れ関与する こ とを強く示唆する結果を得ている 。 そこで単 でその役割も検討中である 。

離分裂溝中のリン酸化タンパク質と こ れをリン酸化するキ

「パフンウニ卵の収縮環」

細胞分裂中のパフンウニ卵のアクチン繊維を蛍光標詰ファロイジンで特異的に染色した。 分裂溝のリング状のアクチン繊
維束が収縮環。 卵の大きさは 100mmほど 。
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4. ミオシンの役割

私達は以前， ヒトデ卵を用いて抗体のマイクロインジェ

クション法を開発し， ミオシンが細胞質分裂に必須である

ことを示した。最近，分裂酵母を用い， Il 型ミオシン拡鎖

の遺伝子を破壊することによってミオシンが収縮環形成に

必要であることを示 した。 この系を用いてミオシンを通じ

て行われる細胞質分裂の制御系を明らかにしていきたい。
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個別研究

光合成系の進化とメカニズム

地球を変えた光合成反応 ： 45{意年前に地球ができ，やが

て硫化物から遁子を得てCO2を遥元する光合成細菌が生ま

れる 。 酸素はまだない。 30憶年前，水を分解して酸素を出

す植物型の光合成をするシアノバクテリアに進化する 。 光

合成は大気中の酵素を増やし ， CO2を減らし生物進化を促

す。 10億年の後シアノバク テ リアは別の細胞に共生し業緑

休となる 。

細菌や葉緑体のI]災上にある，クロロフィル (Mgをもつ

ポルフィ リン ） と蛋白質からなる直径10ナノ メ ートル （総

分子品8-20万） の反応中心複合体で光エネルギーは遥流に

変わる。 このメカニズムを人類はまだ利用できない。 われ

われはこの内部の分子間での龍子の動きを一兆分の1秒単

位で レ一ザ分光や極低温の電子スビン共嗚でとらえる 。 糸Ill

歯と植物の反応中心内分子を人工化合物で置き換え，蛋白

質を追伝子操作で変える 。 自然の分子設計を，改造を通 し

て学んでいる 。

既知の反応中心はみな完成品ともいえる 。 どのような地

球閑境の中で完成されたのだろう？

新しい光合成生物の発見： Znを中心金屈とするクロロフ

ィルで紅色細菌型の光合成をする酸性菌を発見した。 光を

梨め泣子を出すまでのすべての反応がZnークロロフィルで

ま っ たく支防なく進む。 光合成にはMg- クロロフ ィ ルが必

要であるという神話は崩れた。 更に ， 近赤外の低エネルギ

ー光を利用できるクロ ロ フィルdで酸素発生する新種のシ

アノバクテリア （群体ホヤの細胞内に共生） の光合成メ力

二ズムもわかりだした。 光合成進化の道筋が少しづつ見え

てきた （図）。 自然は，ヒトの作り出す改造産物を越えた

はるかに多様な光合成系をもつ。 その一つ一つは大きな法

則を瀾たしつつ我なる形に完成されている。
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図．光合成反応中心の構造と進化。 現在，光合成反応中心は2系統，4種類が知られている 。 緑色硫黄細菌と紅色細菌の光合成反応中

心は植物 （およびシアノパクテリ ア） の光化学系 1 と 2に各々進化した。 大きな四角や丸は蛋白質，赤と緑の円は各々パクテリオク

ロロフィルとクロロフィルaを示す。 六角型はキノン。 赤い立方体は鉄硫黄クラスター。 黒四角はヘム。 光でクロロフィル2量体

(P) からでた電子は （上から下へ ） 0, Fへと流れる 。 始原的反応中心はまだ見つかっ ていない。
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■ 発生生物学研究系
生殖研究部門

生殖研究部門は ， 生殖細胞の形成過程及びその調節機構

を細胞レベル，分子レベルで総合的に解明することを目的

とし，魚類を主な材料として生殖腺の性分化， 卵の成長や

成熟， 精子形成や成熟を制御するホルモン分子種の単離 ・

同定及びそれらホルモン因子の生成 ・ 作I ll機構の解明に重

点を樅き研究を進めている 。

1 . 卵の成長と成熟

卵母細胞は生殖腺刺激ホルモン (GTH) の作用により成

長し，成熟する 。 しかし ， GTHの生殖細胞に対するこのよ

うな作用は直接的ではなく，各々の卵を囲む濾胞組織での

ステロイドホルモンの生成を介している 。 魚類ではGTHが

濾胞組織に作用することにより ， 卵母細胞の成長 （卵黄形

成） 期にはエストラジオール-17 ,'3 が，また卵の成熟期に

は卵成熟誘起ホルモンである 17 a,201'3 ージヒドロキシ—4プ

レグネン-3- オン ( 17a, 20 1'3 -DP) がそれぞれ時期特異的

に生成される 。 サケ科魚類ではエストラジオール-17 ,'3 も

17 a , 20 1'3 -DP も， GTHの作用でi慮胞組織を構成する英膜

細胞と顆粒膜細胞の協同作用で生成される (2細胞型モデ

ル） 卵成熟直前のi應胞細胞でエスト―フンオール-17 ,'3 から

17 a, 20 (3 -DPへのステロイド合成系の転換が起こるが， こ

の転換には顆粒）朕細胞におけるステロイド代謝酵索追伝子

の発現転換 （芳香化酵素→ステロイド20 ,'3 ー水酸基脱水素

酵素） が関わる。

エストラジオール-17 ,'3 は肝臓に作用して卵黄前駆体

（ ピテロゲニン）の生成を促進し，このピテロゲニンは血

液により卵巣に運ばれ，卵舟細胞表面の受容体を介して卵

に取り込まれ，卵黄として蓄積される。ー方，卵成熟誘起

ホルモンである 17 a, 20 1'3 -DPは，充分に成長した卵にのみ

作用し卵成熟を誘起する。 この時， 17 a . 20 1'3 -DPは卵細胞

朕上にある受容休とそれに連絡する抑；!ill性のG祇白質を介

して作用する。一般にステロイドホルモンは細胞質または

核内の受容体を介して作用すると考えられており， )I岱受容

体を介した17 a_ 20 11-DPの卵成熟誘起効果はステロイドホ

ルモンの新しい作川機構と考えられるので ， 現在この膜受

容体の化学的実体について調べている。 l7 a , 20 1'3 -DPが卵
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表に作） 11 すると卵内に新 しく卵成熟促進因子 (MPF) が形

成される 。 このMPFの活性は哺乳類，島類， 両生類， 魚頬，

ヒトデの成熟未受精卵の間で互換性があるばかりでなく，

哺乳類から酵母， 高等植物の体細胞の分裂M期にも竹遍的

にみられる 。 魚類のMPFはcclc2キナーゼとサイクリン Bか

らなる分子批約10万の複合休である 。 キンギョの未成熟卵

にはcclc2キナーゼのみが存在し ， サイクリン Bは卵に l7 a. 

20 1'3 -DPが作用して後に新しく合成される。サイクリン B

mRNAは未成熟卵中にすでに存在し， 17 a , 20 1'3 -DPはその

翻訳を開始させる 。 この過程には翻訳抑制因子 (mRNA結

合祇白質）の不活性化とサイクリンB mRNAのボリ アデ二

ル化が携1与すると考えられ，翻訳抑制因子の候補の一つと

して ， Yポ ックス蛋白質を同定した。 合成されたサイクリ

ン Bはすでに存在する cclc2キ ナーゼと直ちに結合し，その

結果， スレオニン ・ キナーゼp40M015により cclc2キナーゼ

のスレオニン (Thrl61 ) がリン酸化される 。 最後に， cclc2

キナーゼによりサイクリン Bのセリン (Ser94) がリン酸化

されて， MPFができる。 さらに似近， 受精時にMPFが不活

性化される際にみられるサイクリン Bの分解に ， 活性型多

機能性プロテア ーゼ複合体 (26S プロテア ソーム ） が限定

分解を介して深く関わっていることがin vitroの実験系では

じめて明 らかになった。 26S プロテア ‘ノームはサイクリン

B (48 k Da ) の57番目のリジンのC末端側ペプチド結合を

ュピキチンのI~与なしに選択的に切断し， 42 kDaのサイク

リンを生じさせる 。 この最初の限定分解後，ュピキチンに

依存したプロテアソームによるサイクリンBの完全分解が

起こると椎察される 。

2. 精子形成と成熟

多細胞動物における精子形成や成熟の制御機構は不明な

点が多い。 生殖研究部門では，梢巣における生殖細胞と休

細胞の発達が完全に同調するサケ科魚類を材料として ， こ

れまで精子形成期 (1 1 —ケトテス トステロン ） と 1成熟期

(17 a. 20 1'3 - DP) の梢巣でGTHの刺激で時期特異的に生成

されるステロイドホルモンを凩離 · 同定することに成功す

るとともに ． 粘巣における 17a . 20 1'3 -DP生成に関 して体細

胞と梢 fが関与する新しい2細胞盟モデルを提唱した。

投殖ウナギの梢巣にみられる生殖細胞は梢原細胞のみで



あり，梢子形成の制御機梢を解析する格好のモデルとなる。 始におけるサイクリンAlの機能について細胞 ・ 器官培投

本部門では ， まずこ のウナギの粕巣の無血清器官培養系を 系を駆使して細胞 ・ 分子レベル解析する 。

確立し， こ れを駆使してGTH と 1 1 -ケトテストステロンが 3. 生殖腺の性分化

精原細胞に体細胞分裂， i咸数分裂，粕子変態を起こさせ， 脊椎動物の生殆腺の性分化機構はいまだにほとんど不明

梢子まで分化させることを見出した。 これはホルモンによ である 。 生殖研究部門では，メダカ，ティラピア，性転換

り梢子形成の全過程を試験管内で実現させた世界で最初の 魚のハワイ産ベラなどを実験材料に生殖腺の性分化，性転

例である。 この実験系を用いて これらホルモンにより特異 換に関わる追伝子の単離 ・ 同定を行っている 。 ティラピア

的に発現される造伝子を検索した結果， GTHがライデ ィ ッ の辿伝的雌では卵巣分化に先だちエストロゲン生成に必要

ヒ細胞に働いて生成される 11-ケトテストステロンがセル なすべてのステロイド代謝酵素辿伝子の発現が生殖腺に認

卜リ細胞でのアクチピン，1 Bサプユニット逍伝子の発現を められるが，追伝的雄では精巣分化期の生殖腺にはいかな

促進させることが判明した。 また，ウナギの粕巣をCHO細 るステロイド代謝酵素も存在せず，精子形成開始期になり

胞でつくらせたウナギのアクチピンB と器官培殺すると粕 はじめてアンドロゲンの生成に必要な酵素群の発現が顕著

原細胞に頻繁な分裂像が観察されることから，アクチビン となる 。 また ， 追伝的雌を孵化直後から芳香化酵素の阻害

Bは精原細胞の増殖を誘起することにより，梢子形成の卜 剤であるファドロゾールで処理することによ り 雄に性転換

リガーを引＜ものと考えられる。 アクチビン Bの刺激が粕 できる （図 l) 。 これらのことより魚類ではエストロゲン生

原細胞膜上にあるアクチビン I 型および n 型受容体を介し 成の有無が卵巣と粘巣の分化を制御している可能性があ

て細胞内に伝達される結果 ， 梢原細胞でサイクリン El る。ー方，性転換魚のベラでは，複数の雌を雄から隔離し

(G lサイクリン ） が新しく生成され， A型精原細胞はS期に て飼育すると最大の雌が1 -2 ヶ月で雄に性転換する 。 この

移行する 。 続いてサイクリンA2. Bl. B2が生成されて粕原 時の生殖腺では，まず卵巣の顆粒膜細胞における芳香化酵

細胞の分裂，増殖が起こ り ， B型粘原細胞となる 。 さらに ， 素遺伝子の発現が急激に抑制されるためエストロゲンの生

減数分裂期に入るとサイクリンAlが新しく生成され，精 成が倅止する 。 次いで， ll 11 ー水酸化酵素辿伝子の発現が

子形成は進行する 。 今後は11-ケトテストステロンによる 促進され，その結果生成される 1 1-ケトテストステロンが

セルトリ細胞でのアクチビン Bの生成機構及び減数分裂開 梢子形成を促進する 。 こ のように，生殖腺の性分化及び卵

B
 

図 1. 芳香化酵崇阻害剤 （ フ ァドロゾール） 処理による テ ィラビア稚魚の難から雄への性転換。

A. コン ト ロールの卵巣。 褐色の反応は芳香化酵素の存在を示す。 B. ファドロゾールを孵化直後から処理された個体の栢巣。 褐色

反応はステロイド—3(3 —水酸苓脱水素酵素の存在を示す。
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巣や精巣の維持は，ステロイド代謝酵素辿伝子発現のon ,

offにより制御されていると考えられる。今後はこれらス

テロイド代謝酵素辿伝子の発現制御機構を調べるととも

に，性ホルモンの作用で卵巣や粕巣が形成される仕組みに

ついて未分化生殖腺の器官培養系などを用いて解析する 。
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細胞分化研究部門

生殖活動は全ての生物腫に普遍的な生命活動であり ， 連

綿と続＜種の存続を支えてきた。 その活動は視床下部ー脳

下垂体一性腺から構築される巧妙な内分泌系によ って支配

されているが，この支配は単に生殖腺の分化と機能維持に

留まることなく脳の性分化や性行動まで，極めて広範囲に

及ぶことで動物個体としての生殖活動を調節する 。 本研究

部門では これまで生殖腺や副腎皮質に特異的な機能として

のステロイドホルモン産生能に滸目し，これら組織の形成

機構を解析してきた。 その過程で，ステ ロイドホルモンの

産生に不可欠な追伝子群の転写を調節する因子として

Ad4BP/SF-l を 同定することに成功した。 その後の研究か

ら，本因子の追伝子破壊マウスからは生殖腺と副腎が消失

し，付屈生殖器官は雌型に分化する こ と，本因子は生殖腺

の性分化に伴い性に依存した発現を示すこと ， 本因子は生

殖活動を統括する内分泌系，すなわち視床下部ー脳下垂

体ー性腺系を構成する組織に発現し，特にこれらの組織に

おける各種ホルモンの産生には不可欠な因子である こ と，

胎仔における本因子の発現分布の解析から生殖腺と副腎皮

質がともに同ーの細胞熊団から発生する こ となどが明らか

になってきた。 こ れらの結果は本因子が単に生殖腺の発生

に不可欠な因子として機能するだけでなく，内分泌機能の

調節を通じ生殖活動全般を統括する中心的な因子である こ

とを示唆するものであった （図 1 ) 。 このような結果か ら

「性分化の機描」に閾する問題点を整理する こ とができ ，

同時に これらの問題点が解明されると確信している 。 本研

究部門では以下に述べる研究を展開中である 。

1 . 生殖腺の形成に必要な転写因子の発現調節と機能

生殖腺の形成に不可欠な転写因子にはAd4BP/SF-l以外

にも Dax- 1, Sox-9, Wt-1, GATA4, Ernx-2などが知られて

いる 。 本研究部門では主に核内レセプタ ーであ る

Ad4BP/SF-l と Dax-1の発現と機能，更にこれら因子をコー

ドする追伝子の転写調節機構の解析を行ってきた。 これら

の解析から分かった こ とは ， Ad4BP/SF- l は転写活性化因

子として， Dax-1 は抑制因子として働く こ とであ っ た。 ま

た， Dax-1逍伝子の転写はAd4 BP/SF- l によって活性化され

ることなども明らかにな っ てきている 。 これらの転写因子



は共に分化した生殖腺のみならず生殖腺原基にもその発現 2. 生殖腺の形成

が認められることから，生殖腺の形成過程で重要な機能を Ad4BP/SF-l に対する抗体を用いた免疫組織染色からは ，

担っていることが推測される 。 このような観点から，転写 生殖腺と副腎皮質が一群の細胞集団より分離する様子を捕

因子としての機能調節機構を解明することが不可欠である えることが出来た 。 図2 に示すようにこれらの組織は副

と思われたため，性分化前後のマウス生殖腺から作製 した 腎 • 生殖腺原基と呼ばれるAd4BP/SF-l陽性の細胞集団と

cDNAライプラリ一を用い，各種転写因子と相互作用する して検出されるが，その後生殖腺原基と副野皮質原基に分

因子を two hybrid法で検索してきた。 既に興味あるクロー 離し，更に生殖腺原基からば性依存的に精巣と卵巣が分化

ンが得られており，解析中である 。 また，これらの転写因 する こ とが分かった。 この過程には，何が副腎ー生殖腺原

子は特徴的な性依存的発現を示す。 性依存的発現を可能に 基を決定しているのか，どのような機樅で副野 • 生殖腺原

する機構は生殖腺の性分化を理解する上で爾要な点である 基が生殖腺原基と副腎皮質原基に分離するのか． 生殖腺の

こ とは想像に難しくない。 従って， 性依存的発現を可能に 性決定過程にはどのようなメカニズムが働いているのかな

する転写調節領域とそれに結合する転写因子の同定が今後 どの典味ある問題が残されている。ー方，同様な時期と場

の重要な課題である 。 性依存的遺伝子発現を制御する領域 所でのDax-1やWt- 1の発現を調べてみると， 副腎一生殖腺

の同定にはトランスジェニックマウスの作製が欠かせな 原基を構成する細胞に既に微妙な差迩が生じている こ とが

ぃ。 現在 この方法でAd4BP/SF-l遺伝子 と P450SCC遺伝子の 確認されている 。 このような差迎はその後の細胞の運命を

転写調節領域を解析中である 。 決定する要因であることは間違いないと思われる 。 従って，

」
T

図1. 視床下部ー脳下垂体ー性腺系 と視床下部ー脳下垂体一副野系。 (A) 生碩系は脳下垂1本の性腺刺激ホ

ルモン分泌細胞より分泌されるLH (黄体形成ホルモン） . FSH (卵胞剌激ホルモン ） の制御下に性ス

テロイ ドホルモンを産生分泌する。 さらにLH, FSHの分泌は視床下部のGnRH (性腺刺激ホルモン放

出因子） 産生細胞により制御されている 。 生殖腺から分泌される性ステロイドホルモンは脳下垂休と

視床下部に対し負の調節因子としてi動＜ことでLH, FSHやGnRHの分泌を抑制する 。 (8 ) 同様な制

御系が副苔皮質にも存在する 。 副野皮質は脳下垂体の副密皮質剌激ホルモン分泌細胞より分泌される

ACTH (副密皮臼剌激ホルモン）の制御下にグルココルチコイドやミネラルコルチコイドなどのコル

チコステロイドを産生分泌する 。 さらにACTHの分泌は視床下部のCRH (副密皮質刺激ホルモン放出

因子）産生細胞によ り 制御されている。 副野皮質から分泌されるコルチコステロイドは脳下垂体と視

床下部に対し負の調節因子として1動＜ことでACTHやCRHの分泌を抑制する。
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図2. 性腺 ． 副密原基 (Adreno-genital primordium) はAd4BP/SF-1陽性の細胞集団として，腸間膜両側より吉側大動脈にかけて分布す

る。 始原生殖細胞 (Primordial germ cell) が腸問膜を移動し，この細胞集団へ到達する 。 やがて性腺 ・ 副腎原基は中程でくびれ．

二つの細胞躾団に分離する 。 始原生殖細胞は腹腔上皮側のAd4BP/SF-1陽性の細胞集団へ移動し、性腺原碁 (Gonadal primordium) 

を形成する 。 ー方，もうーつの集団は腹壁内部にとどまり副野原基 (Adrenal primordium) となる 。 副野原基へは後根神経節よ

り神経細胞 (Neural cell) が移動し．髄質の形成が始まる。 後に．副腎は腎上部に位置する 。 性腺原碁には性分化が認められ精

巣 (Testis) と卵巣 (Ovary) の形成が始まる 。 Ad4BP/SF-1 陽性の細胞集団からは精巣では問質にライデッ ヒ細胞と精細管内に

セルトリ細胞が．卵巣では卵胞周囲に卵胞膜細胞と卵胞内部に顆粒恩細胞が分化する。

そのような差迩を生み出すメカニズムが韮要であろうと思

われるが，このような細胞種に植々のシグナル分子の発現

が認められており，細胞分化との関連で検討しなければな

らないと思っている。

3. 脳の性分化

生殖活動は生殖腺の機能のみに依存するものではなく，

正常な性行動の基にはじめて完結するものである 。 従って，

「生殖」全体を理解するにば性行動を視野に入れた研究が

必要である。 性行動は脳の性分化を基盤にすると考えられ

るため，脳の性分化機構の解明も重要な課題である。

Ad4BP/SF-l と Dax-1 は視床下部に発現するが，その発現は

腹内側核に限局される 。 これまでの研究から )j及内側核の機

能の一つに雌の性行動を制御していることが知られてい

る 。 )j如内側核における Acl4 BP/S F- l やDax-1の機能を明らか

にすることや，腹内側核における性差を明らかにすること

で， 性行動の発動メカ ニズムが明らかになるものと期待さ

れる。
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形態形成研究部門 初期に神経形成を抑制している こ とと一致している 。

この研究部門では，受精した卵が細胞分裂を繰り返 し な また，ショ ウ ジョウバエや線虫 (C. elegans) にも BMP

がら生物として固有の形づくり （形態形成） を行うメカ二 に相同な因子が存在する。 ショウジョウバ工ではDPP と呼

ズムを分子レベルで解明しようとしている 。 形態形成の過 ばれ，やはりショウジョウバ工胚の背股のパターン形成に

程には細胞増殖因子と呼ばれる，細胞の増殖や分化を調節 直要であることがわかっている 。 また最近， OPPは感巽神

する タンパク質が直要な役割を担っていることが知られて 経の形成にも重要である こ とが明らかになった。

いる 。 細胞増殖因子の作用メカニズムや梢報伝達系は動物 われわれは線虫にも BMPによく似た細胞増殖因子やその

種を越えて保存されている こと から ， 当研究部門ではアフ シグナル伝達系が存在し ， 体長を調節 していることを明ら

リカッメガェル ， ゼプ ラ フィッシュ，ショウジョウバエ ， かにした。 また ， 線虫の約7.000のcDNAに対し，野生型お

線虫 （写真） などを用いて以下のような研究を行っている 。 よび突然変異体から調製したmRNAを鋳型としたプロープ

アフリカツメガェルの背腹軸のパターン形成にはTGF- をハイプリダイゼーションすることによ り ，同シグナル伝

,1 スーパーファミリーの細胞増殖因子が必須の役割を担っ 達系によ って制御されている追伝子の網羅的スクリーニン

ている 。 われわれはTGF- i'3 スーパーファミリーに屈する グを試み，体長調節の分子メカ ニズム に迫ろうとしている 。

骨形成タンパク質 (BMP) が， まだ骨や軟骨の形成されて これら初期発生における細胞増殖因子の作用メカニズム

いない初期胚に存在する こ とや ， BMPが腹側化因子と して を明 らかにするためには ， 細胞内梢報伝達系の詳細を明ら

豹腹軸形成に関わっ ている こ とを明らかにした。 またゼプ かにする こ とが必須である。 われわれはBMPなどのシグナ

ラフィッシ ュ胚を用いた研究によって， BMPは将来の腹側 ル伝達を担う新規分子の機能解析をモデル動物や培牲細胞

になる領域で発現しているが， 将来神経を形成する領域に を用いて行っ ているほか，異なる増殖因子シグナル間のク

は発現していないことを明らかにした。 これはBMPが発生 ロストークについても解析している 。

ft ~-、~- .• -. -- 塁
/ -. 

CTJ 

左上. BMPの過剰発現に よ って頭部を欠捐したツメガェル幼生 （上は正常幼生） 。

右上． ゼプラフィ ッ シュ初期胚におけるBMPの発現 （濃紫色） 。 BMPは手前の神経になる領域には発現していない。

左下． 過剰なdppシグナルによる感党神経の誘荘。 正常個体では感党神経になる細胞 （赤） はふたつしか存在しないが. dppシ グ

ナルが過剰になることによ っ て感党神経になる細胞がwinglessの発現領域 （緑） に沿 っ て多数誘酒されている。

右下．線虫で見つかった新しいBMP様遺伝子の神経細胞での発現
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発生生物学研究部門 （客員研究部門）

動く こ とのできない植物は，種々の生育条件の変化に対

して ， 体づくりや器官の機能を柔軟に対応させて成長して

いる 。 近年 ， 多くの植物造伝子の発現が糖の レベルによ っ

て調節されることが明らかとなっている 。 葉の光合成や貯

蔵器官での貯蔵物質の分解によって作られた糖は植物体の

他の部分へと輸送されて分配され，成長のためのエネルギ

ーや種々の生体分子合成の原科として利用 さ れた り ，貯蔵

物質に変換されて貯蔵される 。 植物体の糖を作って送り出

している部位で機能している遺伝子の中には ， 糖によっー

発現が抑制される逍伝子の例が知られている 。 従って，植

物体内を輸送される糖は，種々の追伝子の発現パターンを

変動させるシグナルとしての役割も担っている。 細胞が栄

従源である糖のレベルを検知して種々の機能を調節する働

きは ， 微生物，酵母，動物でも知られているが，植物細胞

の梢への応答機構はまだほとんど明らかになっていない。

また ， 植物では糖が種々の形づくりに影響を及ぼすことが

知られるが，そのメカニズムもほとんど分かっていない。

植物における粧シグナル応答機構の解明へのアプローチ

の一つとして，シロイヌナズナの突然変異体を使った分子

逍伝学的解析を進めている 。 遺伝子発現を活性化させる作

用を持つエンハンサー配列を染色体にランダムに挿入した

突然変異株ラインの作製を進め， これまでに独立のライン

を約8,000確立した。 この中から葉の光合成機能発達や花

成時期の決定に異常を示す突然変異株を選抜し，その中か

ら切断葉に糖を与えた時に誘郡される ,'3- ア ミラーゼ辿伝

子やアントシアニン合成系迫伝子の発現に異常を示す変異

株をさらにスクリーニングした。 これらの変異体を， 糖の

シグナル応答機構における異常が正常な成長と分化に彩押

を及ぼ している変異体の候補として考え，表現型の/iJ竿析と

変異遺伝子の単離を同時に進めている 。

こうしたアプロ ーチに加え，糖に応答した造伝子発現誘

祁には，カルシウムシグナリングとタンバク質のリン酸化，

脱リン酸化が関与し，葉に糖を与えるとカルシウムによ っ

て直接活性化されるカルシウム依存性プロテインキナーゼ

(CDPK) の誘禅がみられることも明らかとなった。 これ

らシグナル伝達因子の追伝子の同定と単離を行い， これ ら



の遺伝子の形質転換植物における糖応答性遺伝子発現や，

形づくりがどのような影押を受けるのかの解析を進めてい

る 。
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個別研究①

鱗翅目昆虫 （チョウ ・ ガ）の翅の形が決まるしくみ

チョウ・ガなどの成虫の翅はそれぞれの種に特有の輪郭

を持っている 。 しかし，蛹の段階で翅の成虫原基が体表に

露出した段階では，成虫の翅の輪郭とは異なる形状を持っ

ている場合が多い。 Suffer! (1929) は，蛹の翅の辺縁部に

一本の境界線ができ，その外側の領域が急速に消失するこ

とによって， 成虫の翅の輪郭ができあがることを報告した。

この過程は脊椎動物の手足の指が，指の間の部分の細胞が

死ぬことによって形作られる過程と似ている 。 この過程を

形態学的に再検討するとともに，最近の細胞死に関する知

識に基づいてそのメカニズムを調べている 。

モンシロチョウを材料·として，蛹の翅の切片を顕微鋭で

観察すると， a) 境界の外側部分 （退化域） の消失は細胞

死によって起こり，その細胞死は蛹化の約三日後 (20℃ )

をピークとした半日から 一 日という短期間で完了するこ

と， b) 生理的な細胞死 （アポトーシス ） に特徴的な超微

形態をもった細胞が，退化域に多数見られること， c) 細

胞死のさかんな時期にマクロファージに似た浮遊細胞 （顆

粒細胞） が翅内部に多数出現し，死細胞を貪食すること，

などがわかった。 生理的な細胞死を，物理的な悩害による

細胞死と区別する特徴の一つに，死に先だっておこる核内

DNAの著しい断片化があげられる 。 TUNEL法によ り DNA

の切断端を検出したと こ ろ，細胞死に先立ってこのような

断片化が起こっていることが確認できた。 これらの結果か

力イコガの蛹の表面のうち．退化域 ・ 分化域の境界線に相

当する部分を走査電子額微鏡で観察したもの。 非常に明確

な境界が見られる。
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ら，鱗翅目昆虫の翅においても，脊椎動物で知られるアポ

トーシスと頬似の現象が起こり ， 形態形成の籠要な機構と

なっていることが示された。

翅は，単陪上皮の袋が平た＜押しつぶされてでき ， 内部

は空所となっていて体液および血球が循現している。退化

の時期の前後で，翅の断而を比較してみると ， 退化が盛ん

な II寺期に上皮間の接着が強くなり ，空所がほとんどなくな

っていた。しかし，この接滸は将来翅に分化する「分化域」

だけで見られ， その結果体液および血球の循棗は退化域に

限局されていた。
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HB 

FB 

-

受精後11 日のマウスの胚のin situ hybridization 

蛋白質バルミトイル化酵素のmRNA (紫色に染色されている） は前脳

(FB) や後脳 (HB) な どの中枢神経系やcranial ganglia (CR) な どの

末梢神経系で多屈に発現していた。

個別研究②

胚発生の分子機構を明らかにする こ とを目的に研究を行

っている。 これまでホメオティック追伝子がカイコの胚の 系の脳や脊髄及び末梢神経系の神経節で多批に発現してい

発生を制御するメカニズムの解析を行ってきたが，その過 ることが明らかにな った 。 こ の こ とは蛋白質パルミトイル

程でp260/270と呼ぶ翡分子蛋白質が胚の組織に多砿に発現 化酵素が中枢神経系や末梢神経系の細胞の発生になんらか

することを見いだした。 p260/270がどのような機能をもつ の働きをしていることを示唆する。 今後はマウスの胚の神

かを解析した結果， こ の蛋白質は特定の蛋白質にパルミチ 経系で蛋白質パルミトイル化酵素が制御する発生の分子機

ン酸を転移する蛋白質パルミトイル化酵素であることを明 構を解析する計画である。

らかにした。 蛋白質パルミトイル化は ， 低分子拡G蛋白質

や三砿体G蛋白質等の細胞内の情報伝達に深く係わる蛋白

質が受ける修飾であり，その修飾が惰報伝達の調節に重要

な役割をしていると考えられている。脊椎動物でも胚発生

時に蛋白質パルミトイル化酵素が発現するか否かを知るた

め，カイコのp260/270のアミノ酸配列をEST (Expressed 

Sequence Tags) データベ一スで解析した結果， マウスの胚

でp260/270のホモログが発現していることが明らかにな っ

た。 マウスの胚のとの組織でこのホモログが発現している

かを in situ hybridiza t ionで解析した結果， このホモログの

mRNAは受精後11 日 目という早い発生段階の胚で中枢神経

参考文献
l . Ueno, K .. Hui, C. -c .. Fukuta, M. and Suzuki. Y. (1992). 

Molecular analysis of the deletion mutations in the E homcotic 

complex of the silkworm Bombyx mon 
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■ 制御機構研究系
感覚情報処理研究部門

当研究部門では，中枢神経系形成の基盤をなす分千 • 細

胞機構の解明を目標としている 。 完成した神経系を見ると ，

形態的にも機能的にも実に多種多様な神経細胞が互いに特

異的にシナプス結合する こ とによって ． 誘く程複雑な神経

回路網を形成していることが判る 。 脳の神経回路網は動物

における情報の受容 ． 認識， 統合 ， 記t意ひ t ヽては-h'i1iJJ . 行

動の基盤であり ． 個体発生の過程で誤りなく形成されなけ

ればならない。 すなわち，中枢神経系構築の）店本的枠祉み

は遺伝情報に基づいていると考えられる。

脊椎動物の中枢神経系は ， l ) 神経芽細胞の分化， 2) 

細胞移動， 3 ) 神経軸索の伸長， 4 ) f繋的部位の識別 . 5) 

シナプス結合の形成と維持， 6 ) 細胞死， 7) シナプス結

合の可塑的変化といった一連の過程に よ って完成， 維持さ

れる 。 この複雑な形成過程も個々のステップを見れば他の

基本的な生命現泉と相同あるいは共通のメカニズムがうか

がえるのである 。 当研究部門では現在，次の3つの研究プ

ロジェクトを進めている 。

1. 中枢神経系における特異的神経結合形成の分
子 • 細胞機構

神経系では ． その発生過程において，ある部域の神経細

胞から発した神経軸索が別の領域の特定の神経細胞に正確

に対応して結合する投射路が， 様々な領域で形成される 。

二ワトリの網膜視蘇投射の系 （図 l ) では，網膜の恥側

（前佃J) あるいは耳側 （後側） の領域から発した視神経は ，

視中枢 （視薙） のそれぞれ後側，前側の領域に選択的に神

経結合を形成する 。 同様に ， 背側から腹側に，腹側から背

A
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図1. 網膜視蓋投射系 （ニワト リ胚） ． 網膜から伸長した視神経は視益で領域及び府特異的にシナプス結合する。

A: 網膜視蓋投射の領域特異性。 網脱のN (t;: 准IJ} から出た視神経は ． 視蓋のC (後側） に．網膜のT (耳側） から出た神経は ．

視蓋のR (前側） に結合する。 また．網膜のD (甘側） からは視歪のV (腹側）へ ． 網膜のV (腹側） からは視蓋のD (背偲J)

へと．二次元的相対位置関係を保持した形で神経結合の投射地図ができあがる。

s: 網膜のそれぞれの領域には．性阿の異なる網股神経節細胞のサプセ ッ トが存在し . 15層からなる視蓋中でサプセ ・ソ トごとに
異なる特定屑において神経結合を形成する 。

C-F: In situ hybridization. 網膜の凸側 (C) . 耳側 (D). 背側 (E) . 腹側 (F) のそれぞれの領域に選択的に発現する遺伝子群

が単離 ・ 同定された。
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側に投射が起こる 。 我々は網膜の昴側，耳側， 背側，腹側

のそれぞれの領域で特異的に発現している追伝子を探し出

すことから始める ことによ って，こ の領域特異的神経回路

網形成の分子機構を明らかにしようとしている 。 これまで

に転写制御因子CBF-1, CBF-2等， 領域特異的発現を示す追

伝子を数多く見出し，その遺伝子産物の構造を明らかにす

ると共に，異所的な遺伝子甜入， 発現等によ っ て，こ れら

の逍伝子の神経回路網形成における役割を追求している。

ー方， 視中枢では多種類の神経細胞が屑状に配列した皮

質構造を形成している 。 網膜からの神経軸索は，これらの

陪の中で特定の場所，すなわち特定の種類の細胞のしかも

限定された細胞表面に シナプス結合を形成する 。 視中枢を

形成する細胞のサプセット及び陪特異的細胞構造に対応す

る分子マーカーの探索を通じて，細胞レベルでの特異的シ

ナプス結合形成に関与する分子 • 細胞機構に迫ろうとして

いる 。

2. 中枢神経系の発生・ 機能におけるプロテオ グリ
カン型チロ シンホス フ ァ ターゼの役割

中枢神経系の発生における神経細胞の分化， 移動， 神経

軸索の伸長，神経回路網の形成 ・ 維持などの過程は細胞一

細胞， 細胞一細胞外基質あるいは細胞一神経栄養 （分化）

因子間の接滸，結合の情報によって制御されている 。 中枢

神経系における主要な細胞外基質分子はプロテオグリカン

であり，いくつかの栄養 （分化） 因子は ， プロテオグリカ

ンのグリコサミノグリカン鎖に結合することによ っ て初め

-機能的なリガンドとなることが示されている 。 また，多

くの神経栄菱 （分化） 因子及び細胞接着分子による梢報は，

細胞膜上の受容体型チロシンキナーゼあるいは細胞質型の

チロシンキナーゼによる細胞内蚕白質のチロシンリン酸化

によって伝達されることが判っている。

我々はラ ッ ト脳を用いて ， このキナーゼと逆の反応を行

う受容体型チロシンホスファターゼ (PTP) の中に プロテ

オグリカンに屈する分子が存在する こ と ， またその内の一

図2. タ ーゲテ ィングマウスを用いたPTP t の発現解析。 PTP r 遺伝子を Lacz遺伝子と置き換える こと により

PTP t 遺伝子の発現を高感度に検出可能にした。
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(A) 胎生12日目のPTP t だマウスにおける LacZ (PTPr}の発現。 発現は中枢神経系に限局し．特に前脳領域で

の発現が高い。

(B) 生後8日目の大脳皮質におけるPTP t の発現。 錐体神経細胞 （矢印）で発現が認められる 。

(C ) 成熟マウスの海馬における PTPt の発現。 錐体細胞層 (p) 及び歯状回の顆粒細胞層 (g) で発現している 。

Scale bar, (A) 1mm; (B) 20ｵm; (C) 200µm。



つがPTP s (RPTP 1'3 ) であることを明らかにした。 また，

PTP?; の細胞外領域は，別の分子6B4 プロテオグリカン

(phosphacan) として細胞外に存府・：していることを示した。

我々は更に，このPTP s のリガンド分チとしてプレイオト

ロフィンとミッドカイ ン を同定した。 今後， PTPs の細胞

内基質分子を明らかにする こ とによって ， 本分子のi',り報伝

逹機構と脳形成における役割に辿ろうとしている。

また ， PTP s と同じファミリーに）函する分チである PTP y

については，ラット）悩において少なくとも 4種類のPTP y

スプライス • アイ ソフ ォーム が発現してい る こ とを明 らか

にした 。 PTP y はプロテオグリカンとしては発現していな

ぃ。 今後， PTP ?; と PTP y の脳形成における役内I]の辿いに

ついても検討してい＜予定である 。

3. 遺伝子ノ ッ クアウト マ ウスの作製 と解析

中枢神経系形成の分子機構を明らかにしてい＜ 上で，研

究対象である特定の追伝子の機能を 11月休レベルで明らかに

する手段を持つこ とは必須である 。 j哩想的には，個体発生

過程において，特定の追伝子の発現を時間的，空間的，址

的に慈のままにコントロールできる手法を持つことであ

る 。 最近の追伝子タ ーゲッティング法の進歩は，これを原

理的に可能とするところまで来ている 。 喝 (i)f究室において

も，上記のPTP ?; . PTP y 及びグリア朋ナトリウムチャンネ

ル遺伝了 (NaG) について，辿伝子ノックアウトマウ スを

作製し，これらの遺伝子の個体発生における発現様式， 生

理機能等を明らかにする研究を進めている 。

PTP s j践伝子と NaG遺伝子のノックアウトマウスについ

ては，既にホモ接合体を得ることに成功している。 またリ

ポーター磁伝子としてlacZ遺伝子を祁人したノックアウト

マウスを用いて ， 追伝子の発現パターンを詳しく解析して

いる 。 その結果PTP s は ， 胎生期の中枢神経系において ，

また 1成熟期の大脳皮質， 海馬の神経細胞及びグリア細胞に

おいて，発現していることが初めて明らかになった（図2) 。

今後，これらの逍伝子が欠損したマウス個休の形質を形態

学的，山気生理学的，行動学的に解析することによ っ て，

これらの辿伝子が脳 ・ 神経系の形成やi凋次機能において果

たしている役割を明らかにしてい＜予定である 。
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計時機構研究部門

当研究室では， 常に哀橙変化にさらされている植物が

「いかに温度変化を検矧し適／必しているのか」をM究テー

マとして ， その分子機構を細胞内における辿伝子の発現調

節の視点から研究している。 (iJf究材料としては高等植物お

よびそのモデル系であるシアノパクテリアを用い，植物の

示す種々の生理現象のなかで最も敏感に環境変化に応答す

る光合成を指椋としている。 蔽近では ， 植物の塩耐性の分

子機構に関する研究も進めている。

1 . 高等植物における低温耐性能の分子機構

植物は低温により種々の傷忠を受けるが，その-Jr文初の段

階は低温下でおこ る朕脂質の相転移である 。 こ の相転移の

おこる温度は，）朕脂質を構成する脂肪酸の不飽和結合の数

に依存する。当研究室では ， その分子機構の解明のため，

先ず）l癸脂質の中でも特にホスファチジルグリセロール （以

下PG) における脂肪酸の不飽和度に済目した研究を行っ

た。 低温感受性のカポチャと低温耐性のシロイヌナズナに

おいて， PGの生合成と不飽和度支配する酵素 ， グリセロ

ール-3- リン酸アシルトランスフェラーゼの性質が異なる

ことが知られている 。 両植物からその酵素のcDNAを単離

し，それぞれ中間製の温炭感受性を示すタバコに祁入して

形質転換植物を作出したところ ， カボチャのcDNAを祁入

したタバコではPGの不飽和分子の割合が減少し，よ り 低

温感受性になった。 ー方，シロ イヌナズナのcDNAを諒入

＇

。

ゞ
ゞ

゜,
 

' i立」 ＇,_;IT が....

- x双rx:x: :::::fo化
,1 ↓転写
~ ヘ脂肪酪不飽和化酵索

喜三索／
ニ綽

？
・

チラコイド膜

シアノバクテリア ］
図1. シアノパクテリアにおける低温シグナル伝達経路の作業モデル。 脂肪駿不飽和化酵素遺伝子の低温誘泣的発現は転写

及び転写後の段階で詞節さ れており ｀ その制御に関わるシグナル伝達系の存在が推測されている。 し かし ， その伝達

系を構成する低温センサーあるいはシグナル伝達因子については不明な点が多い。 酵素力ゞ， 翻訳後、細胞質膜及びチ

ラ コイ ド膜に移行して機能する こ と は確かめられている。
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したタバコではPGの不飽和分＋の内I]合が増1JII し，より低

温耐性になった。 これらの事実から，ホスファチジルグリ

セロールの不飽和分 fが翡等植物における低温耐性能決定

因子の一つであるという結論に到述した。

2. シアノバクテリアにおける低温耐性能及び低温
障害の分子機構

植物やシアノバクテリアは， 捐似を被らない程度の低温

に咄されると膜脂質の脂肪酸を不飽和化して適応しより低

温耐性になる 。 そのような膜脂質への,j,飽和結合の蔚人は，

脂肪酸不飽和化酵索によって行われる 。 当 fiJf究室では，細

胞免疫化学的解析により脂肪酸不飽和化酵素が細胞質I)岱お

よびチラコイド朕分布している こ とを明らかにし， }j行IJ}j酸

の不飽和化が実際に朕で行われていることを確かめてい

る 。 また ， 膜脂質の不飽和結合数と温炭変化耐性能の1月辿

を明らかにするため，全ての膜脂質の1脂肪酸において j.6 

位， j. 9位， j. l2位， w3位に不飽和結合を禅入する4種如

の不飽和化酵索の辿伝子をシアノバクテリアから単離し，

これらの追伝子をJilfi次不活性化することによって）j岱脂質の

不飽和結合数を人為的に調節することのできる系を確立し

た 。 さらに，これらの追伝子で j. 9位での不飽和化しかで

きないシアノバクテリアを形質転換することにより ， )j岱}j行

質に複数の不飽和結合を順次群入することもできるように

なった 。 こ れらの系を用いて，膜脂質の不飽和結合の1文合

が低温耐性にとって重要な役割を担っていることを明らか

にした。特に ， 低温下における光1紘~~!:'. (低温光阻沓）にお

いて不飽和膜脂質が低温光阻害からの修復を促進すること

を明らかにした。 現在，光損偏の修復機構における不飽和

脂肪酸の役割に関する研究を行っている。

3. 低温検知の分子機構

当研究室でのこれまでの研究により ， )j仇脂質の不飽和結

合数の増加と低温耐性獲得には密接な関係があることが明

らかとなっている 。 しかし， 生物がいかに低温を検知し})~~

脂質の不飽和度を増/Ji ! させるかについては不明な点が多

ぃ。 しかし当研究空では，シアノバクテリアにおいて不飽

利化酵素の追伝子の転写が低温下において著しく促進され

ることをすでに明らかにしている 。 このような低温誘祁的

な辿伝子発現が起こるということは，細胞には低温を検知

Wild type 

Line l (transformed) 

図2. 土壌細菌Arthrobacter globiformisから単離したコリ ンオキ

シダーゼ遠伝子の沿入による シロイ ヌナス＇ナの高温耐性

能の追伝子工学的改変。 写真は ． 野生株 (WT) 及び形質

転換植物 (Line 1) の種子をそれぞれ22, 40, 50あるいは

55℃で 1時問処理し ． その後22℃で3日間生育させた場合

の発芽の様子を比較している 。 ここでは ． 形質転換植物

が遺伝子辺入により高温耐性能を獲得し ． 忌温ストレス

による発芽の抑制が回避されていることが明確に示され

ている 。
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し，その温炭シグナルに依存した追伝子発現を行うといっ

た一辿のシグナル伝達機構が存在することを示している

（図 l ) 。 現在，その詳しい分子機構の解明のため，温度変

化によ って発現が完全にOn-Offする cv3不飽和化酵索の辿

伝子を用いて温度変化検知を担う低温センサーや低温シグ

ナル伝達に関わる梢報因子の同定を行っている 。 すでにそ

のような因―fの候補を複数得ているので， それらの機能解

析を行いシアノバク テリ アにおける低温シグナル伝達系の

全休像を明らかにしていく 。 また，パラジウム触媒を用い

た水素添/Ji!法により細胞質朕の脂質を飽和化する （従って，

細胞質朕の流動性を低下させる）ことによっても不飽和化

酵素の転写が促進されることを見出しており ， )j及脂質の不

飽和結合数に依存する）朕流動性シグナルと低温シグナルの

伝達系間の相互作用についても解析を進めている。 今後は，

このような解析を酵母：や翡等植物について も行い ， 生物に

砦辿的な低温シグナル伝途経路の解明を目指していく。

4. ベタインによる塩耐性 ・ 高温耐性の強化

光合成の種々の部分反応系の中でも，光合成の光化学系

II 蛋白質複合体において水分子を酸化して酸索分 fを発生

する過程（酸索発生）は塩ストレスや高温ストレスに対し

て最も失活しやすい性質を持っている 。 当研究至では，べ

タイン （酎塩性の微生物や植物の葉緑体内に邸謀度に蓄積

する）が酵素発生系の失活に対して著しい保談効果を持つ

ことを明らかにしている 。 このベタインを生合成するコリ

ンオキシダーゼの追伝子をシアノバクテリアに森入して，

その生脊および光合成が高塩や低温に対してより耐性とな

ることを明らかにした。さらにこの辿伝子をシロイヌナズ

ナやイネなどの高等植物に祁人し，塩耐性や閻温耐性の増

強した形質転換植物を作製することに成功した （図2) 。
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情報制御研究部門 （客員研究部門）

植物は光の存在な〈しては生活できない。 ）ゞ [i品のエネル

ギーを利川し布機物を生沌する光合成は広く知られている

が，大地に根をはり fi)Jけない植物にと っ て光はその発生や

生理反応を支配する閑境栢報としても屯災な役割lを担っ て

いる 。 季節変化や件夜の変化，

を取りまく環境の i位かな変化を知る手だてとして植物は光

を利用している 。 環境梢報としての光は，

のような窃いエネルギーば必要ではなく，短時間の弱い光

でも十分な場合が多い。 種 r植物ではフィトクロム，

プトクロム ，

生宥棗様の変化など， ¥
j
 

/
,
ノ

ヽ

一般的に光合成

クリ

フォトトロピンの3系統の光受容体が明らか

にされ，突然変異体を1史JI J しての解析も進んでいるが，

指 してい る 。 このためにはなるべくりi純な体制をもち，

て使Jlj している 。

変異の誘近など，

そ

の作用機作はほとんど解明されていないのが現状である 。

最近では紫外領域の光の作）nに関する (iJf究も進んでいる 。

当該liJf究部門では，閑炭梢報と しての光に対する植物の

応答機構を細胞下レベル，物質レベルで解明することを 1 1

し

かも光に対する感受性が闘い植物が望ましい。 そのような

材料としてシダ柏物(Adian/11111)の配偶休を tな実験系とし

シダ配偶休 Ill:代は単．相であるため，突然

辿伝子採作にも適した材料である 。 従米

我々はこの材料•について主に光生J刑学，糸IIIJ!他生物学の 1'f__楊

から光依存現象の解析を進めてきたが， 本/iJf究所では分 r

生物学的手法により ，光·hり報の発視機構の解析を進めてい

る 。 シダ植物は L記のような特色がある

く ， 追伝解析が困難なため，

り，

誘禅すること ，

·)jで 1厨古環がL支

追伝-i'• /fJ梓析にはシダと J,i)I翡if-.

行してシロイヌナズナを1史 Ill している 。

1 . 葉緑体光定位運動における情報伝達機構の解析

菜緑体光定位迎動は，光合成を効率よく行うために泌類

から種子植物までが共迎して保布する屯災な生Fl\現朱であ

わずかな例外を除き，'r色光で誘麻される。 従米 ， 光形

態形成と同じ光受容体が慟いていると衿え ら れ ，

モデル系として古＜から liJf究されてきた。

菜緑体光

定位運動は光形態形成を細胞レベルで実験でき る 数少ない

しかし現在ま で

のところ分子レベルでの解析はほとんど行われていない

シダ配偶体ではw色光， 赤色光ともに栄緑休光定位述動を

その二次情報は共辿であると考え られる こ

と ， 洪緑休光定位述動は単一細胞内で反応が完結すること，

＇情報伝達経路が比較的単純であると考えられること，光受

容部位と 1又l心部位が離れていること ，

現象解析に適している 。 当研究部門の主要研究課題は ，

ダ配偶体細胞における栄緑体光定 f立運動の'h'i報伝逹機構を

追伝 Jこレベルで鮒明することである 。

またシロイヌナズナから葉緑休光定位迎動の突然変異体

を単離し ，

能である 。

その追伝子解析を行っている。 シロイヌナズナ

における光受容体の追伝子の同定， i,!i報伝達過程に働いて

いる追伝子の解明を目指す。

2. 相同組み換えによる光形態形成の解析

シダ配偶体は光によ ってその発逹過程や生理現象が制御

でき，細胞レベルまたは細胞下レベルでの操作や観察が可

シダ配偶休での光依存の現象には ， 胞子発芽，

細胞の伸艮 ・ 分裂 ，

などの特徴があり ，

シ

その方向性，策緑体や核の光定位迎動

などがあり ， 現状では種子柚物で観察される現象数以上の

光牛理現象が観察されている 。 またこれらの光受容休であ

るフィトクロ ムやf'f色光吸収色素の細胞内存在部位も明 ら

かにな っ ている 。

方で光受容休追伝子は3種のフィトクロム， 5種のクリ

プ トクロムのイf在が明 ら かにな っているが，現在はその生

Jill現象との対応がついていない。 シダ配偶体は単相世代で

あること， fill汀j 糸ILみ換えが邸頻度に起こるコケの原糸休に

牛狸学的にも，構造学的にも非常に近いことなどから，相

同組み換えにより逍伝了·破壊ができる可能性が高い。 そこ

でシダ配偶休における相同糾み換え技術を開発し ， 一つ

つの光受容体辿伝千を破壊する こ とにより各光受容休と生

JIil現段の対応関係の解IIJ] を目指す。

3. 葉緑体運動に慟くモータ ータ ンパク質遺伝子の
単離

光定位する細胞小器官は築緑体と核に限られている。 核

の光定位辿動はわれわれが発見した現象であるが，

珈也度は栄緑休に比べて非'ii\'に遅い。 最近われわれは，

ダの脱糸体細胞の

だけで， 光とは無関係に業緑1本がその場から逃げる現象を

発見したが， この楊合には刺激に反応して逃避するのは業

緑体に限られる。

その移

シ

部をマイクロピペットで短時間さわる

しかし葉緑体がどのような機構で光照射
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ホウライシダのtI色光受容体（ク リ プ トクロム ） は光条件により細胞内局在部位を変える 。

レポーター遺伝子であるGUS ( (J—グルクロニターゼ） とクリプトクロム (CRY) の融合逍伝子を作成し、タマネギの表皮細胞に沿入

した。 遺伝子辺入後、明所 （写真左側） もしくは暗所 （写真右側） で培毀し｀クリプ ト クロムの細胞内分布をGUSの活性 （紺色） で

翡べた。 各バネルは同ー視野の透過光像 （上） と DAPI染色による核の蛍光1象 （下） から成る 。 上からGUSのみ， GUSとク リプトク

ロム3の敢合遺伝子， GUSとクリプトク ロム4の融合遺伝子， GUSとクリプトクロム5の融合遺伝子を沿入したものの順に示 し てある。

スケールパーは50µm。

や刺激に反応して移動するかは全くわかっておらず， その

解明にはまず菜緑休運動に関与している アクトミオシン系

の鮒析が鍵であろうと考えている 。 そこで，葉緑体連動に

関与すると考えられるミオシン辿伝子を単離するととも

に， その性質の解析を試みる。

参考文献
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行動制御研究部門 （客員研究部門）

人間のあらゆる精神活動は脳の働きによる 。 その仕糾み

の多くは未だ神秘に他まれている 。 またその働きはスーパ

ーコンピューターを /11 いても真似をすることが出来ない ｛袋

れたも のである 。 ）悩のすべての機能は神経回路の働きに文

えられているが， )jj外には一千低個以上もの神経細胞があり ，

神経細胞はその一千倍もの シナプスを介して互いに複雑な

同路を形成している 。 いっぽうその回路は商＜ほど粕巧に

出米てい る。 このネッ ト ワークの基本的枠糸ILみは脳の発生

期に形成され，その基本構造が高度のi)'i :報処理機能の根幹

を成していると考えられる 。 こ の慈味において，ニューロ

ンネットワークが作り出される機構を知ることは脳機能を

陪明する上で重要な鍵である。当研究至ではその仕組みの

解明を目指している 。 神経回路形成には神経細胞自身やグ

リア細胞などの脳を構成する他の細胞が重要な働きを呆た

している 。 中でも巫要であると考えられているのが， 発達

期の神経細胞の突起の先端にある成長円錐と呼ばれる特殊

な構造である 。 成長 「り錐はその名の通り円錐状の構造をし

ており ， 糸状足という細い突起を出している 。 神経細胞の

突起の伸長過程では成長円錐は伸長経路上や標的にあるさ

まざまな分子的3手がかりを検出しながら進んでゆく 。 軸

索が伸長する経路や最終目的地には軸索先端が認識する特

徴的な分子，たとえばタンパク分子や柏鎖，が発現しそれ

が案内役を果たしていると考えられている 。 我々は ， 成長

円錐による このような未知分子を含む軸索の探査機構を ，

脳を試験管内で生かす方法（組織培壺法）や辿伝子工学的

な方法を用いて解明しようとしている。当fiJf究室の中心的

な研究テーマはその仕組みを分子レベルで解明し，構築原

理を知ることである 。

1 . 正中交差回路の形成機構

左右対称な構造をした脳において ， 多くの神経細胞は反

対側の脳にある標的細胞と結合している。そのような回路

の形成を実現するための，成長円錐のガイド機構を明らか

にすることを目指して研究をおこなっている 。 最近おこな

っ た研究の結果， l ) 中脳，後脳や脊髄では脳の正中線付

近にあるフロアプレートと呼ばれる特殊な構造から ， 拡敗

性因子が放出されていること， 2) 交差性ニュ ー ロンの成

艮円錐はこの拡散性因子の濃度勾配を検出しながら正中線

へと進んでゆくこと，が明らかにな っ た 。 3) また別の種

類のニューロンの成長「り錐は同じ lkl子から反発を受けるこ

ともわかった。 すなわち正中線を交差して脳の反対側へ伸

びてゆく か否かは正中線のフ ロアプ レートから放出される

因子に惹かれるが反発されるかによ って決まることが明

らかになったのである。

しかし批散性誘引因子に よ る軸索のガイドとい う 考えに

は根本的な疑間があった。 この考えによると成長円錐は 1月

子の濃度を何らかの機構によって検知し， i農度の高い方に

向かって伸びて行くものと考えられているが， 上述の成長

円錐はフロアープレートで止まらずに正中線を越えて対1!!11

へと伸びて行 くのである。 我々は成艮円錐がフロアープレ

ートの細胞に逍辿することによりその反応性を変えるので

はないかと考え，これを確かめるための培投系を開発した。

こ の培簑系では後脳の交差性ニューロン（将来小脳の出｝］

細胞となる）と花中部 （フロアープレート ） を含む短 lllt状

の標本を用い， それに加えて他の部位から切り出してきた

第二のフロアープレート移植片を並べておいた （図A ) 。

こうする事によ って正中線を一度交差した成長円錐が二）文

目にフロアープレートに遭遇 したときの反応を調べること

が出来ると考えたのである 。 こ の よ うな培旅下でまず成長

円錐がフロアープレート由来の拡散性誘引因子に反応する

ことを確かめた後 (I又1 B , C), 正中線を一度交差した成長

円錐の挙動をしらべたところ，このような成長円錐はフロ

ア ー プレート 移柚．片を無視して仲艮する様子を観察できた

（図D , E) 。 このように成長円錐拡散性誘引因子に対する

反応はフロアープ レー トの細胞に遭遇することにより 失わ

れる こ とが明らかとなった。恐らく成長円錐の反応性はこ

こで見られたように （これまで考え られていたように）一

定ではなく，伸長しながらダイナミックに変化しているの

であろう。

2. 前脳の神経回路の形成メカニズム

蔽近中枢神経系の回路形成の分子機構の研究が主に1f髄

などの後側の領域をモデルシステムとして解析されている

が， 中枢の主要な i"ill分と考えられる前側の部分すなわち前

脳における神経阿路形成のメカ ニズムに関してはその軸索
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図交連性ニューロンの底板に対する反応性の変化。 Aは実験の模式図 （文献8より ） CPは小脳板, FPは底板. eFPは異所性底板を示す。 D.

Eでは片方の小脳板にDil。 もうー方DiO注入 してある。 EはDの拡大図。 詳しくは本文参照

伸長がどのように起こ るのかさえ不明の状態であった。 そ

こで， 前脳での神経回路形成過程における軸索 fi! 1 t支の様子

をトレーサーを用いて詳細に/iJ名析した。 我々は，構造の複

雑な前脳でも平板状に展開した椋本でトレーサーによる軸

索走行の観察が可能なことを見い出した。 こ の方法により ，

軸索の伸長していく様子を発達段階を追って観察したとこ

ろ，胎生11 Fl 目にはすでに軸索伸長がお こ り ， その後胎生

15日目にかけて大脳皮質を除く前脳の主要な部分からの軸

索伸長が進行することを見いだした。 さらにこの研究を発

展させて前脳の回路形成がどのような因子によって制御さ

れるかという点についても解析を進めて行く計画である。
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■ 形質統御実験施設 に古典逍伝学的研究の行われたアサガオや，その近縁祉で
遺伝子発現統御第ー研究部門 ぁるマルバアサガオなどを主な研究材料として，可動追伝

当研究室では高等植物を中心として ， トランスポゾン 1月(-による追伝的斑入りの生成機構の解析を行っている 。

(Transposons ) など種々の可動辿伝伏I (-(Mobile Genetic 逍伝的斑人りは細胞分裂の過程でDNA再編成を伴う体細

Elements) の関与するDNA再編成において，糸ll換え機構と 胞変沢が起こ っ た結果，キメラとなったためと考えられ，

辿伝子発現の制御機構の解析を行い ， ゲノムのダイナミズ キメラ斑とも呼ばれる 。 花のキメラ斑は花弁の器官形成時

ムとその追伝子発現への影愕を理解したいと考えている 。 に色索生合成系の逍伝子に体細胞変異が起こ り，花弁が色

目下のところは， アジア原産で ． 奈良 II炉代に渡米し，江 索発現を行っ ている細胞群と行っていない細胞群よ り 構成

戸時代になると我国独自の園芸植物として発展したために されるために生じる 。 そ こ で， こ のような高頻度で体細胞

花色や花 ・ 莱などの形態に関する種々の変異体が分離さ 変異を起す易変性変異 (mutable alle les) を同定し，絞 り 模

れ，大正から昭和初期にかけて日本人fiJf究者により未i'iJJ 的 様の形成機構の解明を目指している。

(A) 雀斑系絞り花アサガオ； (B ) 吹掛け絞り花アサガオ； (C) 条斑系絞り花マルパアサガオ； (D) 雀斑系絞り花アサガオと

条斑系絞り花マルパアサガオの種問雑種 (Fl ハイブリッド）
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1 . アサガオの易変性変異

古典辿伝学的知見の裕梢されているアサガオにおいて

は， 既に20種類以上の易変性変異が知られている 。 この内

の花色に関する2種に苅目して ， 易変性変異の同定を試み，

転移調節因子による DNA再紺成を介した辿伝子発現の機

構の解明を行っ ている 。 その内の1つは ， 平賀源内の「物

類品Ii:徳」 ( 1763 ) にも記載され， 昭和10年代には詳細な古

典辿伝学的研究の行われた「雀斑」（そばかす/flecked) 

と 呼ばれる白地に有色のスポッ ト やセク ターをも つ絞 り花

（キメラ斑）を咲かせる系統であ る。 他の 1つ も ， 江戸時代

に作出 され， ll(J和10年代に古典辿伝学的に研究された淡黄

色地に有色の窃を吹き付けたような斑点模様の花をつける

吹掛け絞り (spec/ed) と呼ばれる系統である。 前者の雀斑

系の易変性変異の実体は ， 6.4kbのトランスポゾン Tpnlが

アントシアニン色素生合成系のDFR ( ジヒドロフラポノ ー

ル4レダクターゼ） 追伝子内に挿入された構造であり，絞

り花は， 花弁形成時に Tpn」がDFR辿伝子から転移脱離する

ために生じる こ とを我々は明らかにした。 しかしながら，

同じ雀斑系統の中でも ， 「時雨紋り」と呼ばれ花弁形成の

後期に激しく絞る系統や ， 「染め分け」と呼ばれ花弁形成

の早い時期に少しだけ絞る系統が存在する 。 こ れら系統間

の絞り校様は，花弁形成時における TpnlのDFR遺伝子から

の転移脱離の頻度とタイミングの追いによると考えられる

ので， この頻度とタイミングを決める分子機構を解明 した

いと考えている。ー方， 後者の吹掛け絞り アサガオの斑点

校梯は，従来の体細胞変異によるキメラ斑では説明できそ

うにはないが， 同時に ， 低頻度で転移調節因子の転移脱離

により生じる体細胞変異と考えられる成長線に沿ったキメ

ラ斑が生じたり ， 自殖次世代植物中からは有色花の生殖細

胞復帰変異体も分離できる 。 それ故， こ の霧を吹き付けた

ような斑点校様の形成にも転移調節因子が何らかの関与を

しているものと思われる 。 現在， CHI ( カルコンフラバノ

ンイソメラーゼ） 追伝子やそこに挿入されていたトランス

ポゾン Tpn2と斑点模様との関連を解析中である 。 花の鑑炊

のボイントとしては，色， 形，匂，模様， などが考え られ

るが， これら内で分子論的な解明が遅れている模様形成に

関して ， 布）「I な知兄が得られるのではないかと期待してい

42 

る 。

2. マルバアサガオの易変性変異

メキシコ原産で江戸時代に伝米したマルバアサガオにも

「条斑」 (/7aked)と呼ばれる白地に有色のスボットやセクタ

一をもつ絞り花 （キメラ斑） を咲かせる系統が存在する 。

この条斑花の変異は不完全悛性の性質を示し， しかもヘテ

ロの状態では薄い布色地に謀いスポットやセクターが生じ

るばかりでなく ， 時に白いセクターも観察されるという典

味ある形質を示す。 この易変性変異は ， CHS (カル コ ン合

成酵素）辿伝子に3.9kbの ト ランスポゾン TiplOOが挿入 し

た変楳であることが明 らかになった。 また ， TiplOOは異種

ト ランスジェニック植物中で転移できるので， 自ら転移で

きる自律性因子であると思われる 。
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遺伝子発現統御第二研究部門 酵/ :j:のフォーク阻古点は ， リポゾーム RNA (rRNA) 追

当研究至では ， 染色休 （ゲノム ） のダイナミックな変換 伝子の採り返し単位の中に存在する 。 こ れ ま で ， rRNA辿

過程を追っている。 伝 fのような繰り返し逍伝子や繰り返し配列は不安定で，

進化を染色休から見ると ， その始原細胞に含まれていた ',ij(· 11寺増減していることが知られていたが， 我々 は最近， 酵

染色体が， 倍加 （複製） と分配を採り返すことによ っ て， /:j: の 11ll布，点でのフ ォ ーク阻害が， rRNA辿伝子の増幅と減

現在の多様な生物を支える情報を諮えるまでに至っ た過程 少に必須であることを見いだした。 rRNA遺伝子群は一番

となろう 。 こ れは ， 染色体の複製点 （複製フ ォ ーク ） が， 長い染色体12番に乗っ ているため ， パルスフィールド両気

始原細胞以来こ れまで1度として絶える （倅 l上する ） こと 泳動によ っ て酵IJ染色体を分離すると ， それは一番上のバ

なく走り続けてきた， と考えざるを得ない。 それ故， フォ ンドを形成する （図l参照）。 rRNA逍伝子に特異的な転写

一 クの途中での倅止は ， 生物にと って艇めて危機的状況で 酵索RNAポ リメラーゼ I (Pol I ) の欠損 し た酵班は ， 理

あるに追いない。 この様な視点から生物を捉え ， liJf究を進 rl I は不明だが， rRNA逍伝子のコピー数が半減する こ とか

めてきた結果， フ ォ ークの進行倅」tから救うためのシステ ら ， 1凶I Jのように12番染色体は短 くなる 。 こ の株に，欠損

ムとして，組換え機構があるとの結論にたどり苅いた。 した Pol I 追伝子を禅入すると ， 短くな っ たゲノムが元に

それは複製フォ ー クを阻害する部位の研究からである 。 戻 る 。 つまり rRNA逍伝子のコピー数が元に戻る 。 こ の系

その様な部位は ， 原核 ・ 真核共に存在するが， 大JI材歯と酵 に ，我々が分離したフォーク阻害の起 こ らない変異

丹を用いて阻害部位近辺の糾換えが著しく活性化 （ホ ッ ト ( FOB J 欠m変異） を麻入すると，例え Pol I 逍伝子を禅入

スポソト化） される こ とを見いだした。 この現象は ， lffl布 し て も ， コピー数が元に戻らなかっ た。 つまり rRNA追伝

されたフォークの2本の姉妹染色体のどちらかが切断され， 子のコビー数増）JI! にフォーク阻害が必須である こ とが示さ

紺換えによって新しいフォ ー クを再生する反応に由米する れた 。 このことから，フォーク阻害がrRNA遺伝子の増減

のではないかと考えた。 確かに このモデルは ， 多くの関係 に祁＜糾換えの引 き金となるモデルを提出した （図2) 。 他

する現象をうまく説明でき， こ れ自体非常に~~味あるもの の繰り返し配列の不安定性の説明も可能で，この現象を中

だが， )If心のフォーク 阻害点の役',Iii) を 明 らかにする こ とが 心に現在解析を進めている とこ ろである 。

出来なかった。 一 ）i染色休のダ イ ナミックな変換の過程を知る には ， 染
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図1. Fobl およびPoll タンバク質による酵母第 1 2番染色体の伸長 （パルス フィールド電気泳動）
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rDNAコピー数増加モデル
Fork Block Dependent Recombination model 
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図2. rDNAコ ビー数増加モデル

色体 （ゲノム ） の一次構造を知ることも必要であろう 。 本

研究室では，ここ二年間日本の11のグループと協同で， 大

腸菌ゲノムの解析を行ってきた。 その結果， 大jj易歯ゲノム

の約半分 (~2.3Mb) の配列を決定し，既知領域の配列を

加えることで大腸歯ゲノムの全配列を決定することが出米

た （図2) 。 今後このデータを解析するとともに ， 近縁の細

歯ゲノム構造との比較等により未知辿伝子や追伝子を含ま

ない領域の機能を知ることで， 染色休のダイナミクスを含

む大Jj易歯の全休像を明 らかにしたいと考えている 。
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種分化機構第ー研究部門

当研究室では，神経系の記憶と 'I'—ti報処理機枯解明に向け

た分子生物学的な研究を行っている 。

1 . サイトカインの免疫系と神経系における共進化

自律神経系の中でも，交感神経がアドレナリン性である

ことは， 一般に良く灰fl られている 。 初代培投した交感神経

は，当然のことながら，アドレナリン性を示すが，これに

非神経細胞の培養上泊 （例えば，心脇培養細胞上泊）を添

加すると，アドレナリン性が抑制されるのみならず， アセ

チルコリンの合成が著しく促進されることが， 1970年代の

初頭，ハーバード大学のパターソン t専士等によ っ て示され

た。 この現象は，従来，変化しないと考えられていた神経

細胞が珠境の変化に応じて変わり得ることを示した点で，

重要な実験であるが， この心臓培養上消中に含まれる，分

子的実体が山森等によって明らかにされたのは， 1989年で

ある 。 コリン作動性分化因子 ( CDF : cholinergic 

differentiation fac tor ) と名付けられたこの物質は，結局の

ところ白血病抑制因子 (LIF : Leukemia Inhibitory Factor) 

. 
.... ～さ

一クー記

/
 ヽ ^ と同一辿伝子産物であることが判明した。 その後， 4つの

研究グループによりこの受容体の分子的解明からこの 1月子

が， I L-6 と呼ばれるサイトカインの一手巫と同じファミリー 持つことは，明らかであろう 。 情報処理において配線であ

色素を注入した小脳プルキン工細胞の顕微鏡写真 (Cesira Batini博
士の好意による）

（家族） に）属するものであることが明らかにされた。 実は， る基本回路網形成が重要である ことは， 論を待たないが，

これらのサイトカインの受容体は免疫グロプリンとよく似 メモリー （記憶） 機構なしには，如何に複雑な配線であろ

た構造を有するので， こ れらは， I司じ共通の祖先から巡化 うと限定された機能しか果すことができないからである 。

してきたと考えられる 。 サイトカインは，もともと，血球， 我々は，短期記佗が，更により長期間持続する記-~意に切り

リンパ細胞側の細胞相互作用を媒介するものとして発見 ， 替わる分子機構を知ることをめざして，小脳運動学習の細

研究されてきたもので，現在， その遺伝子が数十種頬以上 胞レベルでの基礎と考えられる小脳プルキン工細胞にLTD

知られている 。 近年，それらが，血球，リンパ球などの免 を引き起こす条件下での追伝子発現を調べた。

疫系以外にも広くその効果がある場合があることが生II られ その結呆， 平行線維刺激を代替すると考えられるグルタ

るようになってきた。 前述したCDF/LIFは，そうしたサイ ミン酸の頬似物質であるAMPA と登上線維刺激を代替する

卜カインが少なくとも培迷神経細胞に特定の機能を持つこ と考え ら れる cGMPを共刺激したときにプルキン工細胞に

とを示した最初の顕著な例であるが，我々は，神経系に特 およそ数倍程度のJunB/Fosの発現が促進されることが分っ

異的なサイトカイン梯の分子の存在とその進化様式を解明 た 。 このJun-B/FosのAP-1複合体転写因子の下流にあって

することによ っ て神経系進化の一梯式を明 らかにしたいと 調節を受ける辿伝子が長期記憶成立にどのように関わっ て

考えている。 いるかのか熙味深いところである 。 現在長期記将成立の機

2. 記憶と造伝子発現 構を分子，細胞，システムレベルで明らかにすることを目

神経系の機能を知るうえで， 記憶，学習が璽要な意味を 指して学習行動下における神経回路の変化を辿伝子発現を
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、四 i線維

プルキン工細胞

図2. 小脳長期記憶機構のモデル

小脳LTDは. 1982年に伊藤正男等によ って報告された現象である。 小脳のプルキン工細胞に平行線維と登上線維からの刺激が同時

に入力した時に． 平行線維からの伝達効率が長期に渡って低下し．これが運動学習の基本的素過程であることが示されている。 こ

の学習が長期に （場合によ っては生涯） 持続するためには， 遺伝子発現を介した新たな蛋白合成が必要であると考えら れる。

主な指標に調べている。

3. 大脳皮質領野の特異性を決定する機構の解明

哺乳類の脳において， 最も顕著に進化したのは，大脳皮

質であり ，このこ とが高次脳機能の進化に果た した役割は

大きいと考えられる。 この大脳皮質の機能的進化には，｝支

質面積の拡大にともなって生じた領野と呼ばれる副領域

（例えば視此野 ・ 運動野等） の特異化が重要な役割を果た

してきた こ とが示唆されている 。 本研究室では， 大脳皮質

が披も良く発達した庫長類を材科に用い， 大脳皮質領野の

特異化機構を脳発達と進化の両側面から研究しており現

在，遥烏類の視虹野や運動野に特異的に発現すると考えら

れる候補辿伝子を解析中である。
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種分化機構第二研究部門 ょうな単純な生殖器官から花が進化してきたのだろうか。

花の咲く植物と花の咲かないシダやコケのような植物が 花の形態形成に関係する辿伝子が花の咲く植物で解析さ

ある。 いったい，このように異なった生物は，なにがどう れ， MADS辿伝子群と呼ばれる転写調節因子が花器官形成

かわることによって進化したのだろうか。 に深 <I及l与していることが明らかになってきた。 では，花

現存する全ての生物は約40億年前に生じた 1つの共通祖 の咲かないシダ類にはこの造伝子群は存在しているのであ

先から進化してきた。 従って，現生生物に見られる多様性 ろうか，それともこの辿伝子の創泄が花の進化に関わった

は， 40岱年間に蓄籾した突然変異によって引き起こされた のであろうか。 我々は，シダ類の中で世代時間が短く新し

ものである 。 そして，生物の進化過程の痕跡は，現生生物 いモデル植物として府目されているリチャードミズワラビ

のゲノム上に記されている 。 異なった生物間で，ゲノムの から MADS逍伝子を単離することに成功した。 その結呆 ，

配列情報，および，ゲノム情報によってうみ出される辿伝 リチャードミズワラピもMADS辿伝子を持っていることが

子の働きを比較解析することにより ， どのように進化がお わかった。 しかし，花の咲く植物では， 10以上ものMADS

きてきたかを解明することができる 。 追伝子のグループがあるのに， リチャードミズワラピには

我々は，まず， (1 ) 生物の正しい類縁，系統関係を追伝 3つ程度のMADS辿伝子グループしか存在していないらし

子配列から推定 し ， (2 ) 得られた系統樹からどのような領 いことがわかっ た。 さらに，花の咲く植物では，それぞれ

向で形態形質が進化したかを解明し，さらに (3) 生物の形 のMADS逍伝子は特定の器官でのみ発現し，特定の器官形

態の進化がどのようなゲノム上の変化に よ って引き起こさ 成に関わっている ことが多いのに対し，シダ類のMADS辿

れたのかを明らかにしようとしている 。 伝子の発現は，特定の器官ではなく，生殖器官，栄養器官

1 . 花の進化を探る の両方で広範に発現しており， MADS辿伝子の機能が未分

花は植物の生殖器官である 。 花はがく片，花弁，雄しべ， 化であるらしいこともわかった。 このことから，シダ類の

雌しべの4つの花器官からできており，雄しべと雌しべの ような原始的植物で，生殖，栄養両器官の形態形成にかか

中で減数分裂により生殖細胞が形成される 。 ー方，より原 わっていたMADS辿伝子の (1 ) 数が増え， (2)増えて余った

始的なシダ類では，生殖細胞は胞子骰と呼ばれる 1重の袋 辿伝子がそれまで発現していなかった特定の場所で発現す

に毅われ，葉の裏にむきだしについており，より単純な形 るようになり，花器官を進化させた，というシナリオが描

をしている。 では ， どのような変化がおこって，シダ類の ける。

シダ類
リチャードミズワラピの生預甚℃

~ I (左図） おかく切れ込んでいる葉

喋子植窃
コパノグネッムの生掻活官
（左図） 把状のはの生薙器官

ぼ子極窃 （花の咲く極物）
シロイヌナズナの花

1左図）花の拡大が生遍夏
... (右図） 左1i11の口角ill5分の広大 （右図） 左図の四角薔分のは大 （右図） 左図の四角巫分の内品の伝大

一 ヽ
MADS遺伝子数の増加

L 
ヽ／
MADS遺伝子の機能分化

一

図1. MADS遺伝子と植物の生殖器官の進化の模式図。 シダ類から．裸子 ・ 被子植物が進化する過程で. MADS 

遺伝子の数の増加がおこ り ．引き続いて、増えた追伝子を用いたMADS遺伝子の機能分化 （発現場所の変

化） がおきたと いう仮設。
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では，いつMADS遺伝子の数が増えたのであろうか。 そ

の答えは，シダ類と被子植物の中間に位置する裸子植物の

解析から明らかになった。 裸子植物のコパノグネッムとイ

チョウでは，被子植物とほとんど同じMADS辿伝子が存在

しているが，ガク片と花弁形成に必須MADSな辿伝子が欠

けているらしいのだ。 また，被子植物のMADS辿伝子のよ

うに発現様式が多様化しておらず，ほとんどのMADS辿伝

子は互いに同じ器官で発現している こともわかった。と い

うことは，特定のMADS遣伝子の存在と発現様式の分化が

花の進化を引き起こした可能性が高い。 では，どのように

発現様式が進化したのだろうか。 現在，解析が進行中であ

る 。 さらに，シダ類など花の咲かない植物では ． 被子植物

の花器官形成追伝子はどのような機能を持っているのだろ

うか？ この点についても後述のニセツリガネゴケを用い

て解析を進めている 。

2. 植物の分裂組織形成，維持，器官形成メカニス.. 
ムと進化

屋久島の屋久杉は何千年も生き続けている 。 これは，植

....._—• 

物の体が茎頂の分裂組織からたえず作られ続けており，そ

の分裂組織が半永久的に成長し続けるからである 。

植物の地上部のほとんどは釜の先端にある茎頂分裂組織

から形成される。 被子植物では数細胞陪からなる多細胞性

の茎頂から順次，規則正しく ， 多細胞性の葉と茎が形成さ

れてくる 。 ー方，コケ植物の蘇類は ， 2つの異なった細胞

分裂機構を持っている 。 茎葉をつける茎業体では，単細胞

の茎頂分裂細胞から ，それぞれl細胞性の葉と茎の原基細

胞が形成され，それぞれが多細胞性の葉と茎へと分化して

いく 。 ー方，糸状の体制を持った原糸体では，頂端分裂細

胞が2分裂する こ とにより， 1次元的に細胞の糸が作られて

行く 。 このように異なった分裂祉織は，どのように進化し

てきたのだろうか。

植物の分裂組織に関する研究は，花器官形成ほど進展 し

ていないので，まず，茎頂分裂糾織形成，維持，器官形成

の分子機構自体から解明していく必要がある 。 そのための

モデルとして， 我々はコケ植物蘇頬のニセツリガネゴケを

選んだ。 ニセツリガネゴケは ， 陸上植物では唯一，閻い相

、■,~!。ー咄!.:·

図2. ニセツリガネゴケphyscomitrella patensの生活環。 胞子から発芽した糸状の原糸体がある程度発達すると，あるいは ． サイトカイニ

ンというホルモンを外生的に加えると 、 細胞塊 （芽） が形成される 。 この細胞塊の中に茎頂分裂細胞が分化し ． 茎葉体を形成する 。

茎葉体は単純な構造を持った茎と葉からなり，葉は一屑の細胞が規則正しく配列することで形成される 。 茎葉体は，成長して先端部

に造卵器と造精器を形成する 。 造精器から放出された精子力尺造卵器内の卵と受精し、胞子体を形成する 。 胞子体は茎葉体に寄生生

活をし袋状の胞子嚢を形成する。 胞子嚢内には数千個の胞子が形成される。 生活環は約3ヶ月である 。
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同組換え率を持っ ており ，辿伝了·ターゲティングが容易で

ある 。 まず．茎頂分裂糸IL織に異'ii\"のおきた突然変異休を単

離するために，タグ付き変異体ライプラリーを作成し，ス

クリーニングを行っ ている 。 また，ジ一ントラ ップ， エン

ハンサートラ ッ プ系を確立し，茎頂特異的に発現する新規

遺伝子を探索している 。 さらに ， Crc- l oxP系を J-IJ いて，空

間的，時間的に自由に追伝子発現を変化させる系の確立を

すすめており，被子植物で茎頂分裂糾織形成に関与してい

るKNOX追伝子などの機能鮒析を行っ ている。

参考文献
I. Hascbc. M .• Wen. C.-K .. Kato. M. & Banks. J. A. (1998) 

Characterization of MADS homco1ic genes in the Jcm Ccmtoprt:ris 

riclwdii. Proc. Natl. Acad. Sci. USA 95: 6222-6227. 

2 . Hascbc. M .. Omori. T .. Nakazawa. M .. Sano. T.. KaJO. M. & lwatsuki. 

K. (1994) rbcL gene sequences provide evidence for 1he evolutionary 

lineages of lcp1osporangia1c ferns. Proc. Nail. Acad. Sci. USA 91: 5730-

5734. 

3. Stein, D. B .. Conant, D. S .. Ahearn. M. E . . 」 ordan. E. T .. Kirch. S. A .. 

Hasebe. M .. lw:usuki. K .. Tan. M. K. & Thomson. J. A. (1992) 

S1ruc1ural rearrangements or 1he chloroplas1 genome provi dじ ；Ill 

imponant phylogcnc1ic link in ferns Proc. Natl. Acad. Sci. USA 89: 

1856-1860. 

4. 長谷部光-M : 「分 R系統学のすすめ」 ＇パ槻 J氾男，馬 ii反峻柚紺果

「生物の種多様性」 p88-p101 0996) 裳旅JJ}

5. 長谷部光!if : 「植物の 11渕器府の進化」 辿（公 51: 16-21 (1997) 

裳哨恥
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研 究 施 :I'll 
匹

■ 培養育成研究施設
培ぅ発脊］成イiJf究施設は，良質な研究材科の確保に必要な培

投 ・ 脊成設~iii及び適正な実験計測 ・ 解析のための種々の設

備からなり ，こ れらを一括して管理述営する こ とにより ，

研究の能率化を計ろうとするもので，次の6室 ， 1圃楊から

構成される 。

細胞器官培蓑室

単細胞生物から多細胞生物までの細胞 · 組織 ・ 器官等を 大型スペクトログラフ

種々の物理的 （光 ・ 温度） ，化学的 （ガスの糾成） 閑桜条 者が参加 している） 。

件の もとで培桜する 。 さらに，追伝子解析システムを ） ll い

ての辿伝子のクロー ニ ングや構造解析， また P3 レペルの辿 実験圃場

伝子糾換実験至では大）j均歯を宿主とする糾換え実験をはじ 実験室では育成できない動 ・ 植物実験材料を大批に栽培

め，ウィルスの分離及び動物細胞への外米追伝子蔚人など 及び飼育する設備で，大小2温室， 5塞のファイトトロン，

の実験が行われている。 3至の形質転換植物用温室， 50 トン及ぴ30 トンの届外大水

梢， 20個の屋外小水槽， 圃楊及ぴ符理室などが設骰されて

人工気象室

実験植物及び動物を光 ・ 温度 ・ 湿度等を厳密に制御した

条件のもとに培投育成するためのインキュベーターや恒温

室が整えられている。 特に強光及び極低 ・ 高温で培投宥成

する施設が設ii'l され， 順調に稼動している。 これらのうち

いくつかはPl レペルに指定されており辿伝子糾換え実験も

可能である 。

大型スペクトログラフ室

生命現象の光による調節の仕組みを解析するための世界

敵大 ・ -/1姪：j性能の分光照射装附であり，全国の研究者に対

して開かれた共同利用設備である 。 毎年， (l ) 光梢報によ

る細胞機能の制御， (2) 光エネルギー変換， (3) 生物におけ

る空間認識 ・ 明暗認識， (4) 紫外線による生体機能拍傷と

光回復，の4 テーマに関し共同利用実験を公多；；；している

（平成10年度は26件が採択され，そのうち7件は外国人liJf究
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電子計算機室

UN IXサーバー およ びワークステーションを中心に各種

周辺機器やバーソナルコンビュータを有する 。 それらは所

内の全M究室と ネットワーク接続されており ，インタ ーネ
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ット (S INET) を介して所外へもアクセスできる 。 こ れら

の設備を用いてメールやWWWなどのネットワークサーピ

ス ， データベ一スなどの術報提供を行っ ている。一部は所

外に向けてのWI報発侶をも行っている 。 さらに，配列解析

を始めとするコンビュータ利用全般に関する相談を受け付

けており，新しいサーピスの祁入と広報活動にも力を入れ

ている 。

また ， 研究活動として ， 配列モチーフを利用 した配列鮒

析法の研究や，ゲノムプロジェクトの成果を取り入れたデ

ータベ一スの構築の研究などが行われている。

下等真核細胞培蓑室

下等真核生物の培ぅ癸を専門に行う施設で， 下等真核細胞

を一定の衷境条件下で培妥， 維持するための設備を整えて

いる 。

環境耐性植物実験室

低温 ・ 翡温 ・ 乾躁などの瑛境に対して，植物が適応する

機構を解明すること ， また ， こ れらの斑境に対する面·l性能

を増強した植物を分子育種により 作製するために名古松）く

学股学部と共同研究を行うための実験室。 jf猜質転換植物の

成長を制御する栽培設備をはじめ ， その分子生物学的，~,,_

化学的及び生理学的解析に必要な実験機材が整っている 。

また ， 本実験室は閑檄耐性植物に関する 1述HJ、l及び国際共詞

研究の拠点の一つとしても機能している 。

名古屋大学牒学部付属牒場内に設i倅されている。

参考文献
l . Fukukawa. T .. Wa1anabc. M. and Shihira-lshikawa. I. (1998). 

G「ccn-ancl bluc-Ligh1-mcdia1cd chloroplas1 migra1io11 in 1hc ccrllric 

diaiom. P/c11rosir:1 l:,cvis. Pro1oplasma. 203. 21ヽ1-220.

2 . Nakai. K .. Tokirnori. T .. Ogiwara. A .. Uchiyam:1. I. and Niiyarna. T 

(!994) Gnome --an ln1ernc1-bascd sequence analysis 100I. Comp,11 

Applic. 13iosci .. 10. 547-550. 

3. Ogiwara. A .. Uchiyama. I.. Takagi. T. and Kanchisa. M. (1996) 

Cons1ruc1ion and analysis of a profile library charac1crizing groups o「

sm1c1urally known proteins. Pro1ein Science. 5. 1991-1999. 

4 . M:11sunaga. S .. Hori. T .. Takahashi. T .. Kubo1a. M .. Watanabe. M .. 

Okarno10. K .. Masuda. K .. Sugai. M. (1997) Discovc「y 0「 s igna l ing

cffcc1 of UV-13/C lighl in lhc cx1cndcd UV-A/blue-1ype ac1ion spcclra 

for s lcpーdown and step-up photophobic responses in 1hc unicellular 

flagclla1c alga E11glc1w gmcilis. Pro1oplasrna 201. 45-52. 

5. Wa1anabc. M. (1995). Action spcc1ro,copy--pho10111ovcmcn1 and 

photomorphogcncsis spcc1ra. In "CRC Handbook or Organic 

Pho1ochcrnis1ry and Pho1obiology". (Edi1ccl by W. M. Horspool and P -

S. Song). CRC Press. Boca Ralon. pp. 1276-1288. 
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■ アイソ トープ実験施設 へと巡ぶ。 ただ梢子の場合この動きは無制限ではなく構造
アイソトープ実験施設は ， 基礎生物学及び生理学の研究 的な制約を受けてい る 。 この時に屈 1111 が形成さ れると考え

のために放射性同位元索で標識さ れた化合物 （ア イソト ー ら れてい る 。

プ） を使用するための施設である。当施設はアイ ソト ープ ウニ粘子ダイ ニンは分子址150万に及ぶ巨大で複雑な蛋

セ ンタ ー（共通施設棟 I ) を 中心にして ， 基礎生物学研究 白質であ る 。 分子 ： ,t50万の2つの諏鎖， 8万か ら 12万の3つ

所分室，形質統御棟分至及び生理学研究所分室か ら構成 さ の 「1111\J 鎖， 3万以下の6つの軽鎖よ りでき ている 。 図2はダ

れている 。 また施設迎営は，施設長 （併任） ， 助教授 （尊 イニンの研究でよく 川いられる緑泌のクラ ミドモナスとウ

任） 1名 ， 取り扱い主任者及び放射線笠理者 （技官） 3名 ， 二の外腕ダイ ニ ン を比較したものである 。 重鎖には酵素活

2名の非常勤職員で行われている。 性があり， ATPのエネルギ一 を力に変えている 。 叫川鎖に

承認核種は次のようになっている。 はチオ レ ドキシ ン活性があり重鎖の活性を制御していると

アイソト ー プセンター ： 3H. 11c.: ふMg. 咋，叩． 唸， 沢Cl. 1~K. 考えられている 。 また軽鎖は リン酸化される こ とでダイ二

1sca, •'9sr , 1251 ン の活性化に関与していると考えている 。 こう した研究を

基礎生物学研究所分室 ： JH, Ile尺P, 33p竺S 通 して鞭毛運動における屈 1lt1波形成と伝搬の仕組みを分子

形竹統御棟分室 ： 3H, 1,c戸P竺P竺S. 1:;Ca, 呵 レベルで明らかにしようとしている。

生理学研究所分室 ： 3H, I℃戸P, :t<p竺S , 1"Ca. 1251 

平成10年度の放射線業務従事者数は265名で施設利用者

は延べ11.345名であ っ た。

施設職員は日術の竹理業務のほか， ア イソト ープ収 り扱

いに関する安全笠理技術のIJf.J発を行 っ ている 。

図 1. アイソトープセンタ ーの総合監視システム

専．任教官は基礎生物学のなかで古＜から関心をもたれて

いる梢子の迎動機構の研究を行っている 。 ダイニン は繊毛

の巡動モータ ー として発見されたが，抗体を用いた liJf究か

ら細胞質に も存在することが明 らかになっている。 例えば

細胞では微小菅は中心体より細胞周辺へとのびている 。 ダ

イニンは細胞質にあっては周辺部から中心部へと微小行を

レールとして物質を述ぶ。 同じように精子では頭部より鞭

毛がのびてい る 。 ダイ ニ ンは物質（この場合自分が結合し

ている周辺微小竹）を隣の周辺微小狩をレールにして頭部
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図2. 外腕の構成たんば＜質

参考文献
I . K. Ogawa (1991). Four ATP-binding sites in 1hc midrcgion o「 1hc 11-

heavy chain of dyncin. Nature 352: &13-645. 

2. K. Ogawa. R. Kamiya. C.B. Wilkerヽon and G.B. Witman (1995). 

ln1crspccics conscrva1ion of outer arm clyncin in1crmcdia1c chain 

sequences dcilncs 1wo i111crmcdia1c chain subclasses. Mol. Biol. Cell 6: 

685-696. 

3 . K. Ogawa. H. Takai. A. Ogiwara. E. Yokoia. T. Shimizu. K. hwba and 

H. Mohri (1996). Is outer arm dyncin in1crmcdia1c chain I 

muhi「unc1iona l? Mol. Biol. Cell 7: 1895-1907. 

'1 . 0. Kagami, M. Goto. Y. Makino, H. Mohri. R. Kamiya and K. Ogawa 

(1998). A dyncin light chain of sea urchin sperm flagella is a homolog 

of mouse Tc1cxl. which is crcodcd by a gene o「 1hc I complex ,rcrili1y 

locus. Gene 211 :383-386. 



■ 形質転換生物研究施設 ■ 生命環境科学研究センター
形罪Ii云換生物研究施設は枯礎生物学等の (i)[-究 に必＇災な 生命科学における戻境問題の解決に窃与するために ， 生

動 · 植物の形質転換体の作成飼育と解析を行うための施 体を取りなく化栄物質の影評に関して，分了レベルから 1=.

設で，平成10年4 月 に設性が認められた。 命休レベルまで総合的なM究視野から枯礎研究を展開する

）炉1』)f内に2室を設け ， 施設艮 ( fjf:任 ） ， 助教授 （ 専任） ために ， 1勺成 11年4月に設骰が認められた。 分子科学研究

l 名で活動を開始している 。 -·II も早い施設棟の建設実現 所，生理学M究所との緊密な協力体制のもとで研究を椎進

が当而の目標である 。 専任教'1\は追伝子変換マウスの作製 する 。

と解析による神経辿伝子機能の解明をテーマとして fiJf究を

行 っ ている 。

参考文献
l . Watanabe. E .. Fujita. S. C .. Murakami. F .. Hayashi. M. and M:11s111nura. 

M. (l 989) A monoclonal :u11ihody identifies a novel cpi1opc SlllTOtllKling 

: , subpopulation of the ni:11nmali:111 central neurons. Neuroscience 29. 

615-657. 

2. Watanabe. E .. l'vlacda. N .. Matsui. F .. Kushima. Y .. Noda. ~I. and 

Oohira. A. (1995) Ncuroglycan C. a novel membrane ・ヽpan n ing

chondroitin sulfate protcoglycan 1h:11 is rcs1ric1cd 10 1hc brain. Journal o l— 

Biological Chemistry 270. 26876-26882. 

3. Watanabe. E .. Matsui. F .. Kcino. H .. Ono. K .. Kushima. Y .. Noda. M. 

and Oohira. A. (1996) A membrane-bound hcparan sulfate p「ulcoglycan

that is transiently expressed on growing axons in the rat brain. Journal ol 

Neuroscience Research ,1,1. Sl-96. 
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共 通 施 =n, 
試

基礎生物学研究所及び生理学研究所に共通する施設として ， 現代の生物科学研究を総合的に推進し得るよう，高度な実

験研究設備を総合的に配附した共通施設を以下のように ， 各研究所の分担により設附している。 これらに，基礎生物学研

究所のアイ ソト ープ実験施設，生理学研究所の動物実験施設が加わり， 一つの生物科学総合研究システムとして機能してい

る 。

■ 基礎生物学研究所に
所属する施設

■ 生理学研究所に
所属する施設

分 析 室…… 約70種の各種分析機器を設附し ， 夕 電 子顕 微鏡室 …... ,~ じ子顕微鋭やレ一ザ顕微鏡を用い，

ンパク質や迅伝子の解析，合成，分離 ・ 精製，及び物質の 生物細胞 ． 糾織の微細構造の観察，細胞内外の三次元像観

構造解析から画倣解析にわたる幅広い分析が行える。 それ 察，細胞分画の同定，細胞内分子の形や位骰の解析，微細

らにより生物学研究に必要な分子生物学的及び物理化学的 構造内の化学物質の定性と批的分布を鮒析する。 また，写

測定を系統的に行う 。 真作画室では生物標本の接写や各種1.i料のスライド作成を

洗 漑 室…… 実験に使用されるガラス器具 ・ プ 行う 。

ラ スチ ック器具等の洗絲 · 乾煤 ・ 滅歯を集中的に行う 。 機器研究試作室•…·· NC放屯加工機，粘密旋盤などの精

廃棄物処理室…… 実験で生じた廃液及び廃梨物を回 密工作機械頬を設備し，大型実験装骰から小型粘密機器に

収し，研究室内外の肉境保全を行う 。 至るまで，各種の研究実験用機器や虚子機器の製作，開発

や改良，補修などを行う 。

低温・冷凍実験室……生物活性物質の分離調整と試科の保

存を行う 。

-----

共通施設棟 1階分析室 2階アイ ソトープ実験施設
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〈分 析 室〉 生体分子間の特異的相互作川を解析する 。

分析室は，基礎生物学及び生理学の/iJf究に必要な各種の 〈顕微鏡 ・ 画像解析装置〉

分析機器を約70種備えており ， それらの機器は技官により 各種の光学顕微鏡や顕微鋭光度，汁を備え ， 糾織学的 • 細

箭理されている 。 機器はそれぞれM究目的に応じて使Il l さ 胞学的観察及び細胞 ・ 糾織 レベルでの微小光学測定を行

れており，タンパク質 · 追伝子の解析からペプチドゃ う 。 またバイオイメージングアナライザ，マイクロデンシ

DNAの合成， 生理活性物質等の分離， 粘製 ， 同定，構造 トメータ，両俊解析装凶等により，屯気泳動像，写兵，フ

解析， さらに画像解析まで，幅広い1iJf究に利用されている 。 ィルム等の画像解析及び処理を行う 。

〈タンパク質 ・ 迫伝子解析装置〉

プロテインシーケンサ，アミノ酸分析計， DNA シーケ

ンサによりタンパク質と核酸の一次構造決定や組成分析を

行い，さらにペプチド合成装四と DNA合成装骰によりぺ

プチドやDNAの化学的合成を行う 。 また核酸やプラスミ

ドの抽出 ・ 分離装骰， PCR等も備えている 。

〈分離分析装置〉

高速液体クロマトグラフ，ガスクロマトグラフ，糖頻分

析装置等を備え，生体中に含まれる微砒物質の分析， 定砿

及び分取粘製を行う 。 また各種の分離用辿心機やフローサ

イトメ ー タを備え，細胞や生体物質の解析や分離調製を行

ヽ

つ 。

〈物理化学的解析装置〉

核磁気共鳴装骰 (NMR ) , 祝子スピン共嗚装 i性 (ESR )

及びガスクトマトグラフ／液体クロマトグラフー 'I'l址分析

装置 (GC/LC-MS) による生体物質の定性 ・ 定屈分析及び

構造や機能の解析を行う 。

〈分光学的解析装置〉

紫外可視分光光度計，蛍光分光光度計，フ ー リエ変換赤

外分光光度計， レ 一ザー ラマン分光光度計， 円偏光二色性

分散計，マイクロプレー トルミノメータ等，各種の分光分

析装四による生体物質の定枯分析や分光学的解析を行う 。

また ICP発光分光光度計，原子吸光光度計に より，生体物

質に含まれる金屈元索の微岱定虻を行う 。 さらに表面プラ

ズモン共嗚を利用した生体分子相互作用解析装骰により，

〈洗 漑室〉

洗枇立は， 全自動洗浄機4台，超音波洗浄装骰3台及び滅

歯装附 （ガス滅歯機l台， オートクレー プ4台 ， 乾然滅菌器

2台） を備え，実験で使用されているガラス器其等の洗

浄 ・ 滅歯が効率的に行える施設である 。 1万年，洗浄装 i在は

約200件，乾媒 · 滅菌装置は約800件程度の利用がある。

〈廃棄物処理室 〉

廃梨物処理室は，実験洗汁条廃水処理施設の符理及び実験

謀匝廃液の分別回収 ・ 処理を行い，研究所内外の閑様の維

持に努めている 。

廃水処理施設では，両研究所から排出される約2001/ 1 1

の廃水処理を行い，併せて処理水の水質狩理を行っ ている 。

また ， 1勺成10年度は約2.000 e の謀)!/廃液を 1旦I収した。
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技 術 課

技術課は所長に直属した技術者の組織で， 研究所におけ

る研究活動を専門技術を通して支援している 。 全ての技官

は技術課に所屈しているが，

ヘ配屈されて技術支援業務を行っている。

研究施設においては ， 各種分析機器の保守 ・ 腎理及び測

定，

日常は研究施設又は研究部門

ラジオアイソトープ施設の管理， 大型スペクトログラ

フやコンピュータネッ ト ワークの維持竹理， 実験動物 · 植

物の飼育や栽培，及び細胞 ・ 組織の培i路等を行なっている。

また ， 研究部門においては，研究者のもとで種々の実験の

補助，実験材科の調製，蛋白質等の精製及び分析，遺伝子

の解析，形質転換生物の作製等を行い， 幅広い，閾度な技

術を通して研究を支援している。

技術課は，業務を円滑にすすめ，技術の向上をはかるた

めに下記の活動を行っ ている 。

l) ミーティング ： 教授会謡，各種委員会等の報告， 並び

に日常業務の連絡，技術的な情報交換を侮週月曜日に行

っ ている。

2 ) 課内セミナ一 ： 各自の日常業務に関わる技術について

まとめ， 発表し， ·h'i報交換を行う こ とにより相互の技術

交流を深めると共に，知識の向上に努めている。

3 ) 課内研修 ： 専門技術の幅を広げるため，新しい技術の

取得を目的に，各種機器の操作法や，実験技術の実秤等

を企画し行う 。 また，各種業務を遂行する上で必要な安

全教育等を行う 。

4 ) 生物学技術研究会 ： 他の大学や研究機関の生物学に携

わっている技術者との技術の交流や情報交換を目的に生

物学研究会を 1m1m し，技術の向上に努めている。

平成11年3月 1 1 日 - 12 日に開佃した第10回生物学技術研

究会には， 全国27機関39部局から60名以上の参加者があり ．

活発な技術交換が行われた。 こ の研究会の報告は 「技術研

究会報告第10号」と して出版する。

また， 3年前より 全国の生物系技官の情報交換の楊と し

てメー リン グ リスト 「bio-1ech@n ibb.ac.jp」を ,m設した。

こ の他に，研究所共通の機器や室の保守 ・ 管理等を通し

て研究活動を支援している 。

置 E
 

『
1' ー

第
1
0回

主
物
学
技
術
研
究

会

ー
・

・

・
鳥
—

'

，
ー

・
一掌

ヽ
こ

て

i

『

r

t
.
”

L
-
―
―
―
―
●
一
―
-

.. ;

.,.
II

I
II 

56 



総合研究大学院大学生命科学研究科
分子生物機構誼専攻の概要

動植物の生命過程にかかわる基本的かつ高次な生物現象を，分子レベルまで掘り 下げて解析する高度な研究者の投成を

行う 。 そのため，生体物質の物理化学的陪析手法や辿伝子操作を含む細胞工学 · 逍伝子工学的手法を総合的に活用 して ，

細胞生物学， 発生生物学， 制御生物学． 環境生物学， 神経生物学． 進化生物学などの分野における邸次な生物現象を解析

する こ と を通 じ て， 高度な教育研究を行う 。

課程は博士課程後期3年で， 入学定員は6名。

講座授業科目

講座

細胞形質発現

高次形質発現

環境梢報制御

共 通

授業科目

細胞機能論， 細胞動態論

形質発現学， 形態形成学， 形質転換生物学

生体制御論， 生体梢報鮒析

細胞形質発現特別演習l , 細胞形質発現特別演習2, 細胞形質発現特別演習3

翡次形質発現特別演習l , 翡次形質発現特別演習2, 窃次形質発現特別演習3

環境梢報制御特別演習1 , 肉境梢報制御特別演習2. 閑境情報制御特別演習3

分子生物機構論研究法 I , 分子生物機構論研究法 ll

〇在籍者名簿 ※ （ ） 内 は入学年度

倉田智子(1 1 ) 小林芳徳(11 ) 楷原恵了(1 1 ) 鈴木邦律(1 1 ) 竹内雅伐(1 1 ) 仲野美静(1 1 )

奈良篤樹(l l ) 花岡秀樹(11 ) 栴山 武史 (l l ) 深田斉秀 (l l ) 渡滋悦子(ll) 

各務 孝(10) 兼崎 友 (10) 桐浴隆嘉 (10 ) 小林聡子(10) 小松勇介(10) 友安艇典(10)

日渡祐二 (10) 堀口 涼 (10) 水崎陣文(10) 山n 利男 (10) 石川直子 (10) 一村 義信(10) 二藤和昌 (10)

加藤 彰 (9) 新道聡美 (9) 鈴木竜馬 (9) 栃谷史郎 (9) 畑 克介 (9) 三橋尚登 (9)

菅原 桂 (9) 鈴木亮子 (9) 吉田 悟 (9 )

浦和博子 (8) 田中祐二 (8) 三枝智香 (8)

0年度別博士 （理学） 取得者

平成 3 年度

赤間 一仁 今井 栂之

日向 昌司 福田 雅一

平成 5 年度

山口 明彦 飯尾 明生

坂本敏夫 徳元俊伸

平成 7 年度

小林 大介 A吊・ 暁夫

Desh111u111 Patcharaporn 

真崎雄一 木下 哲

平成 9 年度

Panpoom, Sayamrat 

瀧 娯子 真野 巨ロI— 一

小阪 占
ヤ

，

・
(

小久保拙樹

和田 拓治

水野 伸彦

西脇妙子

星野 敦

平成 4 年度

阪本康司

許 品仙

平成 6 年度

徐新

)~11 /J湘翡j

平成 8 年度

濱ij 1 裕必

新谷 隆史

久富忠 111:

平成10年度

渡沿 山忠

1 1 1 1+1 他、出

邸橋 美佳

井上香織

鮒田 知生

大住 尤史

平岩 呂子

社桂~
 

＂
矢

槻木 :,',:.ｭ

•U.-

勝 義直

大場裕一

松浪勝義

林 澗
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大学院教育協力

基礎生物学研究所は，大学共同利用機関 として ， 広く払礎生物学及びこれに関連する分野における研究者の共同利用に

供されるとと も に，研究者の壺成に関しては ， 国 ・ 公 ・ 私立大学の要請に応じて ， 「特別研究学生」を受け入れ，大学院

における教育に協力を行ってきたが，近年における ， 研究所の研究活動への大学院学生の参画の重要性に鑑み，平成9年

度からは当該大学院学生を「特別共同利用研究且」として受け入れ，併せて研究指蔚を行い大学院教育の協力を行うこと

とした。

■ 平成 l l 年度特別共同利用研究員
氏名 所屈大学院 ・ 研究科 ． 馬攻等 研究題目

深尾 腸一朗
福井県立大学 生物森源学研

植物オルガネラの細胞生物学的研究
究科生物；貧源学尊攻

若林磁
東京大学理学系研究科

鞭毛ダイニン外椀の構築
生物科学尊攻

大綱英生
名古屋大学 理学研究科

ショウジョウバ工を使った脳の立体構造，機能解析
生命理学専攻

松嶋 良次
名古屋大学理学研究科

メダカの性分化に関する細胞分子生物学的研究
生命理学専攻

西 田 満
北海道大学薬学研究科

TGF憎スーバーファ ミリーのシグナル伝達機構
製薬化学専攻

西 田 弥生
名古屋大学理学研究科

逍伝的手法によるTGF- 1'3 シグナル伝達因子のスクリーニング
生命理学専攻

永 井兵一
名古屋大学理学研究科 TGF汎スーパーファミリーシグナル伝達分子Smaclの新たなシグナル
生命理学導攻 分子としての役割

ノ,ヽ 7!'J1< 1,,-l. ,. ,立ふ: 東京都立大学 理学研究科 ホウライシダにおける胄色光受容体遺伝子の機能解析
生物科学専攻

佐藤 良勝
東京都立大学 理学研究科

機械的刺激により誘祁される業緑体運動の解析
生物科学専攻

小野 浩 司
大阪大学 基礎工学研究科

大Jjj対甚底核の神経回路形成機構
システム人間系専攻

高橋正 治
大阪大学 基礎工学研究科

ゼプラフィシュ神経系の機能発達
生物工学専攻

坂 H:I 秀 = 京都大学理学研究科 視聴1:と弁別課題を遂行したラット大脳新皮質における課題依存的なc-
生物科学専攻 Fosの発現様式

邸 岡 良平
京都大学理学研究科 辿動学摺／ ドにおける脳内での追伝子発現の研究
生物科学専攻

佐野亮輔
千葉大学 自然科学研究科 ミズワラピを用いたホメオボックス追伝子の機能解析
情報システム科学馬攻

西 111 序'.' 明
東京大学理学系研究科 ニセツリガネゴケ相同紐換え系を用いた形態突然変異休ライプラリー
生物科学専攻 の作成

棚橋伐子 東京大学理学系研究科
生物科学専攻

Physcomi1rclla patens を川いたshoot apical mcri stcmの解析

野 口立彦
東京大学 総合文化研究科 Xenopus 卵を 11 l いたアクチン細胞骨格系の調節機構の研究
広域科学専攻

l」 l 城佐和子
東京大学 総合文化研究科

Xenopus !JIｷ! の細胞質分裂を担うタンパク質の研究
広域科学専攻

難波 聡
東京大学 医学系研究科 哺乳頬性腺の性分化過程で発現する転写IJ;I子の /iJ名析
生殖 • 発達 ・ 加齢医学専攻

柳 瀬 隆太郎
東京大学 総合文化研究科

Xenopus 卵の細胞質分裂制御系の研究
広域科学専攻
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基礎生物学研究所コンファレンス

当該研究分野の現状分析や研究計画を討議する国際研究集会を，基礎生物学研究所コンファレンスと称して，それぞれ

の特定研究について毎年開催している。

The 41th NIBB Conference 

November 4-7, 1998 

第41回基礎生物学研究所コンファレンス「Frontier of the 

Genome Biology of Escherichia coli (大腸歯 その統合像を

目指して）」は ， 大腸菌の全ゲノム配列が決定されたこと

から，大腸菌の分子生物学の研究環境が大きく変化したこ

とがその開催のきっかけとなっている。 大腸歯に限らずゲ

ノム生物学とも呼ぶべき世界的な流れが生まれ，実際多く

の細歯や酵母などで，全逍伝子の構造とその配i社が次々と

明らかにされ，そこから得られる情報が，その分野の生物

学に大きく寄与することが明らかとなりつつある 。 さらに

それに留 ま らず，生物を全遺伝子ネットワークの統合体と

して捉える視点からの研究が始められようとしている 。 特

に，統合的視野からの大腸苗の解析は，今後の真核生物の

同様な解析の試金石的意味あいから ， 大きな注目と期待が

寄せられている。 こ のような状況の下，分子生物学の開始，

発展に寄与してきた過去と，ゲノム樅造が明らかになった

現在までの成果を把握し ， 今後の問題．点に対する認識を共

有するため，何が明らかにされねばならないかを ， 国内外

のこの分野で第一線で活躍されている研究者に招いて，開

かれたのが本コンファレンスである 。 参加者は，招待講浙

者が， 国外10名及び国内25名 ， 一般参）JII者を合わせ約110

名であり，終始活発な討論や情報交換がなされた。 また ，

懇親会では，研究者同志の親密で友好的な交流がなされ，

大変好評であった。 今後のこの分野の進展に大きな寄与が

出来たと考えている。

International Symposium 

Frontier of the Genome Biology of Escherichia coli 

NOVEMBER 4-7,1998 

Okazaki Conference Center 

Okazaki, Japan 

We would like to extend particular thanks to the Ministry of 

Education. Science and Culture of Japan and Japan Society for 

the Promotion of Science for grant support which permined this 

symposium to occur. 

Symposium Organizer: Takashi Horiuchi. National Institute for 

Basic Biology 

Program Organizers: l-liroji Aiba. Nagoya University 

Kiyoshi Mizobuchi, University of Electroｭ

C ommumca11on 

l-lirotada Mori, Nara lnsilllle of Science 

and Technology 

Yoshikazu Nakamura, University of Tokyo 

Takashi Horiuchi 

SCIENTIFIC PROGRAM 

W ednesday, November4 198 

12:00-14:00 Registration & M 1xer 

14:00-14: IO Opening Remark (Mohri, H & Ozeki. H) 

Session I; Genome Project. 

Chair person; Isono, K. (Kobe Univ.) 

14:10-14:40 Makino. K. (Osaka Univ.) 

"Genome Analysis of Enterohemorrhagic｣. coli 0157:H7 

Derived from Sakai Outbreak" 

14:40-15:00 Horiuchi. T. (Natl. Inst. Basic Bilo.) 

℃ omparison between Genomic Sequences of the Two｣. 

coli strains, W3 I 10 andMG 1655." 
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15:00~ 15:25 Tabata, S. (Kazusa DNA Res.) 

"Genome Analysis of Arabidopsis 1lwlia11a" 

15:25-15:45 Break 

Session 11; Genome Dynamics I 

Chair; Maki, H. (NAIST) 

15:45-16:15 Miller, J. (UCLA USA) 

"Genomic Studies of Mutators and Mutations" 

16:15-16:40 Hiraga. S. (Kumamoto Univ.) 

"Genetic Control of Chromosome Positioning in｣. co旦

16:40-17:05 Kobayashi. T. (Natl. Inst. Basic Biol.) 

"Physiological Function of the DNA Replication Fork 

Barrier (RFB) site in｣. coli and Yeast" 

17:05-17:30 Mizobuchi, K. (Univ. Electro-Comm.) 

"Organization and Diversification of Genomes of lncF and 

Incl Plasmids by Shuffling of Functional Modules" 

17:40-19:30 Welcome Party 

Session III; Genome evolution and comparative 

genom1cs I 

Chair; Kanehisa, M. (Kyoto Univ.) 

19:40-20: IO Galperin, M. (NCB I USA) 

"Families of Orthologous Enzymes from Complete 

Genomes: Use in Functional Annotation" 

20: I 0-20:40 Labeclan. B. (Inst. Genet. Microbio. Univ. Pansｭ

Sud France) 

"Use of Paralogous Proteins to Trace Back the Evolution of 

Proteins and of Procaryotic Genomes" 

Session IV Functional analysis 

Chair;Miki,T. (Kyusyu Univ.) 

20:40-21 :05 Mori. H. (NAIST) 

"Proposal for Systematic Analysis of Escherichia coli in 

Post Genome Era" 

21:05-21:30 Murakami, Y. (RIK.EN) 

"Systematic Functional Analysis of Novel Genes of 

Saccharo111yces cerevisiae" 

Thursday, November 5 

Session IV; Genome evolution and comparative genomics 

II 

Chair; Sugawara, H. (Nat. Inst. Genetics) 

9:00-9:30 Kanehisa. M. (Kyoto Univ.) 

''Prediction of Biochemical Pathways from Complete 

Genome Sequences and Gene Expression Profiles" 

9:30-10:00 Overbeek, R. (Argonne Natl. Lab. USA) 

"Clues to Function from Comparative Analysis" 

10:00-10:30 Lichtarge, 0. (Baylor College of Med. USA) 
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"The Evolutionary Trace: a tree-based method of genome 

comparison that integrates sequence. structure and function 

information." 

I 0:30-10:45 Break 

Chair: Mori. H. (NAIST) 

I 0:45-11: IO Ohsawa, K. (ERATO) 

ｷｷAnalysis of the E.coli Genome by Two Dimensional 

Pauern Formation with Coloration" 

11 :00-11 :35 Sugawara. H. (Natl. Inst. Genetics) 

ｷ'Role of a Public Database in the Study of Microbial 

Genomes" 

11 :35-12:30 Lunch 

xcurs1on to A1ch1 Prefecwral Ceramic Museum 12:30-16:30 E . ( . . 

by Bus) 

16:30-18:30 Poster Session 

18:30- Eve111110 meal 
"' 

Friday, November 6 

Session V; Global gene regulation 

Chair; Aiba, H. (Nagoya Univ.) 

9:00-9:30 lshihama, A. (Natl. Inst. Genetics) 

"Control or the Promoter Selectivity and Transcription 

Activity of Esc!teric!tia coli RNA Polymerase" 

9:30-9:55 Nakamura, Y. (Tokyo Univ.) 

.. Molecular Mimicry between Protein and tRNA" 

9:55-10:20 lnokuchi. H. (Kyow Univ.) 

‘’〇rganizat i on of tRNA Genes and Search for Other tRNAｭ

like Structures in the Whole Genome of E.coli" 

I 0:20-I 0:50 Break 

Chair: Mizuno. T. (Nagoya. Univ.) 

10:50-11:20 Netzer. WJ. (Cornell Univ. Grad. Sch. Med. Sci .. 

USA) 

ｷｷHas the｣. coli Genome Been Shaped by Mechanics of 

Protein Folding ? " 

11 :20-11 :45 Ito, K. (Kyoto Univ.) 

℃ ellular Machinery for Transloca1ion. Folding. and 

Degradation of Cell SurfaceProteins" 

11:45-12:10 Tokuda. H. (Tokyo Univ.) 

.. Many Lipoproteins Predicted in｣. coli.: Their Expression. 

Membrane Localization, and Functions" 

12:10-13:30 Lunch 

Chair: lshihama. A. (Nat. Inst. Genetics) 

13:30-13:55 Mizuno. T. (Nagoya Univ.) 

.. His-Asp Phosphorelay: from Bacteria 10 Plants" 

13:55-14:20 Yura. T. (HSP Research) 

.. Regulation o「 the Heat Shock Transcription Factor Sigma 

32 and Its Homologs" 

14:20-14:50 Inouye, M. (Robert Wood Johnson Medical School 

USA) 

.. Why does｣. coli contain as many as nine CspA 

homologues while M. (/(berculosis contains only two? " 

14:50-15:15 Ogura, T. (Kumamolo Univ.) 



ｷｷCellular Activities Controlled by The Bacterial AAA 

Protease. FrsH" 

15:15-15:45 Break 

Chair: Nakamura. Y. (Univ. Tokyo) 

15:45-16:10 Aiba. H. (Nagoya Univ.) 

ｷｷGlucose Repression and Glucose Induction in Escherichia 

coli" 

16: I 0-16:40 Paulsen. I. (Univ. of Sydney. Australia) 

"Microbial Genome Analyses: Global Comparisons of 

Transport Capabilities Based on Phylogenies. Bioenergetics 

and Substrate Specificities" 

16:-10-17:05 Nakano. A. (RlKEN) 

ｷThe RER2 Gene Family Encodes cis-Prenyltransferase. a 

Key Enzyme that is Essential for the Dolichol Synthesis in 

Eukaryotes and for the Carrier Lipid Formation in Bacterial 

Cell Wall Synthesis" 

17:05-17:30 Tobe. T. (Tokyo Univ.) 

The 42nd NIBB Conference 

"TUBULIN: 30 YEARS LATER" 

February 24-26, 1999 

チュープリンは細胞内で多くの重要な働きをしている細

胞骨格の一種，微小管を構成している蛋白質で， 1968年に

毛利秀雄により新柾の蛋白質として同定 · 命名された。 第

42回基礎生物学研究所コンフエレンス 「TUBULIN : 30 

YEARS LATER ( チュ ー プリンの30年後）」は ， チュープ

リン命名後30年を経過したのを機に，いろいろな生物を用

いてチュープリンや微小管の構造や機能を研究している国

内外の第ー線研究者を招いて行われ，終始活発な討論や梢

ｷｷMolecular Basis of Virulence Expression in 報交換が行われた。 本会諾の企画 ・ 内容についての参加者

Enteropathogenic｣. coli (EPEC)" 

18:30- Banquet & Concert 

Saturday, November 7 

Session VI; Genome dynamics II 

Chair; Shinagawa, H. (Osaka Univ.) 

9:00-9:25 Niki. H. (Kumamoto Univ.) 

"Dynamic Organization of Choromosomal DNA during the 

Cell Division Cycle in Escherichia coli" 

9:25-9:55 Cornet. F. (CNRS Toulouse. France) 

ｷｷRegulation o「 chromosome dimers resolution in｣. coli" 

9:55-I 0:20 Kato. J. (Univ. Tokyo) 

--1c1entification and Characterization of a Novel Gene. Iida. 

Which is Involved in DNA Replication" 

I 0:20-10:40 Break 

Chair: Hiraga. S. (Kumamoto Univ.) 

10:40-ll:10 Michel.B.(INRAFrance) 

"The Role of Homologous Recombination during 

Chromosomal Replication in｣. coli" 

11: 10-11 :35 Shinagawa. H. (Osaka Univ.) 

ｷｷMolecular Mechanism of Hmologous Recombination in｣. 

coli: Resolution of Holliday Recombination lntermecliatcs 

by RuvA. RuvB and RuvC Poteins" 

11 :35-12:00 Ol11ubo. E. (Tokyo Univ.) 

ｷｷ1c1cntification and characterization of IS elements rcsiclin<> 
こ

on the｣. co/iK-12 chromosomes" 

12:00-12:25 Maki. H. (NAlST) 

"Molecular Mechanisms of Spontaneous Mutagenesis in 

Escherichia coil" 

12:25-12:35 Conclusion Remark (Yura. T) 

の評価は高く ，この30年間におけるチュープリン研究の総

括のみならず，今後の当該分野の研究動向を見極める上で

も非幣に有意義な会識であった。 参加者は国外からの招待

者1 1名を含め60名を越えたが，お互いの交流を深める上か

らも伐重な機会となった 。 なお，この会議での講演はすベ

て， o r i g i na lあるいは rev iew pape r として練められ， Cel l

Structure and Functionに掲載される予定である 。

The 42nd N /BB Conference 加bu/in: 30 Years Later" 

Program 

February 24, Wednesday 

13:00-14:30 Registration 

14:30 H. Mohri. 

"Openinー Remarks" 
0 

14:50-17:30 Session I. Chairpersons: R. Kamiya and T. J. lloh 

14:50 K. H. Downing and E. Nogalesｷ 

"Tubulin structure: insights on microlllbule properties and 

functions 

15:25 K. Hirose, R. A. Cross and L.A. Amos: 

"Three-dimensional structure of the microtubule-kinesin 

complex" 

16:00-16:20 Coffee Break 

16:20 H. P. Erickson and C. Lu: 

ｷ'Site-directed mutagenesis of bacterial cell division protein 

FtsZ" 

16:55 T. Arai. S. Takagi. A. Matsuda and T. Ohuch1: 

ｷｷuse of monoclonal antibodies to study polyglutamylation-
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induced conformational change in wbulin" 

18:00 Mixer 

February 25, Thursday 

9:30-12: IO Session II. Chairpersons: M. Nishimura and 

H. Ishikawa 

9:30 M. Caplow and S. Tillman: 

Feburary 26, Friday 

9:30-12: IO Session IV. Y. Nagahama and T. Miki-Noumura 

9:30 B. R. Oakley, N. Prigozhina, C. E. Oakley and 

M. K. Jung: 

"Functional studies of y -tubulin in Aspergillus niclulans" 

I 0:05 S. Takada. T. Shibata, Y. Hiraoka and H. Masuda: 

"Role of RNR-M I in microtubule nucleation at the 

"The tubulin dimer: dynamics and equilibrium for subunit cemrosome" 

d1ssoc1ation and mechanism for GTP hydrolysis" I 0:40-11 :00 Co「fee Break 

10:05 Y. Hiraoka: I 1:00 Z. Wang and M. P. Sheetz: 

ら·n-uorescence 11naging of microtubule dynamics in livingｷ'The c-terminus of wbulin increases cytoplasmic dynein 

cells" and kinesin processivity" 

I 0:40-11 :00 Coffee Break 11 :35 Y . Hamaouch1: 
こ9

11 :00 D.Chretien: "Cleavage fu rrow 「ormati on modified by microtubule 

"S しruclllral basis of 1111crotubule dynamic instability" inhibitors, colchicine and taxol in sea urchin eggs" 

11 :35 M. Muraoka, H. Fukuzawa, A. Nishida, K. Okano, 12: I 0-13:30 Lunch 

T. Tsuchihara. A. Shimoda.Y. Suzuki, M. Sato, 13:30-17:20 Session V. Chairpersons: K. Ogawa and R. Nagai 

M. Osumi and H. Sakai: 13:30 N. Shiina and S. Tsukita: 

"The eff f GTP ｷect o various analogues on 1111crotubule "Regulｷ ｷ at1on of 1111crotubule organization durinー interphase 
~ 

assembly" and M phase" 

12: I 0-13:30 Lunch 14:05 D. Job: 

13:30-17:20 Session Ill. Chairpersons: H. Murofushi and "STOP p — rote1ns are maJOr effectors of m1crotubule stability 

H. Hotani 

13:30 K. Fraire, C. M. Waterman-Storer, D. Gruber, 

E. D. Salmon and J.C. Bulinski: 

'ｷDynamic behavior of GFP-labclcd E-MAP-115 

(Ensconsin) in cultured cells" 

14:05 S. Hisanaga and T. Kishimoto: 

"Molecular mechanism of mi101ic microtubule-

destabilization by phosphorylation of MAP4 with cdc2 

kinase" 

14:40 L. Wilson: 

111 various cell types" 

14:40 K. Fujiu and 0. Numata. 

"Localization of microtubules during macronuclear division 

in Te1rahy111ena and possible involvement of macronuclear 

microtubules in'amitotica1ｷchromatin distribution" 

15:15-15:35 Coffee Break 

15:35 M. Kurachi, Y. Komiya and T. Tashiro: 

ｷ'Biophysical properties of stable microtubules in neuritcs 

revealed by optical techniques" 

16: 10 R. E. Stephens: 

.. Microcubule dynamics: potent kinetic suppression b, ) ·Turn over of tubulrn 111 c1lrary outer doublets" 

anticancer drugs and MAPs" 16:45 Y. Mineyuki: 

15: 15-15:35 Coffee Break "Diversity of MTOCS ・111 lower land plants and the evolution 

15:35 M. Katsuki. K. Tokuraku, H. Murofushi and 

S. Kotani: 

"Functional analysis of microtubule-binding domain of 

bovine MAP4." 

16: IO P.A. Curmi, 0. Gavel, E. Charbaut. S. Ozon, 

S. Lachkar-Colmerauer, Y. Manccau. S. 

Siavoshian and A. Sobel: 

'"Biochemical and functional interaction of tubulin with 

stathmin family proteins" 

I 6:45 T. J. ltoh, T. Fujiwara. T. Shibuya. K. Akagawa and 

H. Hotani: 

ｷ'Inhibition of microtubule assembly by HPC-1 /syntax in I A, 

an exocytosis relating protein" 

18:00 Banquet 

62 

of cytokinetic apparatus and spindles in higher plants" 

17:20 H. Hotani 

℃ oncluding Remarks" 



共同研究活動

平成10年度において実施したテーマ等を掲載する 。

〈 グループ共同研究〉

(!) 近藤忠雄 （名古Ii:大 ・ 化学測定機器） • 吉田久美（椙山女大 • 生活） ； 西i羊アサガオ花弁細胞のpHflilH月l に関する研究

(2) 奥野 誠 （東京大院 ・ 総合文化） • 石島純夫（東京工大） ； 梢子の迎動制御機構とその意義

(3) 阿形ii'i"fl l (姫路こ[大 ・ 理） ・ 小野珠乙 （信）+I大 ・ 農 ） • 野田野治 ・ 木野勝敏 （愛知県養文射iJf ) ; 辿伝十祁入ニワトリ

の作出

(4) 中山圭子 ・ 古 11:1 勲 （窪 111医楽人． ） ． 尾口仁志（鶴見大 歯学部） ； 歯肉細胞の基質に対する接灼性に関する研究

(5) 村上富士夫 · 1 1 1本 1 f. 彦（大阪）＜院基礎工） • 花村健次 （大阪大院生） • 石浦正突（名古屋大 ・ 理） ・ 小林裕明 ・ 白崎

竜一（科学技術振判 'jf菜団） • 吉原良浩（理化研 ・ 脳科学聡合研） ； 大脳皮質における ,~1特悦的因子の探索

〈個別共同研究〉

(l) 野末雅之 （信州）＜ ・ 栽維） ； プロテオリシスによる60-k Daポリフェノールオキシダーゼの活性化に関する研究

(2) 前島正義 （名，1,妊大 ・ 牒 ） ； 種 f形成 • 発芽過程での液胞膜酵素の変動に関する /iJf究

(3) 森 仁志 （名占／立大 ・ 牒 ） ； 翡等植物の／？ ー酸化系に関する研究

(~) 川北―•人 （名古届大院 • 生命牒） ； 植物の生体防御機構における抵抗性因子に関する µJf究

(5) 山口淳二（名古）丞）(ｷ 生物分子応答研究セ ） ． 森田f釦義 （名古屋大院生） ｷLorenzo. Gugliclminctti (学振特別研究

貝 ） ； 梢輸送 ・ センシングの分子機構に関する追伝学的解析

(6) 新居直祐 （名城）(. /此） ； 閑境ストレスに対する果樹業の応答機構の解析

(7) 岡田泊孝 • 石．＇恥登衛 （京都大院 ・ 理学） ； シロイヌナズナHY5逍伝子の菓緑休形成における役割

(8) 幡野恭子 （京都大 ・ 総合人間） ； 液胞タンパク質の細胞内輸送機構の解析

(9) 野口哲子 （奈良女 Jこ大 · ・理） ； シロイヌナズナにおける液胞プロセシング酵索発現細胞の超微形態学的研究

(10) 南 善子 ・ 松原 央 （岡 ill耶大 ・ 理） ； 藍植物におけるインジカン代謝経路の研究

(11) 江坂宗春 （広島大 • 生物生産） ； 邸等植物カタラ ーゼのミクロボディ ーヘの輸送機構の解明

(12) 佐藤 光 （九）+I大 · 牒） ； 液胞内プロセッシングを制御する遺伝的メカニズム

(13) 三村徹郎 （一柏大 ・ 商） ； 植物細胞）j岱における Na依存輸送系の証明と解析

(14) 木南英紀 • 上野 隆 ・ 谷田以誠 (/l!n天棠大 ・ 医 ） ; APG7逍伝子産物の自食作用における役胄lj

(15) 大隅流里＋ （帝京科学大） ； 酵舟の自食作川に関与するAPG4, A PG7およびAPG15辿伝子の機能解析

(16) 内山安男 ・ 渡部 剛 ・ 大沢良之 （大阪大 ・ 医） ; GH4Cl細胞におけるオー トフアジー小休形成異常の解析

(17) 佐野 泊 （北海追大 ・ 理学部附）,岱臨海尖験所） ； 卵の減数分裂過程におけるcdc2 kinaseの活性制御機構の研究

(18) 鈴木範男 ・ 日下部岳広 （北海追大院 ・ 理学） ； 小型魚頻の胚発生過程におけるグアニル酸シクラーゼ逍伝了·の発現調節

(19) 山下正兼 ・ 3姐II康―・ （北海迎大院 ・ 理学） ； 魚類卵成熟における卵成熟促進肉子 (MPF) 形成の分子機構
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⑳ 本道栄一（幣広畜産大） ； アオダイショウの精子形成過程における減数分裂関連追伝子の解析

(21) 三田雅敏 （帝京短大） ； ヒトデ卵成熟誘起ホルモン， 1- メチルアデニンの生合成系およびその活性調節に関する研究

四 平井俊朗 ・ 山口十四文 （帝京科学大） ； 魚頚精子形成に関する分子生物学的研究

四 徳元俊伸 （静岡大 ・ 理） ； サイクリン分解の分子機構の解析

切） 坪田敏男 （岐阜大 ・ 農） ； 哺乳動物の性腺におけるステロイド合成酵素の発現機序に関する研究

(25) 濱田文彦 ・ 秋山徹（大阪大 ・ 微生物病研） ； 新しいwinglessシグナル伝逹分子のクローニングとその機能解析

(26) 三田 悟 （静岡大 . J此） ； 植物の成熟老化の分子機構

(2刀 丹羽康夫 （静岡県立大院 • 生活健康科学） ； 完全合成改変GFPを利用 したタ ンパク質局在機構の解析

(28) 大山恭司 ・ 川村光毅 （疫應義熱大 ・ 医） ； マウス神経発生過程における細胞外基質分子および細胞接滸閃子の役割

(29) 西塚雅子 （順天棠大 ・ 医） ； 大脳皮質の形成における受容体塑蛍白チロシンホスファターゼの意義の解明

(30) 別府敏夫 （帝京科学大） ； 高発現35Sプロモータに結合したアテアロイル—ACP不飽和化酵素cDNA を祁入したタバコ

における花粉の低温感受性の改変

(31) 丑丸敬史 (i浄岡大 ・ 理） ; dehydroascorbate reduc1aseの機能解析

(32) 林 秀則 ・ 森田勇人 （愛媛大 ・ 理） ； ラン藻の辿伝子破壊による高温ストレス耐性機構の解明

知） 近藤泰男（束亜大 ・ エ） ； 形質転換が植物生体膜の脂質組成におよぼす影響

むI) 松田吉弘 （神戸大 ・ 理） ． 齊藤達昭（神戸大院 ・ 自然科学） ； クラミドモナスの配偶子分化を制御するUV-A光受容

体の光生理学 · 分子追伝学的研究

(35) 長谷部亮 (J此業生物査源研） ； 微生物転移因子の単離と構造 ・ 機能解析

(36) 詞橋咲子 (J此業生物査源研） ；ィネ葉鞘のシンク ・ ソーストランジション機構の解明

(31) 稲垣JI)]子 （果樹試験場） ； カンキツ類における体細胞変異機構の解析

(38) 斎藤規夫 （明治学院大） ； アサガオの花の斑点模様の解析

(39) 小林裕和 (i浄岡県立大院 • 生活健康） • 吉本光希 · 榜谷真男 (j'(f,岡県立大院生） ； 高等植物における築緑体機能発現

制御機構の解析

00) 仁田坂英二（九・）+I大 · 理） ； アサガオにおける ， トランスポゾンタギングを利用した追伝子クローニング系の I開発

釦） 大城 香 （京海大 • 海洋） ； 浴原性ウイルスによる海廂窒索固定らん藻トリコデスミウム現存拡の制御 ： 培投系を用

いた解析

似） 二木宏明 ・ 甲斐信行 ・ 宮川剛（理化研 ・ 脳科学総合研） ； 聴j芯性痙原のプライミングと遺伝子発現

03) 坂野 仁（東京大 ・ 理学系） ； トラ ンスジェニックマウスを用いた嗅党系の研究

(44) 赤川公朗 ・ 藤原智徳 （杏林大 ・ 医） ； 開口放出関辿蛋白質HPC-1/sytaxinlAの機能解析

個 三原勝芳 （九州大院 ・ 医学系） ．鹿山達司 （九川大院生） ; DAX-1の発現と機能の解析

~16) 伊藤元己 （千葉大 ・ 理） ；イチョウMADS辿伝子の機能解析

仰 植田邦彦 （金沢大 ・ 理） ； マッバランにおけるMADS辿伝子群の発現部位の特定化

~18) 稲葉ー男 （東京大 ・ 理学部附属臨海実験所） ； 梢子鞭毛運動調節タンパク質の同定と構造解析

細） 島山尚志 ・ 魚住信之 ·Pinontoan , R (名古屋大 • 生物分子応答センター） ； 孔辺細胞におけるアプシジン酸シグナル

伝達の分子機構

図 飯田秀利 （東京学芸大） ； 出芽酵母の性フ ェ ロモンの作Jl:I機構

(51) 飢田淳子（順天堂大 ・ 医） ； 南米型トリパノ‘ノーマ感染宿主細胞の増殖抑制機構の解析
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(52) 広野雅文 ・ 八木俊樹 （東京大院 ・ 理学系） ； クラミドモナスのアクチンの細胞内機能の追求

(53) 沼田 治 （筑波大 • 生物科学系） ； 細胞質分裂の分裂シグナルの実体の解明

ｷ-o 弓削昌弘 （福岡女了大） ； アフリカッメカエル背側決定機構の解明

国 森上 敦 （名古/jl・大院 • 生命牒学） ； 植物におけるタンパク質の液胞への輸送機構

(56) 西田生郎 （東京大院 ・ 理学系） ； 梢物の凍結耐性に関するM究

(57) 岩田 久 ・ 米「II大平 （名古屋大 ・ 医） ． 鈴木健司 （名古屈大院生） ； 骨 . ll次骨形成におけるサイトカインの役割一骨

形成因子 (BMP) を中心に ー

蕊 佐藤直樹 （埼玉大 ・ 理） ； 低温誘祁追伝子の制御機構の研究

(59) 村上明男 （神戸大 ・ 内海域機能教脊研究センタ ー ） ； 植物液胞プロセシング酵索の特性化

(60) 森安裕二 （静岡県立大 ・ 食品栄従） ； オオムギ根を用いた植物のリソ ソーム様オルガネラの解析

(61) 野口博司 （静岡県立大 ・ 薬 ） ． 塩JI I健一（静岡県立大院生） ; lpomoea屈植物のカルコン合成酵素辿伝—(-の解析

(62) 門田明雄 （東京都立大 ・ 理学） ； 細胞内菜緑体光定位迎動の生理学的 ・ 細胞生物学的 · 分子生物学的朋析

(63) 加藤 朗 （新潟大 ・ 理） ； 形骰転換植物を川いたペルオキシ‘ノーム局在型低分子：1し然ショック蛋白質の機能解析

詞 黒岩常祥 （東京大院 ・ 理学系） ・ 宮城島辿也 （東京大院生） ； マイクロ ポデイの分裂妍勉機構の解析

(65) 木村吉伸 （岡山大 . ;;i) ; 植物細胞内における2種N―グリカン遊離酵素の局在性i帷析

(66) 細谷浩史 ・ 堀 麻希 （広島大 ・ 理） ； 細胞分裂期におけるミオシンリン酸化の役割

67) 松山倫也 （九・）+I大 ・ 農） ； 魚類の卵成熟誘起ホルモンの生成及び作川の分子機構

(68) 東藤 孝 （新渇）(ｷ 理学部附屈臨海実験所） ；魚類の性ステロイド受容体の構造と機能に関する研究

(69) 酒井則良 （福井県立大 • 生物脊源） ； 培' :r細胞を移植したキメラゼプラフィッシュの/ff(析

(70) 飯野雄一（東京大 ・ 迅伝子実験施設） ． 花沢桃世 （東京大院/u ; 線虫の生殖腺に特異的に発現する辿伝了·の包括的

同定

171) 渡辺一雄 （広島大総合科学） ； ナガサキアゲハの翅脈形成メカニズムの電子顕微鏡的研究

(72) 斉藤和季 · 平井1褻美 （千葉大 ・ 薬 ） ； 翡等植物のアルカロイド生合成に関する分(-生物学的研究

(73) 端川 勉 · 梁）l1jし（義 （理化研 ・ 脳科学総合研） ； 大脳皮質GABA作動性シナプスの分子形態学的解析

⑳ 七田芳則 （京都大院 ・ 理学） 大西暁士 （京都大院生） ； 虚長類の色‘此異常多様性の研究

(i5) 平野丈夫 （京都大院 ・ 理学） • 田中暢明 ・ 窃岡良平 （京都大院生） ； 小脳可塑性に関与する分子の探索

(76) 竹市雅俊 （京都大院 ・ 理学） ． 坂田秀三（京都大院生） ； 記憶学習課題下での辿伝子発現の研究

(77) 四田栄介 （京都大院 ・ 理学） ・ 藤田宏志（京都大院生） ; ',,•,~ 艮類大脳皮質特異的に発現する追伝子の構造とシグナル

伝逹系の解析

(78j 近藤勝彦 ・ 星 良和（広島大 ・ 理） ； 核内塩基配列比較解析によるコモウセンゴケ複合体とムジナモの地域集団間に

みられる種内多様性の研究
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〈研究会〉

(I) 内藤 哲 （北海道大 ・ 股 ） ； 種子形成における細胞機能変換のダイナミズム

(2) 内山安男 （大阪大 ・ 医） ； リソソーム／液胞のダイナ ミクスに関する総合研究

(3) 池内昌彦 （東京大院 ・ 総合文化） ； 光合成の制御機構の解明をヒ1 指して

(4) 石川裕二（科学技術庁放射線医学総合liJf) ; 小型魚類研究集会 （生殖 • 発生 ・ 逍伝子 ・ 脳）

(5) 榊 利之 （京都大院 . ; 此学研究科） ； チトクロ ーム P450fiJf究の現状と展望

〈大型スペクトログラフ共同利用実験〉

(!) 堀 「l他雄 （北海道大院 ・ 理学） ； 渦鞭毛泌における走光性ならびに発芽過程の光受容メカニズムの解析

(2) 竹内裕ー（北海道東海大 · エ） ． 飯田洋ーf- (北海道東海大院生） ； 植物のDNA損1紡光修復酸索の波長依存性の解析

(3) 古橋勝久 （新潟大 ・ 理） ． 多田欣史 • 西本 禅（新潟大院生） ； ネナシカズラの寄生根誘~(f, に対する青色光効呆の光

受容休の解析

(4) 七條千津子 （神戸大 ・ 理） ； フィトクロム P「r作用増幅に関わる紫外光受谷体の検索

(5) 秦 恵 （神戸大 ・ 理） ｷJhon B. Hays (Oregon S1a1e Univ) ; 高等植物のDNA拍俗光回復酵索の作用スペクトル

(6) 古滞佳也 （放射線医学総合研） ． 栴枝光太郎 （立教大） ． 根岸和雄 ・ 根岸友忠 （岡山大） ． 宗像侶生 （国立がんセン

ター ） • 安田仲宏 （科技団） ． 王 （放医研） ｷ1-lornec. G (Inst. Aerospace Med) ｷ 池-J:111広伸 （東北大 ・ 医） ; DNA1fH筋

の近紫外頷域作用スペクトルの研究

(7) 長谷川英一（水産工学研） ； 光視運動反応装i在による魚煩の行動制御に関する 1ilf究

(8) 旧澤栄五郎 （柚浜Tl i立大 ・ 理） • 安増郁夫 （早稲田大 教脊） ； 海産無脊椎動物のNADH ・ シトクロムc遥元酵索の

光照射による活性化のliJf究

(9) 飯郷雅之 （塑マリアンナ医科大） • 田月II満生 （帝京科学）() ; 魚類の松果体 ・ 1恨球におけるメラトニンリズムにおよ

ぼす様々な波長の光照射の影牌

(10) 近藤矩朗 （東京大院 ・ 理学系） • 清水英幸 ・ 中嶋信美 （国立珠境研） ； キ ュウリの成長に及ぼすUV-Bの影押

(11) 大森正之 （東京大院 ・ 総合文化） ・ 広瀬正紀 （和歌山大 教脊） ；ラン藻における光信号伝逹機構

(12) 菅井迫三 ・ 唐原一郎 （富山大 ・ 理） ． ？凋屋絵里子 （宜 ILi大院生） ； 紫外， 1『色域光によるシダ胞子発芽の誘祁及び抑

制効果の解析

(13) J占源一郎 ・ 菅井道三 (';姐l」大 ・ 理） • ;:':j屈絵呈子 ． 横III正樹 （宜山大院生） ； エン ドウ上胚軸のカ スパ リー線形成を

一時倅止させる光の作川スペクトルの測定

(14) 近藤孝男 • 石浦正突 （名古屋大院 · 理学） • 井上千晶 • 岡本和久 （名古屋大院生） ｷJohnson C. H. (Vanderbill A) ｷ 

Golden, S. S. ・ 片山光徳 (Texas A & M大） ； 光による藍色細菌の概日性時計の位相制御

(15) 戯恥'{則 ・ 椎名 隆 ( ;;t都大 ・ 総合人間） ； 葉緑体psbD辿伝子の発現を制御する生物時計の光人力系についての/fJ名析

(16) 佐々木政子 （東海大 ・ 総合科学技術研） ． 竹下 秀 （学振特別研究員） ； 太陽紫外線の人体影押測定様小型センサー

の開発と評価[!]

(I 刀 武田邦彦（芝浦工大） ・ 大石不二夫 • 西本右子（神奈川大 ・ 理） ； 生体関辿邸分子材料の光劣化と構造変化

(JS: 三好磁雄 （福井医科大） ； 癌細胞をどの光培感剤とどの波長で照射したら，アポト ーシス細胞死が起こ りやすいか？

(19) 上田哲男 （北海道大 ・ iじ子科学研） ． 垣内康孝 ・ 古家 奨 （名古屋大院生） ； 粘菌変形体の光フラグメント化

⑳ 鳥飼章子 （名古屋大 ・ エ） ・ Andrady, Anthony L. (Resarch Triangle Inst.) ; 天然高分子の光分解に対する波長効果
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(21) 黒 IU真ー ・ 大澤善次郎 ・ 木 1/IJ富士子 （群馬大 . T.) . 佐藤健 ri] (/作馬大院生） ； 芳香族邸分千材料の光反応に関する

{i)f究

(l2) Bolle Cordelia (The Rockefeller University Laboratory o「 Pl ant Moleeular Biology) ; The role of phytochrome in germination 

四 Dmitrievich V. ｷM. Kabachevskaja (The lnstilllte of photobiology of the National Academy of Scienceヽ of Belarus) ; The 

measurement of action spectrum of the phospholipase D in oat seedlings 

124) 岡田清孝 （京都大院 ・ 理） ． 酒井逹也 （学振特別研究且 ） ； シロイヌナズナの根の光胴性に関わる突然変異体平lの分

-f-辿伝学的解析

〈形質統御実験施設共同利用実験〉

(1) =」；哲夫 • 投島祐治 ・ 久保友彦 （北海道大 ・ 農） · LI i下志功 · 萩｝原栄揮 （北海道大院生） ； キンギョソウ ・ トランス

ポゾンTam3の温度依存性を示す転移制御機構の解IJJ-j

(2) 小関良宏 （東京農工大 ・ エ） · 1111-1 雅篤 （南九HI大 園芸 ） · 11111 1 兄世 （東京牒工大．エ） • 秋元宏文 ・ 伊藤佳央 ・

樋下 1 □大輔 （東京牒工大院生） ； 変異体植物を用いたアントシアニン合成系逍伝子発現の制御楼構の解明

(3) =: 木健良 （九州大 ・ 薬 ） ； 大）j易 1'.ぷi複製終決頷域の辿伝 f機能解析

(4) I Li I I和彦（杏林大 ・ 医） ； 小脳およぴ海海におけるシナプス 11r •~ll性と辿伝子発現に関する i彫気生理学的研究

(5) 櫻井芳雄 （京都大 ・ 霊長類研） ； 短期 • 長期記憶における追(1..; (-発現

〈形質統御実験施設ワークショ ッ プ〉

(I) 神経系の構築と記憶 （細胞分化機構第一tiJf究部門 ）

〈環境耐性植物共同利用実験〉

(1) ｷ11: 丸敬史 （静岡大 ・ 理） ; Dchyclroascorbate recluc tase逍伝子祁人形質転換植物の作出と環境ストレスに対する応答の

解析

(2) Panpoom. Sayamrat ( タイ ） ; Purification of the • 12 acyl-lipicl I c csaturase overexpressccl in Eschcnchia coli 

(3) Kiseleva. Larisa ( ロシア ） ・ R I — f I , cgu at1on o t 1e expression of the clcsaturase genes m cyanobacteria 

(,1) Magyar, Zoltan (ハンガリ ) — ; Study the s,gnalmg pathway of low tcmpcra!Ure in plants 

(5) Park. Young Mok (斡国） ; Mol I ecu ar genet,cal and photophysiological analysis of light signal perception mechanisms in 

syncchocystis sp. PCC 6803 

(6) Pcyachoknaoul, surin ( タイ ） ; lei 0 cntif1cat1011 of the anthocyanin biosynthctic gene in the sepals or lpomoca purpurea induced 

by cold stress treatment 

(7) Li, Hongqing (中国 ） ・ T, ransgc111c nee plants carry111g modified AillJ. 01―立座.Y gene 

(8) Hou. Cai-Xia ( 中国） ・ Ch, arac1enzat1on of transgenic plants 

(9) Hong. Wanjin ( シンガポール） ; Molecular machmery of plant vesicular transport 

(10) Coberly. Laurel Caitlin ( アメ リカ ） ・ Cl . f , 1aractenza11on o genes responsible for anthocya111n pigmentation in the common 

morning glory under vanous environmental stresses 

(I I) Todorova, Roumiana Todorova (プル ガリ ア） ; Stress resistant transgenic tobacco 

(12) Galiba, Gabor Otto (ハンガリ ) - ; A biotic stress tolerance of plants 
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(13) Gilmore. Adam ( アメリカ ） ; E「fccts of low-temperature stress on thylakoid energy coupling 

(M) RUENGJITCHATCHAWALYA. Marasri ( タイ ） ; Transformation of Cyanobacteria 

〈基生研セミナー〉

(!) 梅園和彦（京都大 · ウィルス研） ； レセプター型転写因子を通じた伝逹シグナル伝逹

(2) 室谷紘一（名古屋大院 ・ 理） ； 細胞什格による II岱小胞の形態形成

(3) 中野明彦 （理化研） ； 細胞メンプレントラフィックの制御機構

(4) 三上哲夫 （北海道大 ・ 牒） ； テンサイの細胞質雄性不稔性の分子機構

(5) 矢危栄隆 （東京都神経研） ； チロシンホスファターゼによる免疫系と神経系の制御

(6) 西田英介 （京都大院 ・ 理） ; MAPキナーゼカスケードと細胞内シグナル伝達

(i) 廣近洋彦 （牒業生物責源研） ；植物におけるレトロトランスボゾンの分子生物学とイネ ・ ゲノムの機能解析

藤沢淳子 （東京都臨床医研） ； 形態形成におけるメタロプロテアーゼ ・ デイスインテグリンファミリーの機能

(8) 森 郁恵 （名古屋大 ・ 理） ；線虫C. elcgansにおける温度走性の分子機構と神経制御

(9) 

〈所長招へい〉

(I) 11f木泊 （上智大学） (20) 浦井久栄 （邸山エ糾）

(2) Denes Dudits (ハンガリ ー科学アカデミー ） 訓 Mike Jones ( チ ェ スターピーティ ー研）

(3) Stephen M. ( コネチカット大） 四 大住克史 （熊本大 ・ 医）

(4) 内山郁夫 （東京大 ・ 医科研） (23) 住本英樹 （九・）+I大 ・ 医）

(5) 吉岡秀文 （徳島大 ・ エ） 砂 栗林太 （九州大 ・ 医）

(6) 金久府 （京大 ・ 化学研） 詞 大坪素秋 （久留米大）

(7) 萩原 淳 （ 日本グラフソ筑波研） 依6) 西谷秀男（九州大 ・ 医）

(8) 中村脂 （帝京大 ・ 法） 罰 井田美樹 （東京都神経研）

(9) 赤澤尭 （名古屋大）

(10) 井口泰泉 （横浜市立大）

(11) 小川雅広 （山口県立大 • 生活科学）

(12) 佐野消 （北海道大 · 理）

(13) 横澤英良 （北海道大 ・ 薬）

(14) 松岡一郎 （北海道大 ・ 薬）

(15) 松本他一（北海道大 ・ 薬）

(16) 海藤晃弘 （北海道束海大 ・ エ）

(11/ 田坂昌生 （奈良先端大）

(18) 岡本龍史 （東京都立大）

(19) 押尾茂 （帝京大 ・ 医）
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職員等名簿 6 月 111 現在

所長

名符教授

毛利秀雄

太 田行人

江 口 吾 朗

中研 一

竹 内 郁 夫

人
昭

節
義

田
木

岡

鈴

藤 田 善 彦

西村 幹夫 研究主幹 （併）

細胞機構研究部門

\ 

西村幹夫 西村い＜ こ 飢田知生 林
教授 助教授

Olivari. C. 文祁省外,~,人研究且 真野 門二 学振特別研究H

石丸八寿子 リサーチ • アソシエイト 野田 佳苗 リサーチ • アソシエイト 山田 健志 リサーチ • アソシエイト

細胞内エネルギー変換機構研究部門

‘ 

` 
大限良典 吉森 保 鎌田芳彰 野田健司 石原 直忠 水島 昇

教授 助教授 助手 助手 非常勤研究U 非常勁研究且

新谷 尚弘 学振特別研究U 木原 慈雄学似特別研究H

岡本 五月 特別協）J研究H 古川和朗 民1111~が共 In)研究JI

細胞増殖研究部門（客員研究部門）

, 
勝木元也 小関良宏 伊藤啓
教授 （東大 ・ 医什研） 助教授（東点RエK ・ エ） 助 手

田中 暢明特別協）J研究Jl

細胞融合研究部門

馬渕一誠
教授 （点kk年Fire合文化）

潤
非常動研究H

飢田 恭子特別協）J研究i↓

I ~ j.1 , 
, ..... I 
阿部洋志
助教授（千菜大 ・ 理）

細胞情報研究部門（客員研究部門）

手助
隆宏本

L
藤

'( 

箕りn 窃子 加々美修
助手 非常勤研究H

個別研究

出
非常勤研究H

伊藤 繁
助教授



長濱 嘉孝研究主幹（併）

生殖研究部門

形態形成研究部門

個別研究

上野直人 澁谷浩司
教授 助教授

消水 美穂 、学振特別研究U

田中

゜

林

~

ヽ
~
 

ー

手助
実 ’ 

.ー 
’ 

~ 
諸橋憑一郎 石原 悟 下野明彦 向後品子

教授 ll/J 手 助手 非常勁研究.U

中村追三特別協力研究.U 河辺 顕特別協）J研究H

発生生物学研究部門（客員研究部門）

. 
中村研三 服部束穂 大藤雅序

教授（名大農） 劫i枝1 三ik遺伝t文験贔はJ 助 手

勝
助手

義直
非霜効研究且

Saidnpur. S. K. 文踪外国人日究JI Morrey. C. E. 7-知外l•IJ、特羽研究JI Dreanno. C. '濯外H人特開日究J1 Semhilkumaran B. 年長外臥暉旺II 山口 明彦 リサーチ • アソシエイ卜

徳元美佳年授語J研究n 小林 大介学投特罰日究U 大楊裕ー リサー・,.. アソシエイト 池内 俊ft ')サーチ ·1·1 シエイト 松田 勝学投特阿日究U

渡祖正忠、 リサーチ · 7 ソシエイト 酒井 汽衣 リサーナ • ア｀／シエイト 関 桂君 リサーナ • ア・／シエイト 金森 章特別協力日究!I 柴田 安司特洞協力日究n

Chang. C.ｷF. l寺別協力研究ll Shanbhag. B. A. 特饂}J町究U

細胞分化研究部門

兒玉隆治 上野孝治 大野薫
助教授 助教授 助手

小久保博樹助手（研究休Q)



野田昌晴研究t幹 (I井）

感党情報処理研究部門

¥ . " I 、

野田昌晴 前田信明 湯浅純一 新谷隆史 藤川顕究
教授 助教授 lり手 助手 非常勤研究fl

渡我部脊子特別協）J研究U ill形方人助手 （研究休恥）

計時機構研究部門

I-

村田紀夫 三上浩司
教授

Los, D. A. 文郎行外f•I人研究U

Franceschelli. S. 特別協）J研究U

¥ I f 

坂本敦 西山佳孝 鈴木石根
助教授 助手 助手 助手

Shuvlov, V. A. 文部行外国人研究!l 稲葉 昌災 特別協力研究U

Allakhverdicv, S. I. 特別協力研究u 宮人 祥夫 受託研究U

木下幹朗特別協力研究U

情報制御研究部門（客員研究部門） 行動制御研究部門 （客員研究部門）

和田正三 梢末知宏 JJu川 "i'i:俊
教授 助手 非噛勁研究u

村上宜上夫 中福雅人 玉田篤史 熊田竜郎
教授 助教授 助手 非常勁研究U

昌tk · k年院坦年日究HI （阪K ・人:11;:碁~[頓究ji) (東大 ' J,学院医学系）

堀内 嵩施設辰（併）

遺伝子発現統御第ー研究部門

飯田滋 上生芳樹 寺田理枝 稲垣普茂 星野 敦
教授 助手 助手 助手 助手

Li. Hong Qing 咀窃,~人和~J研究u 久窮 恵世 、芥板特別研究U 森田裕将特別協）J研究且

遺伝子発現統御第二研究部門

小林武彦 児玉顕ー
助手 助手 助手

定坂勝樹助手（研究休Q)



種分化機構第ー研究部門

山森哲雄 小蜂由里子 渡我部昭哉 木津川尚史
教授 助手 助手 助手

Vigot. Rejan Roger 学振外j¼j人特別研究µ 白井 良憲 民1/11等J~luJ研究U

大隅良典 施設長（併）

細胞器官培蓑室

渡辺正勝
助教授

伊閲籍生符月品）渇究！！

蜘磁脳長 （併）

種分化機構第二研究部門

長谷部光奉 小藤累美子
助教授 非常勅研究U

電子計算機室

内山郁夫
助 Ta

輝闘 柑謡｛併）

／
ー

J
小川和男

助教授

• r 

渡邊栄治
助教授

屈
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服部宏之
諜屁

I 研究施設技術班 I

古川和彦
班艮

形質統御技術第一係

I/~ ゞ
田中幸子

t 任

分析技術係

Ii .' .. 
久保田守 大澤 l剖子 牧野由美子 水谷健 森 友―f

係長 I'. fI: 技 'i"i 技宜技 'i"i ( ff児休烹）

研究系技術班

小林弘子
班長

培養育成技術係

c
 

ヽ ti
近藤兵紀

.t !1: 

n
 

東正一 三輪 jj)J樹 難波千営子 澤田 蕉 西出浩世
係艮 上任 上任 技官 技官

!. 
壁谷幸子

技官

形質紐祠枝術第二係

内海秀子•
技 n

アイソトープ実験技術係

洋介
主任

直樹
技官

廃棄物処理技術係

細胞生物学研究系技術係

山口勝司
J支 'i'i

岩城雅代
技 H

発生生物学研究系技術係

甜木知世 住川直災 岡
技宜 技官

早苗
技官

制御機構研究系技術係

飯沼秀子 小田明子 高見煎美 伊豫田洋子
技宜技官 m児休業） 技宜技官（臨時的ff:/fl)



岡崎国立共同研究機構共通施設

■情報図書館
梢報図苦館は，機構の共通施設として， 3研究所の図・一占， 雑誌等を収梨 ・ 整理 ・ 保存し ， 機構の職員 ， 共同利用研究者

等の利川に供 している。

〈 主な機能 〉

l. ライプラリーカードによる24時間利11 1 。

2. 情報図包館導用 日 立クリ エイテ イプス テーショ ン3050RXによる図湘館業務 ， 及び梢報検索サーピス ( D I ALOG.

NACSIS, STN等） 。

図痘館建物 図柑館内部

■ 岡崎コンファレンスセンター
学術の国際的及び国内的交流を l叉l り ， 機構の研究，教育の進展に脊するとともに，社会との連携，交流に寄与すること

を目的に平成9年2月に竣工した。

大会議室250名収容， 中会識室150名収谷，小会絨室 (2室） 各50名収容

岡崎コンフ ァレンス センター 大会躾室

74 



■ 共同利用研究者宿泊施設
共同利用研究者等の術泊に供するため， 3!iJf究所の共通施設として宿泊施設「三島ロッジ」〔個室51, 特別個至13, 夫婦

五10, 家族室20〕及び「山手ロッジ」〔11甜奉 ll, 特別個奎4 , 家族室2〕があり ， Jし同利川 {i}f究者をはじめ外国人!iJf究具等

に利）Tl されている。

一玩

三島ロ ッ ジ 山手ロ ッ ジ

75 



岡崎国立共同研究機構
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配 置 図

/0 •0[口/=DD ) 

ー

施 設 面積

① 実験研究棟 11,48'1 m' ④ 共通施設棟 Il 684m' 

(A 大型スペ ク ト ロ グラフ妄 ＼) （洗瞬i ) 
B 動物実験施設 機器TiJf究試作室

（水生動物室） ⑤ 動物実験施設 3,18lm2 
② 形質統御実験施設棟 2,574m' （陸生動物至）
③ 共通施設棟 I 3,345nr ⑥ 廃梨物処理施設 80m' 

（アイソ ト ー プ実験施設） ⑦ 実験圃楊 210m' 
分析室 ・ 電子顕微鏡五 （符理棟 ・ 温至）
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交 通 案 内

至中津川

環境耐性植物実験室
（名大典附屁典場内）

東岡崎

〇東京方面から

翡橋駅にて，名古屋鉄近 （名鉄） に

乗換え，東岡崎駅下車 （戯橋一東岡

埼間約20分） ， 南へ （改札を出て左

側） へ徒歩で約7分。

〇大阪方面から

名古屋駅下車。 名鉄 （新名古届駅）

に乗換え，東岡崎駅下車（新名古

届ー東岡崎間約30分 ） ，南 （改札出

て左側） へ徒歩で約7分。

〇名古屋空港から

名鉄バス東岡崎 （駅 ） 行きを利用 ，

所要約60分，東岡崎 （駅）から南ヘ

徒歩で約7分。

〇自動車利用の場合

東名高速道路の岡崎I.Cを下りて国道

一号線を名古屋方面に約 1 .5km , 吹

矢橋北信号を左折。 I.Cから約10分。

Jf(~i伝
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岡崎国立共同研究機構

基礎生物学研究所
〒444-8585 岡崎市明大寺町字西郷中38 電話(0564)55-7000 ファクシミリ (0564)53-740[]




